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本書の利用について

利用者
このドキュメントには、SAS 9.4 や SAS 9.4 上で実行される製品の概要が記述されてい
ます。それぞれの製品のトピックの終わりには、製品ドキュメントに含まれる、より詳
細な新機能トピックへのリンクが用意されています。ドキュメントがセキュリティで保
護されている場合は、ライセンスされた顧客のみが新機能トピックにアクセスできます。
セキュリティで保護されたドキュメントについては、新機能のトピックがソフトウェア
製品ページにリンクされます。
SAS 9.4 の最初のリリースは 2013 年 7 月に出荷されました。SAS 9.4M1 は 2013 年 12
月に出荷されました。SAS 9.4M2 は 2014 年 8 月に出荷されました。SAS 9.4M3 は
2015 年 7 月に出荷されました。SAS 9.4M4 は 2016 年 11 月に出荷されました。
SAS 製品の情報を入手されたい場合は、SAS の担当者までご連絡ください。
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SAS 9.4 の概要
SAS 9.4 には、各サイトのユーザーすべてに有益な機能が含まれています。
n IT 部門には、SAS 9.4 は、簡易なアーキテクチャ、強化されたセキュリティ、より多

くの配置オプションを提供します。
n SAS 管理者には、SAS 9.4 は、新しい管理機能と管理ツールを提供します。
n データ管理者向けに、DataFlux 製品の統合により、さらに包括的なデータ管理のソ

リューションが作り出されました。さらに、新しいプログラミング言語を使用して、
データを操作し、さまざまなデータソースからリレーショナルデータにアクセスでき
ます。新しいプログラミング言語を使用して、データベース上のデータを更新した
り、さまざまなソースからリレーショナルデータにアクセスしたりできます。

n SAS プログラマは、ハイパフォーマンス分析を使用して、大量データを迅速に分析で
きます。マルチスレッド機能も追加され、単一マシンの配置で分析が実行できるよう
になりました。
SAS Studio では、SAS プログラマが SAS コードを作成、編集、およびサブミットす
るための Web ブラウザベースのインターフェイスが提供されます。

n ビジネスユーザー向けに、SAS 9.4 はモバイルアクセスオプションや、データのアク
セス、レポート、探索に関するセルフサービスオプションを拡張しました。

SAS 9.4 のライフサイクル中、メンテナンスリリースによりユーザーに新しい機能を提供
し続けることができます。
n SAS 9.4M2 (2014 年 8 月に出荷)には、SAS/STAT 13.2、SAS Enterprise Miner 13.2、

SAS Contextual Analysis 13.2、SAS/ETS 13.2 などの新しいリリースの SAS 分析製品
が含まれています。

n SAS 9.4M3 (2015 年 7 月に出荷)には、SAS/STAT 14.1、SAS Enterprise Miner 14.1、
SAS Contextual Analysis 14.1、SAS/ETS 14.1 などの新しいリリースの SAS Studio
および SAS 分析製品が含まれています。このメンテナンスリリースでは、SAS のセ
キュア構成のサポートも強化されました。
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n SAS 9.4M4 (2016 年 11 月に出荷)には、SAS/STAT 14.2、SAS Enterprise Miner 
14.2、SAS Contextual Analysis 14.2、SAS/ETS 14.2 などの新しいリリースの SAS 
Studio および SAS 分析製品が含まれています。このメンテナンスリリースには、
SAS Viya 環境へのブリッジも含まれています。

SAS の配置と管理
クラウド配置によるソフトウェアの可用性の向上
SAS 9.4 では、グローバルな組織のユーザーすべてが SAS を使用できるように、パブリ
ッククラウドとプライベートクラウド環境にてソフトウェアを配置、管理、保守するツ
ールやテクノロジを提供します。イノベーションを進められるように、クラウド開発プ
ラットフォームを提供します。クラウド環境では、コンピューティングキャパシティの
拡大に対する需要に IT 部門が迅速に対応でき、ビジネスの成長に合わせてソフトウェア
環境を拡大することを容易にします。
また、SAS では、各サイトへの配置も、SAS Solutions OnDemand を使用してホストさ
れたソリューションとしての配置も引き続きサポートします。

SAS 配置のコストと複雑さの軽減
SAS 9.4 では、JBoss、WebSphere、WebLogic などの Web アプリケーションサーバー
は必要ありません。SAS 9.4 には、SAS Web Application Server と呼ばれる、中間層サ
ーバーが埋め込まれています。このため、サードパーティのソフトウェアを購入して、
統合し、保守やサポートをするために、時間と資金を費やす必要はありません。SAS 
Web Application Server はまた、IT 管理を簡易化し、クラウド環境への SAS の配置を
サポートします。

SAS ソフトウェアオーダーのサブセット化
SAS 9.4M3 から、SAS Deployment Wizard を使用して、SAS ソフトウェアオーダーを
分割(サブセット化)できるようになりました。オーダーをサブセット化すると、個々の
SAS クライアントのプロビジョニングが容易になり、ダウンロード時間とディスク領域
が節約されます。デポをサブセット化すると、オペレーティングシステム、製品の種類、
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言語などの基準に基づいて指定した製品のみを使用して、オリジナルデポのコピーが作
成されます。

32 ビットと 64 ビット動作環境のサポート
SAS Applications は、通常、大規模なデータセットの処理に使用されます。環境のパフ
ォーマンスが高くなると、この処理にプラスに働きます。SAS 9.4 では、64-ビット
Windows 動作環境の追加メモリと処理機能が活用されます。
SAS 9.4M1 には、広範囲な製品に対する 32-ビット Windows サポートが実装されまし
た。

メタデータサーバーと中間層サーバーのクラスタリングによるダウンタイムの削減
SAS 9.4 では、組織内のユーザーがソフトウェアをより利用しやすくするために、メタ
データサーバーと中間層サーバーのクラスタリングをサポートします。メタデータサー
バークラスタは、同一のメタデータサーバーとして構成される 3 つ以上のノードのグル
ープです。サーバーがクラスタ化され、同一データのコピーを各サーバーで管理してい
る場合は、データ損失の脅威は大幅に減少します。クラスタ内の 1 ノードに障害が起こ
った場合、ユーザーは残りのノードで作業が継続でき、システムのダウンタイムの可能
性を縮小できます。結果的に、クラスタリングによってワークロードが分散され、パフ
ォーマンスが向上する場合もあります。

SAS Environment Manager を使用した SAS 管理者の管理機能の拡張
SAS 環境の Web ベースのモニタリングソリューションである新しい SAS Environment 
Manager を使用すると、SAS 管理者は拡張管理機能にアクセスできます。SAS 
Environment Manager を使用して、SAS Web Application Server の管理や SAS 
Foundation Server のモニタリングなどの、SAS リソースの管理やモニタリングが行え
ます。モニタリングしたリソースのデータを収集して、メトリックスに基づきチャート
を作成し、リソースの健全性と操作の包括的なビューを提供します。リソースの自動検
出、ログイベントのモニタリング、アラートのレポートなどの機能も提供します。さら
に、アプリケーションでは、管理者がメタデータオブジェクトへのアクセス管理を行え
ます。
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セキュリティの強化
SAS 9.4 以降、SAS/SECURE は Base SAS に同梱されます。SAS/SECURE の個別のライセ
ンスは必要ありません。SAS/SECURE は、業界標準の高度暗号化標準(AES)と 64 ビット
の salt を使用して、セキュリティオプションを拡張しています。
SAS 9.4M3 から、SAS に新しい信頼できる CA 証明書バンドルが同梱され、SAS の安全
な配置がより簡単になります。すべてのホスト上の SAS インストールで SAS 
Deployment Manager を使用して、CA 証明書と信頼できる Mozilla CA バンドルの更新
プロセスを自動化できます。SAS インストール後、SAS Deployment Manager を使用し
て、このリストに独自の信頼できる証明書を追加できます。
セキュリティの“強化機能”は、使用が広がりつつある業界フレーズです。これは、シス
テム表層の脆弱性を減らすことによって、そのシステムをセキュリティ保護するプロセ
スです。
SAS は、コーディング標準に従って、レビューとテストを実行し、SAS 製品を継続的に
改善しています。詳細については、Security Assurances from SAS および SAS Software 
Security Framework: Engineering Secure Products を参照してください。
SAS ソフトウェアでは、セキュリティの“強化機能”に、サードパーティコンポーネント
のアップグレード、フラグ設定された脆弱性の対処、抜け穴の閉鎖、資格情報が適切に
暗号化されているかの確認などが含まれます。セキュリティの“強化機能”には、シング
ルサインオン接続、暗号化された接続のための最低暗号レベルの設定、およびセキュリ
ティで保護された接続がシステムまたは管理タスクを妨害しないかの確認も含まれま
す。SAS 9.4M4 では、サードパーティコンポーネントの更新、ホットフィックスの組み
込み、およびセキュリティ関連ドキュメントの更新が変更に含まれています。デフォル
ト設定の変更や使用可能な構成オプションの詳細については、Encryption in SAS、SAS 
Intelligence Platform: Security Administration Guide および SAS Intelligence Platform: 
Middle-Tier Administration Guide を参照してください。
従来どおり、SAS 製品にホットフィックスや更新を定期的に適用することを可能にする
プロセスの採用をお勧めします。最新の情報や更新を得るには、Hot Fix 
Announcements community を購読し、Security Bulletins from SAS を確認してくださ
い。
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モバイルデバイスから SAS へのアクセス
SAS レポートは、会議中、旅行中、または外出中の役員によって利用されることがあり
ます。ビジネスプロフェッショナルのニーズを満たすために、SAS レポートはモバイル
デバイスから使用できるようになりました。SAS Output Delivery System の新しい
ODS EPUB 出力先では、iPad、iPhone、または iPod の Apple iBooks アプリで最適に
読める電子書籍形式で SAS レポートを作成します。
ODS は、HTML5 と Microsoft PowerPoint への出力もサポートします。
SAS Enterprise BI Server のライセンスがある場合は、SAS Mobile BI アプリを使用でき
ます。

ハイパフォーマンス分析の使用
ハイパフォーマンス分析を使用した大量データの分析
大量データを使用する分析モデルを開発する場合、SAS は、分散環境での分析実行を可
能にする In-Memory 分析を提供します。複数ノードが同じタスクを並列で処理するた
め、In-Memory 分析ではパフォーマンスが大幅に向上します。
SAS 9.4 では、次の分野に特化した 6 つの新たなハイパフォーマンス分析製品を使用で
きます。
n SAS High-Performance Statistics

n SAS High-Performance Data Mining

n SAS High-Performance Text Mining

n SAS High-Performance Econometrics

n SAS High-Performance Optimization
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単一マシン配置でのマルチスレッド機能の使用
これらの製品の分析プロシジャは、従来の SAS 分析製品(SAS/STAT など)からも使用可能
です。これらの SAS High-Performance Analytics プロシジャは従来の SAS 分析製品か
ら使用可能であるため、これらのハイパフォーマンス分析プロシジャを単一マシン配置
で実行できるようになりました。
n SAS Enterprise Miner

n SAS/ETS

n SAS Forecast Server

n SAS/OR

n SAS/STAT

n SAS Text Miner

データの管理
統合情報管理プラットフォームの構築
SAS は、データ品質、データ統合、データガバナンスとマスタデータ管理ソリューショ
ンから成る DataFlux スイートを完全に統合しました。DataFlux ブランドを SAS に組
み込むことで、分析や決定管理をサポートするデータ管理やガバナンスを超えた、より
統合された情報管理アプローチをユーザーが構築するのに役立ちます。
DataFlux 製品は、いくつかは SAS に名前が変更されましたが、それ以外も将来的には
変更される予定です。たとえば、DataFlux Federation Server は現在 SAS Federation 
Server です。個別にライセンスされるかわりに、DataFlux 製品は、他の SAS 製品も含
む SAS ソフトウェアオファリングに組み込まれるようになりました。オファリングの
変更は、ライセンスの更新に影響する場合があります。
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DS2 を使用した高度なデータ操作の In-Database の実行
DS2 は、高度なデータ操作とアプリケーションに適した SAS 独自のプログラミング言語
です。DS2 は Base SAS に含まれており、SAS DATA ステップと一緒に使用されます。
また、データ型、ANSI SQL 型、プログラミング構造要素、ユーザー定義のメソッドと
パッケージもより多く含まれています。
SQL による入力テーブルの事前処理ができるように、DS2 の SET ステートメントは
FedSQL 構文をサポートします。ランタイムで生成されるクエリは、DS2 とサポートさ
れている任意のデータベース間でデータを対話操作で交換できます。SAS In-Database 
Code Accelerator を使用すると、DS2 スレッド対応パッケージをデータベースで実行で
きます。

SAS FedSQL の使用によるリレーショナルデータ管理の最適化
SAS FedSQL は、ANSI SQL:1999 コア規格の SAS 独自の実装です。これにより、新しい
データ型、他の ANSI 1999 コア準拠機能、独自の拡張がサポートされます。FedSQL が
提供するデータのアクセステクノロジにより、スケーラブルで、スレッド対応、ハイパ
フォーマンスな方法で、複数データソースにあるリレーショナルデータをアクセス、管
理、共有できます。可能な場合、FedSQL クエリは、大規模な操作の問題を解決するた
めにマルチスレッドアルゴリズムを使用して最適化されます。
SAS FedSQL を使用すると、データソースごとに異なる SQL クエリを実行することな
く、複数のデータソースにアクセスできます。同一の FedSQL クエリが複数のデータソ
ースで使用され、結果は 1 つのテーブルに表示されます。FEDSQL プロシジャを使用す
ると、Base SAS セッションから FedSQL 言語ステートメントをサブミットできます。

データアクセスの向上
SAS 9.4 では、Oracle、DB2、Teradata への SAS/ACCESS エンジンが拡張され、READ
と WRITE のパフォーマンスが向上しました。また、新しい SAS/ACCESS エンジンが複
数提供されました。
n SAS/ACCESS Interface to Amazon Redshift
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n SAS/ACCESS Interface to Hadoop

n SAS/ACCESS Interface to HAWQ

n SAS/ACCESS Interface to Impala

n SAS/ACCESS Interface to the PI System

n SAS/ACCESS Interface to PostgreSQL

n SAS/ACCESS Interface to SAP HANA

n SAS/ACCESS Interface to Vertica

注: SAS/ACCESS Interface to Impala と SAS/ACCESS Interface to the PI System が
SAS 9.4M2 に追加されました。SAS/ACCESS Interface to HAWQ が SAS 9.4M3 に追加
されました。

SAS Visual Analytics との統合
SAS 9.4 のライフサイクル中、SAS プロシジャは SAS Visual Analytics との統合が続けら
れます。多くのこれらのプロシジャは、SAS 製品へのアクセスに使用できる単一インタ
ーフェイスである SAS ホームから起動できます。さらに、一部の製品には SAS Visual 
Analytics Viewer または SAS Visual Analytics Administration and Reporting が含まれ
ます。詳細については、SAS 製品のドキュメントページを参照してください。
次に、SAS Visual Analytics に統合された SAS 製品の一部を示します。
n SAS Anti-Money Laundering

n SAS Business Rules Manager

n SAS Enterprise GRC

n SAS Financial Management

n SAS Model Risk Management

n SAS Visual Statistics

SAS Visual Analytics との統合 9
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Base SAS 9.4

DS2 言語
DS2 は、高度なデータ操作とアプリケーションに適した SAS 独自のプログラミング言語
です。DS2 は Base SAS に組み込まれており、SAS DATA ステップと併用されます。ま
た、データ型、ANSI SQL 型、プログラミング構造要素、ユーザー定義のメソッドとパ
ッケージもより多く含まれています。複数の DS2 言語要素で埋め込み FedSQL 構文が
使用できます。実行時生成クエリでは、DS2 と任意のサポートされているデータベース
との間で対話的にデータを交換できます。この機能によって入力テーブルの SQL 前処
理が可能になり、2 つの言語の力を効果的に結合できるようになります。DS2 プロシジ
ャを使用すると、Base SAS セッションから DS2 言語ステートメントをサブミットでき
ます。SAS Embedded Process の機能を活用して、SAS In-Database Code Accelerator
で DS2 スレッドプログラムをデータベースにパブリッシュし、データベース内で並列に
スレッドプログラムを実行できます。
SAS 9.4M1 では、次の DS2 の変更が行われました。
n SAS In-Database Code Accelerator の動作が変更され、デフォルトでは、DS2 コー

ドはデータベース内で実行されません。DS2 コードをデータベースに送信するには、
オプションを設定する必要があります。
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n SAS In-Database Code Accelerator for Teradata では、データベース内で DS2 デー
タプログラムとスレッドプログラムを実行できるようになりました。

n 新しい DS2 構成とランタイムロガーが SAS ログ機能に追加されました。
SAS 9.4M2 では、次の DS2 の変更が行われました。
n SAS In-Database Code Accelerator for Hadoop では、データベース内で DS2 デー

タプログラムとスレッドプログラムが実行されます。
n 新しい事前定義 HTTP パッケージを使用して、Web サービスにアクセスするための

HTTP クライアントを作成できます。
n 新しいロガーを使用して、SAS ログ機能によって HTTP トラフィックのログを記録で

きます。
n SQLSTMT パッケージのインスタンス作成時に、接続文字列パラメータを使用できま

す。
2015 年 2 月のリリースでは、SAS In-Database Code Accelerator for Hadoop は
HCatalog を使用して複雑な非区切りファイルを処理しています。HCatalog を使用す
ると、SAS In-Database Code Accelerator for Hadoop で Avro、ORC、RCFile、Parquet
などのファイルの種類のサポートが可能になります。さらに、現在では
DBCREATE_TABLE_OPTS テーブルオプションを使用して、出力 SerDe、Hive テーブル
の出力区切り記号、出力 ESCAPED BY 文字、および Hive で許可されたその他の CREATE 
TABLE 構文を指定できます。
SAS 9.4M3 では、次の変更と拡張が行われました。
n SAS In-Database Code Accelerator では、SET ステートメントを使用した複数テー

ブルと埋め込み SQL の読み取りのサポート、HDFS-SPD エンジンファイル形式の読
み書き、および SAS ログから MapReduce ジョブへのリンクによる Hadoop 関連エ
ラーメッセージの検出が行われます。SET ステートメントによって複数テーブルと
埋め込み SQL がサポートされます。

n DS2_OPTIONS ステートメントを使用すると、DS2 プログラムの複数のデフォルト動
作を変更できます。

n FMTINFO( )関数を使用すると、出力形式と入力形式のどちらを使用するのかを決定
したり、その出力形式や入力形式に関する情報を取得したりできます。この関数で
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は、出力形式または入力形式のカテゴリ、説明、出力形式幅の値、小数点以下の桁数
の値も返されます。

n 新しい 3 つの SQLSTMT メソッドを使用すると、列の数、列番号から列名前、そして
列番号から列の種類を取得できます。

n JSON DS2 パッケージを使用すると、JSON テキストを解析できます。
n D2TX パッケージを使用すると、タイムゾーン処理を実行できます。
n MERGE ステートメントを使用すると、データをマッチマージできます。
n 埋め込み SQL テキストの SELECT ステートメントでは、PARTITION BY、ORDER 

BY、INDSNUM、WHERE 句がサポートされます。
n BESTDOTX.出力形式を使用すると、現在のロケールに関係なく US ロケールベースの

値を作成できます。
n DBCREATE_TABLE_OPTS テーブルオプションを使用すると、テーブルをパーティシ

ョンに分割できます。
SAS 9.4M4 では、次の変更と拡張が行われました。
n パッケージの内部使用向けの属性やメソッドに対するプライベートアクセス修飾子

がサポートされるようになりました。
n 2 つの新しい関数 DIF および LAG を使用すると、変数や式の前の値にアクセスでき

ます。これらの関数は、ラグと級数の差の計算に役立ちます。
n DO ステートメントで、カンマで区切った複数のインデックス変数句を使用できるよ

うになりました。
n 新しい INTNEST 関数は、より大きな間隔の期間内に収まる小さい間隔の全期間の数

を計算します。
n 3 つの新しい自動変数_HOSTNAME_、_NTHREADS_、および_THREADID_を使用す

ると、スレッド全体の問題をサブセット化できます。
n TIME および TIMESTAMP の精度は、THREAD と DATA の境界を越えて保持されるよ

うになりました。
詳細については、SAS DS2 Language Reference と Base SAS Procedures Guide を参照
してください。
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FedSQL 言語
SAS FedSQL は、ANSI SQL:1999 コア規格の SAS 独自の実装です。これにより、新しい
データ型、他の ANSI 1999 コア準拠機能、独自の拡張がサポートされます。FedSQL が
提供するデータのアクセステクノロジにより、スケーラブルで、スレッド対応、ハイパ
フォーマンスな方法で、複数データソースにあるリレーショナルデータをアクセス、管
理、共有できます。可能な場合、FedSQL クエリは、大規模な操作の問題を解決するた
めにマルチスレッドアルゴリズムを使用して最適化されます。FedSQL は、アプリケー
ションには、すべてのデータソースにおいて共通の SQL 構文を提供します。つまり、
FedSQL はベンダに依存しない SQL ダイアレクトであり、データソースに固有の SQL ダ
イアレクトでクエリをサブミットせずに各種データソースのデータにアクセスします。
さらに、1 つの FedSQL クエリで複数データソースのデータをターゲットとして、1 つ
の結果テーブルを返すこともできます。FEDSQL プロシジャを使用すると、Base SAS セ
ッションから FedSQL 言語ステートメントをサブミットできます。
初回リリースで、FedSQL では、SAS データセット、SAS Scalable Performance Data 
Engine (SPD Engine)データセット、および Aster、DB2 for UNIX/PC、Greenplum、
MySQL、Netezza、ODBC データベース(Microsoft SQL Server など)、Oracle、SAP (読
み取り専用)、Sybase IQ、Teradata などのデータベースへのアクセスが提供されまし
た。
SAS 9.4M1 では、メモリデータストア(MDS)、SAP HANA、SASHDAT データソースのサ
ポートが追加されました。
SAS 9.4M2 では、次の FedSQL 拡張が行われました。
n Hive、HDMD および PostgreSQL データソースのサポート。各データソースに対し

てすべての FedSQL ステートメントがサポートされているわけではありません。ス
テートメントのサポートを確認するには FedSQL ステートメントのドキュメントを
参照してください。

n ODBC の CAST 関数で、あるデータ型から別のデータ型に値を変換できます。
n インデックスの作成時に、DBMS 固有の句を追加できます。
n SASHDAT ファイルを圧縮できます。
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SAS 9.4M3 では、次の FedSQL 拡張が行われました。
n Hadoop の HAWQ および Impala の配布のサポート。Impala のサポートにはバル

クロードが含まれます。
n DBCREATE_TABLE_OPTS=テーブルオプションを使用すると、DBMS 固有の構文を指

定して CREATE TABLE ステートメントに追加できます。
n ENCODING=テーブルオプションを使用すると、SAS データセットに対してエンコー

ディングを設定できます。
n HDMD でのデータ定義および読み取りに DECIMAL/NUMERIC(p,s)データ型を使用

できます。
n Hive でのデータ定義および読み取りに DECIMAL/NUMERIC(p,s)データ型および

VARBINARY データ型を使用できます。
n Hive の ARRAY、MAP、STRUCT、UNION 複合型は Hive から読み取ります。
SAS 9.4M4 では、次の FedSQL 拡張が行われました。
n SAS Scalable Performance Data (SPD) Server テーブルの読み書きに対するサポー

ト
n 新しい DESCRIBE TABLE ステートメント
n Hive テーブルの作成および読み取り時の 3 レベル名に対するサポート
n 複数の新しい関数に対するサポート
詳細については、SAS FedSQL Language Reference と Base SAS Procedures Guide を
参照してください。

Hadoop のサポート
SAS 9.4M1 では、SPD Engine を使用し、HDFS を介して Hadoop クラスタのデータの
読み取り、書き込み、更新を行えます。さらに、HADOOP プロシジャを使用して、構成
プロパティを Hadoop サーバーにサブミットできるようになりました。
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SAS 9.4M2 では、次の拡張が行われました。
n SAS Hadoop ö}Ì‘úò‰»vÎS—? Guide for Base SAS and SAS/ACCESS は、support.sas.com

で Hadoop のサードパーティサイトから入手できます。このドキュメントでは、SAS
テクノロジを使用して Hadoop に接続できるように SAS コンポーネントを構成する
方法を説明します。

n Hadoop MapReduce ジョブ情報を SAS ログに書き込むことができます。
n SPD Engine によって、Hadoop のパフォーマンスが向上されています。
n WebHDFS から HDFS コマンドをサブミットできます。
SAS 9.4M3 では、次の拡張が行われました。
n HADOOP プロシジャを使用すると、SAS クライアントマシンにアクセス可能な物理

的な場所に Hadoop 構成ファイルをコピーして、SAS_HADOOP_CONFIG_PATH 環
境変数を構成ファイルの場所に設定することで、Hadoop クラスタに接続できるよう
になりました。また、再帰アクションを要求して、複数の HDFS ステートメントオプ
ションに指定したディレクトリおよびサブディレクトリに対する操作を実行するこ
ともできます。BINARY および DECIMAL データ型に対するサポートが追加され、オ
プションが追加されて、生成済み SQL コードの自動作成が拡張され、トランスコー
ドエラーが制御されるようになりました。
HADOOP プロシジャの詳細については、Base SAS Procedures Guide を参照してく
ださい。

n 新しい HDFS ステートメントオプションでは、ファイルの内容の表示、ファイルア
クセス許可の変更、HDFS ファイルのリスト出力が行われます。さらに、Apache 
Oozie RESTful API を介して MapReduce プログラムと Pig 言語コードを Hadoop
クラスタにサブミットできます。HDFS コマンドの詳細については、“FILENAME 
(Hadoop Access Method)” (SAS Statements: Reference)を参照してください。

n SPD Engine では、HDFS に保存されたデータへの現在のアクセスが、新しい分散ロ
ックマネージャで拡張されています。並列処理はデータの書き込みのために拡張さ
れています。SPD データセットは、HDFS で Hive を介して読み取れます。詳細につ
いては、SAS 9.4 SPD Engine: Storing Data in the Hadoop Distributed File System
を参照してください。

n SAS FedSQL 言語では、次のデータ型に対するサポートが拡張されました。
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o HDMD でのデータ定義および読み取りのために DECIMAL/NUMERIC(p,s)データ
型がサポートされます。

o Hive でのデータ定義および読み取りのために DECIMAL/NUMERIC(p,s)データ型
および VARBINARY データ型がサポートされます。

o Hive の ARRAY、MAP、STRUCT、UNION 複合型は Hive から読み取ります。
さらに、SQOOP プロシジャを使用すると、SAS セッション内で Apache Sqoop にア
クセスして、データベースと HDFS 間でデータを転送できます。SQOOP プロシジャ
の詳細については、Base SAS Procedures Guide を参照してください。

SAS 9.4M4 から、FILENAME ステートメントの Hadoop アクセス方式で、Knox セキュ
リティがサポートされるようになりました。
詳細については、次のドキュメントを参照してください。
n SAS および Hadoop の概要については、SAS and Hadoop Technology: Overview を

参照してください。
n 共通配置シナリオについて学習するには、SAS and Hadoop Technology: 

Deployment Scenarios を参照してください。
n SAS/ACCESS Interface to Hadoop の詳細については、SAS/ACCESS to Relational 

Databases を参照してください。
n Hadoop のサポートと、サポートされている Hadoop ディストリビューションのリ

ストについては、SAS 9.4 Support for Hadoop および SAS 9.4 Supported Hadoop 
Distributions を参照してください。

パフォーマンスの向上
n 大量のデータをより効率的に処理するために、新しいシステムオプションでは、ペー

ジ境界でデータとユーティリティファイルを揃え、SAS ライブラリのページサイズを
RAID ストライプと同じサイズに設定できます。

n ページサイズと論理レコード長のデフォルトサイズを決定する最適化プロセスが拡
張されました。

n Scalable Performance Data Engine (SPD Engine)では、開いている SPD Engine フ
ァイルのキャッシュが可能です。
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SAS 9.4M2 では、SPD Engine によって I/O 制御と効率が拡張され、Hadoop のパフォ
ーマンスが向上します。
詳細については、SAS System Options: Reference、SAS Language Reference: 
Concepts、および SAS Scalable Performance Data Engine: Reference を参照してくだ
さい。

セキュリティの強化
n SAS/SECURE は SAS System の製品で、現在は Base SAS に組み込まれています。以

前のリリースでは、SAS/SECURE は、別々にライセンスされたアドオン製品でした。
SAS/SECURE の個別ライセンスは必要なくなりました。この変更によって、すべての
配置で強力な暗号化を行えるようになりました(輸入制限による禁止の場合を除く)。

n SAS/SECURE では、業界標準の高度暗号化標準(AES)と 64 ビットの salt を使用して、
セキュリティを強化します。セキュリティをサポートする SAS 言語コンポーネント
では、AES 暗号化を使用して、SAS データを暗号化して保護します。

n SAS では、大文字と小文字が混在するパスワード、最大で 100 文字までのパスワー
ドフレーズに対する IBM 標準がサポートされます。

n SAS データセットのセキュリティを強化するには、メタデータオブジェクトに関連付
けられた物理ライブラリであるメタデータバインドライブラリに配置します。

n SAS ログ機能では、SAS/CONNECT Spawner と暗号化アクティビティのサポートと、
ログ構成の変更、SAS データセットのアクセス、メタデータバインドライブラリのア
クセスの監査がサポートされます。ロガーアクティビティとレベル設定のセキュリ
ティを強化できます。

n 電子メールのセキュリティが拡張されました。
SAS 9.4M1 では、UNIX と z/OS Foundation Server に対する TLS 証明機関の新しいデ
フォルト場所が提供され、UNIX と z/OS のクライアント/サーバーでの TLS 証明書のサ
ブジェクト代替名に対するサポートが実装されました。また、このリリースでは新たに、
メタデータバインドライブラリに対して権限のあるユーザーが、キー入力コードを指定
しなくてもデータにアクセスできるようになりました。
SAS 9.4M3 では、SAS Deployment Wizard によって、UNIX および z/OS 環境内や
Windows および UNIX 上の Java アプリケーション用の TLS 証明書の更新処理が自動化
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されています。UNIX および z/OS 環境では、インストールプロセスで、信頼できる CA
証明書の Mozilla バンドルが設定されます。インストールには、証明書の信頼リストと
して使用されるファイルも含まれます。UNIX 環境では、信頼できる証明書は、SAS-
installation-directoryHtÔˆ˘vVÌ�?ù/Bu¿Ÿ .âš‚
Ó⁄šÑ¥èý|•+�BX�§¨‚ŠøÉ˜dfl
�Uà:?vQÚ�$ù%/`¨† の信頼できる CA バンドルに置かれるようになりました。インスト
ール中に、SAS Deployment Wizard によって、SAS-installation-directory/sasv9.cfg
ファイルで SSLCALISTLOC システムオプションが trustedcerts.pem ファイルを示す
ように設定されます。
SAS Deployment Manager を使用すると、証明書の信頼できるバンドルに証明書を追
加したり、その証明書を削除したりすることができます。新しい環境変数を使用すると、
OpenSSL に対する最小 TLS プロトコルの指定や、OpenSSL 暗号の指定を行えます。
SAS では、UNIX および z/OS で TLS の OpenSSL バージョンが提供されます。SAS 9.4
リリースおよび SAS 9.4 のすべてのメンテナンスリリースでは、ソフトウェアリリース
時に OpenSSL の更新バージョンが提供され、ホットフィックスを介して最新の状態に
保たれます。SAS コンポーネントを考慮した OpenSSL セキュリティアドバイザリの最
新情報については、SAS Statement Regarding OpenSSL Security Advisories を参照し
てください。
詳細については、Encryption in SAS、Base SAS Procedures Guide、SAS Logging: 
$Hû/"t@Ë�"ä9o and Programming Reference、SAS System Options: Reference、SAS 
Guide to Metadata-Bound Libraries を参照してください。

新しいサポート環境での DATA ステップの実行
SAS 9.4M1 では、DATA ステップが、SAS LASR Analytic Server 内と Hadoop 内で、
SAS/ACCESS と SAS Embedded Process を使用して、制限付きで In-Memory を実行し
ました。Hadoop の DATA ステップ処理はプリプロダクション版です。
SAS 9.4M2 では、Hadoop の DATA ステップ処理が、プリプロダクションステータスか
らプロダクションステータスに移動しました。
詳細については、SAS LASR Analytic Server: Reference Guide および SAS In-Database 
Products: User’s Guide を参照してください。
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SAS 出力の拡張
n Output Delivery System (ODS)のレポート作成インターフェイス(RWI)では、事前定

義された ODS オブジェクトを DATA ステップで作成、操作して、高度にカスタマイ
ズされた出力を作成できます。

n 新しい ODS 出力先を使用すると、EPUB、HTML5、Microsoft PowerPoint ファイル
を作成できます。

n テキストの作成とテンプレートのリストが可能になりました。
n ODS 出力オブジェクトをページ上の位置に正確に配置したり、グリッド構造を使用

した動的配置を行ったりすることができます。
n 新しいプロシジャでは、1 つのステートメントで、テーブルテンプレートが作成さ

れ、入力データセットにバインドされます。
n システムオプションを設定して、複数ページの GIF イメージと SVG ファイルをアニ

メーション表示にできます。
SAS 9.4M1 では、カスケーディングスタイルシートの適用が可能になりました。また、
EPUB 3 標準のサポートが実装されました。
SAS 9.4M2 では、EPUB、EPUB3 および HTML5 出力先の拡張が行われました。
SAS 9.4M3 では、次の拡張が行われました。
n ODS EXCEL ステートメントを使用する Microsoft Excel のサポート。
n 新しいプロシジャ MSCHART では、Microsoft Excel で開いたり操作したりできるチ

ャートが作成されます。
n デフォルト EPUB バージョンは EPUB3 です。
n ODS EPUB3 では、埋め込みビデオ、オーディオ、およびイメージがサポートされま

す。この機能は、レポート作成インターフェイス(RWI)、および ODS ESCAPECHAR
ステートメントと一緒に使用されるインラインフォーマティング関数を使用して提
供されます。

n ODS EPUB3 ステートメントでは、目次内の数字やカスタムエントリに対する新しい
EVENT=値がサポートされます。
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n ODS POWERPOINT ステートメントでは、スライド背景に対するスタイルオプショ
ンがサポートされるようになりました。このステートメントでは、スライド切り替え
の変更とその効果もサポートされます。

n ODS HTML5 では、埋め込みビデオおよびオーディオがサポートされます。この機能
は、レポート作成インターフェイスを使用して提供されます。

SAS 9.4M4 では、次の拡張が行われました。
n 新しい HEADING ステートメントが ODSTEXT プロシジャに追加されました。
n 新しい DESCRIPTION=オプションが、メソッド IMAGE、LAYOUT_ABSOLUTE、

LAYOUT_GRIDDED、REGION (絶対)、REGION (グリッド)、TABLE_START に追加さ
れました。

n 新しい DESCRIPTION=オプションでは、レイアウトやレイアウト領域の代替テキス
トが指定されます。DESCRIPTION=オプションが新しく追加されたのは、ステート
メント ODS LAYOUT ABSOLUTE、ODS LAYOUT GRIDDED、ODS REGION ステート
メント(絶対)、ODS REGION ステートメント(グリッド)です。

n ODS GRAPHICS ステートメントでは、次のオプションがサポートされています。
o NBINSMAX=では、ヒストグラムのために処理されるビンの最大数を指定します。
o NXYBINSMAX=では、ヒートマップのために処理されるビンの最大数を指定しま

す。
o ODS HTML5 出力先では、アクセシビリティがサポートされています。
o 新しいプリプロダクション ACCESSIBLE_GRAPH オプションが、ODS HTML5 ス

テートメントに追加されました。ACCESSIBLE_GRAPH オプションでは、ODS 
Graphics で作成されたグラフにアクセシビリティメタデータが追加されます。
視覚障害のあるユーザーは、SAS Graphics Accelerator を使用してグラフにアク
セスできます。このアクセラレータは、メタデータで作成された SAS データビジ
ュアルの代替表現をユーザーに提供します。詳細については、SAS Graphics 
Accelerator のソフトウェア製品ページを参照してください。

詳細については、SAS Output Delivery System: User’s Guide、SAS Language 
Reference: Concepts、および SAS System Options: Reference を参照してください。
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ODS 統計グラフの拡張
n ODS Graphics 製品に、軸に沿ったテキストデータの行または列を作成する軸テーブ

ルなど、複数の新しいプロットの種類が用意されました。
n グラフ出力の制御と拡張のために、多くのプロットレイアウト、パネル、軸のオプシ

ョンが追加されました。たとえば、ODS スタイルテンプレートを変更せずにグルー
プ値の表示属性をカスタマイズできるようになりました。また、グラフデータ属性の
ローテーションに色を優先させるパターンを指定することもできます。

n 新しいサブピクセル表示機能によって、折れ線グラフの曲線がより滑らかになり、棒
グラフの間隔調整がより統一的になりました。

n ODS Graphics 製品には、テキストを通常表示する余地がない場合にデータラベル、
曲線ラベル、軸目盛値を調整または分割するための追加オプションが提供されまし
た。データラベル位置指定アルゴリズムが向上し、データラベルとそのデータマーカ
ーの位置指定が向上されました。さらに、複数のオブザベーションに同じ応答値があ
る場合、データマーカーを調整できるようになりました。

n ODS Graphics Designer には、データに基づいてさまざまなグラフを自動生成する
自動チャート機能が導入されています。

n ODS Graphics 製品スイートには、Graph Template Language、ODS Graphics プロ
シジャ、ODS Graphics Designer、ODS Graphics Editor が含まれます。

SAS 9.4M1 では、ODS Graphics のプロット、チャート、パネルの追加や変更が行われ
ました。
SAS 9.4M2 では、ODS Graphics に、新しいテキストプロットと、グラフィック出力に
対する複数の拡張があります。
SAS 9.4M3 では、ODS Graphics に複数の新しいプロットステートメントが追加され、
プロット、凡例、軸、軸テーブル、属性マップに対して広範囲の拡張が行われました。
ODS Graphics Designer を使用すると、より高度なグラフを作成できます。ODS 
Graphics Editor では、新しいプロットの種類の編集や、SAS/QC プロシジャで生成され
たグラフの属性の注釈設定や編集がサポートされます。ODS Graphics Editor のビュー
ポート関数が 3-D グラフのビューを調整し、ヒストグラムおよび密度プロットでグルー
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プがサポートされます。すべての ODS Graphics について、サブピクセル表示を導入し
た結果、イメージがより鮮明になりました。
SAS 9.4M4 から、次の新機能と拡張が実装されました。
n ELLIPSE ステートメントが SGPANEL プロシジャに追加されました。このステート

メントは、信頼楕円や予測楕円を別のプロットに追加します。
n 新しい ELLIPSEPARM ステートメントが、SGPLOT および SGPANEL プロシジャに追

加されました。ELLIPSEPARM ステートメントは、指定した軸の長さ、指定した長軸
の傾き、および楕円の中心を使用して楕円をプロットします。ELLIPSEPARM ステー
トメントが楕円の位置と形状を導き出すために入力データに対して計算を実行する
ことはありません。

n NBINSMAX および NXYBINSMAX オプションが ODS GRAPHICS ステートメントに
追加されました。これらのオプションでは、それぞれ、ヒストグラムとヒートマップ
のために処理されるビンの最大数を指定します。

n LINEJOIN オプションが、Graph Template Language の SERIESPLOT ステートメン
トに追加されました。このオプションでは、区分線の頂点の形状を指定できます。

n SAS ODS Graphics: Procedures Guide のアクセシビリティトピックが拡張され、ODS 
Graphics プロシジャで作成したグラフのアクセシビリティについての情報が追加さ
れました。

詳細については、SAS Graph Template Language: Reference、SAS ODS Graphics: 
Procedures Guide、SAS ODS Graphics Designer: User’s Guide、SAS ODS Graphics 
Editor: User’s Guide を参照してください。

ロックダウン状態
SAS 9.4M1 では、SAS Server 管理者は、クライアント/サーバー環境で実行する場合に
SAS クライアントにディレクトリとファイルの特定セットへのアクセスを許可する環境
を作成できます。それ以外のすべてのディレクトリとファイルへのアクセスはできませ
ん。SAS がロックダウン状態の場合、複数の SAS 言語要素へのアクセスが制限されま
す。
SAS 9.4M2 では、SAS セッションがロックダウンされると、デフォルトで特定のアクセ
ス方式とその関連プロシジャが無効化されます。

Base SAS 9.4 25

http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=en&alias=grstatgraph&pubcode=69718&id=titlepage
http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=en&alias=grstatproc&pubcode=69716&id=titlepage
http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=en&alias=grstatproc&pubcode=69716&id=titlepage
http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=en&alias=grstatdesignug&pubcode=68403&id=titlepage
http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=en&alias=grstateditug&pubcode=67899&id=titlepage
http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=en&alias=grstateditug&pubcode=67899&id=titlepage


詳細については、SAS Language Reference: Concepts を参照してください。各 SAS 製
品でこの機能をサポートするかどうかを確認するには、その SAS 製品の管理者ガイドを
参照してください。

データセットと変数のカスタマイズ属性の作成
データセットと変数の属性を作成し、拡張属性を使用して入力した情報を含めることが
できます。拡張属性はデータセットの一部であり、DATASETS プロシジャによって管理
されます。データセットを処理するプロシジャ(CPORT、DOWNLOAD、SQL など)では、
拡張属性がサポートされます。詳細については、SAS Language Reference: Concepts
を参照してください。

SAS セッション間の SAS 環境の保持
Work ライブラリのデータセットとカタログや、グローバルステートメントの値、マク
ロ変数の値、システムオプションの値を SAS セッション間で保持できます。詳細につい
ては、SAS Language Reference: Concepts、SAS System Options: Reference、および
Base SAS Procedures Guide を参照してください。

JavaScript Object Notation (JSON)の書き込み
SAS データセットは、JSON 表現で外部ファイルに書き込まれます。SAS 9.4M3 では、
DS2 JSON パッケージを使用すると、JSON テキストの作成と解析を行えます。
SAS 9.4M4 では、JSON LIBNAME ステートメントを使用して、ライブラリ参照名と JSON
ドキュメントを関連付けられます。
詳細については、Base SAS Procedures Guide を参照してください。

JMP を使用した SAS データセットの表示
JMP Graph Builder iPad などの JMP アプリケーションを使用すると、SAS データセット
を JMP ファイルに変換して表示できます。詳細については、Base SAS Procedures 
Guide および SAS Statements: Reference を参照してください。
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ストリームデータの処理
n SAS 9.4 では、入力ストリームの SAS マクロ指定を含む任意のテキストが処理されま

す。ストリームのマクロコードは、展開してファイルに保存されます。
n ストリームレコード形式は、SFTP アクセス方式で処理されます。データは、イメー

ジ(バイナリ)モードで転送されます。
詳細については、Base SAS Procedures Guide および SAS Statements: Reference を参
照してください。

SharePoint ドキュメントライブラリへの書き込み
WebDAV アクセス方式を使用すると、SharePoint ドキュメントライブラリへのファイ
ル書き込み、認証ドメインメタデータオブジェクトの名前指定、ディレクトリの作成と
削除を行えます。詳細については、SAS Statements: Reference を参照してください。

ユーザーテキストの読み取り
DATAURL アクセス方式によって、文字、URL エンコード文字、BASE64 データが読み取
られます。詳細については、SAS Statements: Reference を参照してください。

ZIP ファイルの読み取り
新しい ZIP アクセス方式によって、ZIP ファイルが読み取られます。詳細については、
SAS Statements: Reference を参照してください。

タイムゾーンを使用した時間値と日時値の処理
SAS 言語では、協定世界時(UTC)に基づくタイムゾーンがサポートされるようになりまし
た。データセットとカタログのタイムスタンプでは、特定のタイムゾーンに基づいて時
間を指定できます。特定のタイムゾーンを指定することも、地域を指定し、SAS に東部
標準時を考慮してその地域の時間を決定させることもできます。
SAS 9.4M2 には、複数の新しいタイムゾーン関数が含まれています。
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詳細については、SAS Functions and CALL Routines: Reference、SAS System Options: 
Reference、および SAS National Language Support (NLS): Reference Guide を参照し
てください。

データセットのロケール情報管理
データセットにロケール情報を含めた後に、そのデータセットを使用して SAS のロケー
ルを構成できます。新しいプロシジャでは、データセットが管理され、SAS レジストリ
にロケール情報が書き込まれます。詳細については、SAS National Language Support 
(NLS): Reference Guide を参照してください。

出力に使用する言語の変更
システムオプションを使用して、SAS 出力と SAS ログの言語を変更できます。詳細につ
いては、SAS National Language Support (NLS): Reference Guide を参照してくださ
い。

SAS と SAS アプリケーションについての詳細な監査とレポート
n 新しいロガーは、ログ構成、SAS データセットへのアクセス、メタデータバインドラ

イブラリを監査します。
n ARM_DSIO サブシステムには、データセット情報をレポートする新しい ARM メトリ

ックが提供されました。
SAS 9.4M2 では、ログファイルの権限と出力先に対する追加制御が可能です。
詳細については、SAS Logging: ”ç’fl~õ÷äøé˜�õ and Programming Reference および
SAS Interface to Application Response Measurement (ARM): Reference を参照して
ください。

クラスタ化または単一 SAS Metadata Server のサポート
SAS 9.4 では、SAS Metadata Server は、クラスタ化されたメタデータサーバーまたは
単一メタデータサーバーとして構成できます。SAS からのクラスタのモニタと管理を可
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能にする拡張の詳細については、SAS Language Interfaces to Metadata を参照してく
ださい。

SAS ファイルの移送
SAS 9.4M2 では、自動呼び出しマクロを使用して、SAS バージョン 5 (V5)または SAS バ
ージョン 8 (V8)形式の移送ファイルの読み取りと書き込みを行うことができます。
SAS 9.4M4 で次の新機能が追加されました。
n 自動呼び出しライブラリの%XPTCOMMN マクロが更新されました。これにより、デ

ータセットを V5 仕様に適合させ、%LOC2XMP マクロを使用して V5 または V6 移送
ファイルを作成する場合に、PROC COPY および XPORT エンジンでそのファイルを
読み取れるようになりました。

n 自動呼び出しライブラリの%XPT2LOC マクロが更新されました。これにより、
memname の n リテラル化が必要な場合、移送ファイルで名前に引用符が含まれな
くなりました。また、n リテラル化は、ローカル SAS データセットに変換するため
の DATA ステップコードの生成時に行われるように変更されました。

詳細については、Moving and Accessing SAS Files を参照してください。

SAS プロシジャの全般的な拡張
SAS 9.4M1 では、プロシジャの変更と拡張によって、移送ファイルのデータセットのエ
ンコーディングの識別、タイムゾーンオフセットを含むデータセットの移送、Metadata 
Server からの SAS Content Server へのアクセス用ワンタイムパスワードの生成、ユー
ザー ID 認証のサポートが可能になりました。Microsoft Excel 関数のリンクとサポート
テキストが追加されました。
SAS 9.4M2 では、次の拡張が行われました。
n DS2 と FedSQL では、NLS トランスコードの失敗が発生した場合の SAS セッション

の動作を制御できます。
n インポートされたファイルの並べ替えをターゲットの照合順序に従って制御できま

す。
n SAS ログでパスワードが非表示にされます。
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n REPORT プロシジャで、複数の統計キーワードがサポートされます。
SAS 9.4M3 では、次の拡張が行われました。
n LUA プロシジャを使用すると、SAS セッション内で LUA コードを実行できます。

LUA プロシジャによって、LUA コードのブロック内で SAS 関数を呼び出すこともで
きます。

n 次のプロシジャは、Impala、HAWQ、および SAP HANA データベース管理システム
をサポートしています。
o DS2 プロシジャ
o FedSQL プロシジャ
o MEANS プロシジャ
o RANK プロシジャ
o REPORT プロシジャ
o SORT プロシジャ
o SUMMARY プロシジャ
o TABULATE プロシジャ

SAS 9.4M4 では、PROC RANK および PROC SORT で、Hive データベース管理システム
がサポートされています。
詳細については、Base SAS Procedures Guide を参照してください。

Base SAS 統計プロシジャの拡張
n CORR プロシジャで、ポリコリック相関統計量を含む出力データセットと、ポリシリ

アル相関統計量を含む出力データセットを作成できるようになりました。
n FREQ プロシジャで、次が可能になりました。

o Baker、正確な mid-p、尤度比、ロジット二項信頼限界のサポート
o オッズ比と相対リスクのスコア信頼限界の提供、およびプロットでの表示
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o 共通リスク(比率)差の Mantel-Haenszel、層化 Newcombe および要約スコア推定
値(リスク差プロットに表示可能)の提供

o 正確検定の mid p 値の生成
o Pearson 残差または標準化残差の値に基づくモザイクプロットタイルの色付け
o CROSSLIST 表での Pearson 残差の表示

n UNIVARIATE プロシジャでは、CLASS 変数の別の水準に関連付けられているヒスト
グラムを単一プロットで重ね合わせられるようになりました。また、Johnson SU 分
布パラメータの改良型の最尤法が提供され、分析変数の幾何平均が計算されます。

詳細については、Base SAS Procedures Guide: Statistical Procedures を参照してくだ
さい。

UNIX 版の SAS
SAS 9.4M1 では、SAS プログラムによって、UNIX 環境で ActiveMQ メッセージブロー
カや任意の JMS API 準拠メッセージサービスからメッセージの送信とメッセージの受
信を行えます。
SAS 9.4M2 では、次の拡張が行われました。
n ファイル参照名の読み取り、書き込みおよび実行権限を指定できます。
n MVARSIZE システムオプションのデフォルトが 32000 から 65534 に変更されまし

た。
n ロックダウン状態の場合、デフォルトでは一部の FILENAME ステートメントのアク

セス方式が使用できませんが、SAS Server 管理者による再有効化が可能です。詳細
については、“ロックダウン状態” (25 ページ)を参照してください。

n UNIX 環境変数について新しい情報が使用できます。
n システムパフォーマンスを測定できます。
SAS 9.4M3 では、CONTENTS プロシジャによって KB、MB、または GB 単位でファイル
のサイズが生成されます。
SAS 9.4M4 では、cleanwork ユーティリティに、–V と–LOG という 2 つの新しいオプシ
ョンが追加されました。
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詳細については、SAS Companion for UNIX を参照してください。

Windows 版の SAS
SAS 9.4M1 では、Windows 32 ビットアーキテクチャをサポートする詳細が追加されま
した。
SAS 9.4M2 では、次の拡張が行われました。
n 一時ファイルをクリアするユーティリティが提供されます。
n ファイル参照名の読み取り、書き込みおよび実行権限を指定できます。
n ロックダウン状態の場合、デフォルトでは一部の FILENAME ステートメントのアク

セス方式が使用できませんが、SAS Server 管理者による再有効化が可能です。
SAS 9.4M3 から、SAS 配置で Windows 8.3 のファイル名サポートが不要になりました。
以前のリリースでは、SAS をインストールする前に、このファイル名規則を有効化する
必要がありました。
詳細については、SAS Companion for Windows を参照してください。

z/OS 版の SAS
SAS 9.4M2 では、次の拡張が行われました。
n テープデバイス上の SAS ライブラリに対して大きなブロックサイズをサポートし、

パフォーマンスと効率を向上します。
n Foundation Server の LOCKDOWN 機能がサポートされます。
n 一部のダイレクトアクセスバインドライブラリの読み取り操作に対して TCW チャ

ネルプログラムを生成し、I/O パフォーマンスを向上します。
SAS 9.4M4 には、次の新機能が追加されています。
n .spds9 ファイル拡張子がサポートされます。
n FILE/INFILE ステートメント処理で、BUFNO= SAS システムオプションがサポートさ

れます。
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n IBM z/OS V2R2 拡張形式の世代別データグループ(GDG)に対するサポートが SAS に
追加されました。これにより、世代データセットを 999 個まで GDG に関連付けられ
ます。

詳細については、SAS Companion for z/OS を参照してください。

追加情報
詳細については、次のリソースを参照してください。
n What’s New in Base SAS 9.4: Details

n What’s New in Base SAS 9.4 Procedures - Base SAS Procedures Guide

n What’s New in Base SAS 9.4 Statistical Procedures - Base SAS Procedures Guide: 
Statistical Procedures

n What’s New in Base 9.4 System Options - SAS System Options: Reference

n What’s New in Base SAS 9.4 Language Concepts - SAS Language Reference: 
Concepts

n What’s New in SAS 9.4 Scalable Performance Data Engine - SAS Scalable 
Performance Data Engine: Reference

n What’s New in Encryption in SAS 9.4 - Encryption in SAS

n What’s New in the SAS 9.4 Logging Facility - SAS Logging: D«¿«#¡×cł¥˙-“ and 
Programming Reference

n What’s New in the Output Delivery System - SAS Output Delivery System: User’s 
Guide

n What’s New in SAS 9.4 Graph Template Language - SAS Graph Template 
Language: Reference

n What’s New in SAS ODS 9.4 Graphics Procedures - SAS ODS Graphics: Procedures 
Guide

n What’s New in SAS 9.4 ODS Graphics Designer - SAS ODS Graphics Designer: 
User’s Guide
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n What’s New in SAS 9.4 ODS Graphics Editor - SAS ODS Graphics Editor: User’s 
Guide

n What’s New in SAS 9.4 Statements - SAS DATA Step Statements: Reference

n What’s New in SAS 9.4 Functions and CALL Routines - SAS Functions and CALL 
Routines: Reference

n What’s New in SAS 9.4 National Language Support - SAS National Language 
Support (NLS): Reference Guide

n What’s New in SAS 9.4 Application Response Measurement - SAS Interface to 
Application Response Measurement (ARM): Reference

n What’s New in SAS 9.4 Language Interfaces to Metadata - SAS Language 
Interfaces to Metadata

SAS/ACCESS

リレーショナルデータベース用 SAS/ACCESS 9.4 インターフェイス
SAS 9.4 では、複数の SAS/ACCESS エンジンが追加されました。
n SAS/ACCESS Interface to Amazon Redshift

n SAS/ACCESS Interface to Hadoop

n SAS/ACCESS Interface to HAWQ

n SAS/ACCESS Interface to Impala

n SAS/ACCESS Interface to PI System

n SAS/ACCESS Interface to PostgreSQL

n SAS/ACCESS Interface to SAP HANA

n SAS/ACCESS Interface to Vertica
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注: SAS/ACCESS Interface to Impala と SAS/ACCESS Interface to PI System が SAS 
9.4M2 に追加されました。SAS/ACCESS Interface to HAWQ が SAS 9.4M3 に追加され
ました。SAS/ACCESS Interface to Amazon Redshift が 2016 年 4 月に追加されまし
た。
これらの新しいエンジンは、LIBNAME ステートメントと SQL パススルー機能からエン
ジンへの直接、透過的なアクセスを提供します。LIBNAME エンジンでサポートされて
いる各種 LIBNAME ステートメントオプションとデータセットオプションを使用して、
SAS に返されるデータを制御できます。
詳細については、What’s New in SAS/ACCESS 9.4 Interface for Relational Databases 
(SAS/ACCESS for Relational Databases: Reference と SAS/ACCESS Interface to the PI 
System: Reference)を参照してください。

SAS/ACCESS 9.4 to Amazon Redshift
SAS/ACCESS 9.4 の 2016 年 4 月リリースから、Amazon Redshift に対するサポートが
追加されました。このインターフェイスは、LIBNAME ステートメントと SQL パススル
ー機能から Amazon Redshift データへの直接的、透過的なアクセスを提供します。
SAS 9.4M4 から、Amazon Redshift エンジンの名前は redshift になります。バルクロー
ドに対するサポートが追加されました。SQLGENERATION システムオプションに対す
るサポートが追加されました。プロシジャ FREQ、MEANS、RANK、REPORT、SORT、
SUMMARY、TABULATE のデータベースへのプッシュダウンに対するサポートが追加さ
れました。
詳細については、SAS/ACCESS for Relational Databases: Reference を参照してください。

Windows 環境と UNIX 環境の SAS/ACCESS 9.4 
Interface to DB2
SAS 9.4M4 から、TIMESTAMP 値について以前のバージョンの DB2 の数値精度を維持す
るために新しい環境変数 SAS_DB2_TS_REDUCE_SCALE が追加されました。
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SAS/ACCESS 9.4 Interface to Hadoop
SAS 9.4M2 から、HiveServer2 がデフォルトの Hive プロトコルとしてサポートされま
す。WebHDFS サービスを使用すると、Hive テーブルの作成と追加を行えます。Hive 
0.12 については TIMESTAMP、DATE および VARCHAR、Hive 0.13 については CHAR の
Hive データ型がサポートされます。また、IBM InfoSphere BigInsights 2.1 を使用して
Hive 権限および認証がサポートされます。詳細については、“Hadoop のサポート” (17
ページ)を参照してください。
SAS 9.4M4 では、Knox、Kerberos、Sentry、Record Service を使用する追加セキュリ
ティ機能に対してサポートが追加されました。一時テーブルに対するサポートが追加さ
れました。ANALYZE=と SCRATCH_DB= LIBNAME のオプションとデータセットオプシ
ョンが追加されました。

SAS/ACCESS 9.4 Interface to HAWQ
SAS 9.4M3 から、SAS/ACCESS Interface to HAWQ が新しいインターフェイスとして追
加されました。このインターフェイスは、LIBNAME ステートメントと SQL パススルー
機能から HAWQ への直接的、透過的なアクセスを提供します。

SAS/ACCESS 9.4 Interface to Microsoft SQL Server
SAS 9.4M3 から、SAS/ACCESS Interface to Microsoft SQL Server で、Microsoft 
Windows for x64 プラットフォームおよび Microsoft Windows x86 プラットフォーム
がサポートされます。
SAS 9.4M4 では、次の項目のサポートが追加されています。
n Microsoft Azure SQL データベース
n SAS での In-Database 処理の SQL コード生成を可能にする SQLGENERATION シス

テムオプション
n プロシジャ FREQ、MEANS、RANK、REPORT、SORT、SUMMARY、TABULATE を

In-Database で実行する機能
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SAS/ACCESS 9.4 Interface to MySQL
SAS 9.4M4 では、SSL_CA=、SSL_CERT=、SSL_CIPHER=、SSL_KEY データセットオプシ
ョンに対するサポートが追加されました。

SAS/ACCESS 9.4 Interface to Netezza
SAS 9.4 M4 では、PRESERVE_USER= LIBNAME オプションとそれに対応する環境変数
SAS_NETEZZA_PRESERVE_USER に対するサポートが追加されました。

SAS/ACCESS 9.4 Interface to OLE DB
SAS 9.4M4 では、CHAR_AS_NCHAR=LIBNAME オプションのサポートが追加されまし
た。

SAS/ACCESS 9.4 Interface to Oracle
SAS 9.4M2 から、Oracle SQL*Loader ユーティリティのかわりに Oracle Direct Path 
API を使用すると、バルクロードを実行できます。Oracle 12c からは、SAS 出力におけ
る SAS 文字変数のデフォルトのデータ型は、変数の長さに応じて VARCHAR2 か CLOB
のどちらかになります。
SAS 9.4M4 から、新しい LIBNAME オプション DBENCODIN が追加され、ライブラリ参
照名のエンコーディングを変更できるようになりました。

SAS/ACCESS 9.4 Interface to PC Files
SAS/ACCESS 9.4 Interface to PC Files を使用して、PC ファイルを元のソース形式と
SAS データセット間で交換(インポートとエクスポート)できます。ファイルのネイティ
ブ PC 形式と SAS データセット間の移動は、IMPORT/EXPORT プロシジャ、インポー
ト/エクスポートウィザード、または LIBNAME ステートメントを使用して行われます。
SAS/ACCESS 9.4 では、Microsoft Excel XLSX ファイルをサポートするために複数の拡張
が行われました。たとえば、新しい Microsoft Excel XLSX ワークシートを既存のワーク
ブックに追加したり、ワークブック内の既存のワークシートを置き換えたりできます。
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Excel XLSX ファイルは UNIX に直接エクスポートできます。このリリースでは、
DBMS=XLSX を指定すると、PC Files Server にアクセスすることなく、直接、UNIX 環
境と Microsoft Windows 環境にある Excel ワークブックの読み取りと書き込みが行え
ます。
IMPORT と EXPORT プロシジャで使用されるステートメントの RANGE=、SHEET=、
GETNAMES=、GUESSINGROWS=が更新されました。RANGE=と SHEET=による
Microsoft Excel XLSX ファイルの名前の特殊文字の処理方法が変更されました。
EXPORT プロシジャでサポートされた ENCRYPTKEY=オプションは、AES 暗号化 SAS デ
ータセットのエクスポートに必要なキー値を指定します。Base SAS ENCRYPTKEY=デ
ータセットオプションのサポートも追加されました。
SAS/ACCESS 9.4 は、バージョン 7 以降の形式で保存された JMP ファイルからデータを
インポートし、バージョン 7 以降の形式の JMP ファイルに SAS データをエクスポート
します。これらの新しいファイル形式のサポートによって、JMP Graph Builder iPad な
どのアプリケーションから JMP ファイルにアクセスできるようになります。
SAS/ACCESS 9.4 では、32,767 を超える変数を含む JMP ファイルのインポートとエクス
ポートもサポートされます。JMP 変数名の最大長は 255 文字です。
SAS/ACCESS ライセンスがなくても、JMP ファイルに対して Base SAS IMPORT と
EXPORT プロシジャを使用できるため、前述の情報は SAS 9.4 にも適用されます。
以前の SAS リリースでは、JMP ファイルのインポートとエクスポートに META ステート
メントが使用されていました。SAS 9.4 では、このステートメントはサポートされなく
なりました。かわりに、拡張属性が自動的に使用されます。拡張属性がファイル内にあ
る場合、そのファイルのインポートまたはエクスポート時に、自動的に新しいファイル
に転送されます。たとえば、拡張属性のある JMP ファイルをインポートすると、その属
性は自動的に新しい SAS データセットに付加されます。
ROWSTATE データ型は JMP によって生成され、複数の行レベルの特性の保存に使用さ
れます。JMP ファイルに行の属性情報が含まれる場合、PROC IMPORT では、この情報
が_rowstate_という名前の新しい変数として保存されます。EXPORT プロシジャで
_rowstate_という名前の列が見つかると、その列は出力 JMP ファイルで行の属性情報に
変換されます。詳細については、SAS/ACCESS Interface to PC Files: Reference の“JMP 
Data Types”を参照してください。
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SAS/ACCESS 9.4 から、Stata ファイルをインポートする場合、複数の Stata 欠損値を読
み込み、.a から.z までやシングルドット(.)などの複数の SAS 特殊欠損値に 27 欠損値ま
でマッピングすることができます。
PC Files Server を 64 ビットまたは 32 ビット Windows オペレーティングシステムに
て Microsoft Windows サービスまたは Windows アプリケーションとして操作できま
す。SAS/ACCESS 9.4 からは、マシンに Microsoft ì(kJ&3 または ACE ドライバが未イン
ストールの場合、64 ビットバージョンの SAS PC Files Server がデフォルトになります。
詳細については、SAS PC Files Server: Installation and à!cE,1ãazGGfl( Guide を参照してく
ださい。(このドキュメントは、SAS 9.4M2 から使用できるようになりました。)

SAS/ACCESS 9.4M2 Interface to PC Files に XLSX と呼ばれる新しい SAS LIBNAME エ
ンジンが追加されています。これにより、Microsoft Excel XLSX ファイルと、Linux、
UNIX、および Microsoft Windows 動作環境上の SAS とのデータの読み取りと書き込み
を直接行えます。
SAS/ACCESS 9.4M4 Interface to PC Files で、XLSX ファイル形式の Microsoft Excel フ
ァイルの作成がサポートされます。
詳細については、What’s New in SAS/ACCESS 9.4 Interface to PC Files (SAS/ACCESS 
Interface to PC Files: Reference)を参照してください。

SAS/ACCESS 9.4 Interface to the PI System
SAS/ACCESS Interface to the PI System の 2016 年 2 月のリリースには、次の新機能が
あります。
n PI System Asset Framework に対するサポートが追加されました。Asset 

Framework では、階層的組織が時系列データに追加されます。
n PI System イベントフレームに対するサポートが追加されました。イベントフレー

ムでは、ビジネスにとって重要なイベントの処理をトラッキングします。
n SAS/ACCESS Interface to the PI System を UNIX 環境で実行できるようになりまし

た。
SAS/ACCESS 9.4M4 Interface to the PI System に次の新機能が含まれています。
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n 時系列センサデータの要約の Picom_Summary 仮想テーブルに対するサポートが追
加されました。CALCULATION_BASIS=および MEDIAN=データセットオプションは
Picomp_Summary テーブルに関係しています。

n MIXED=データセットオプションを使用すると、異なるデータ型のデータを Picomp
テーブルにマージできます。

n SHOWINDEX=および TAGLIST_JOIN データセットオプションに対するサポートが追
加されました。

SAS/ACCESS 9.4 Interface to PostgreSQL
SAS 9.4M4 では、次の項目のサポートが追加されています。
n SAS での In-Database 処理の SQL コード生成を可能にする SQLGENERATION シス

テムオプション
n プロシジャ FREQ、MEANS、RANK、REPORT、SORT、SUMMARY、TABULATE を

In-Database で実行する機能

SAS/ACCESS 9.4 Interface to R/3
SAS 9.4M3 から、2 つの新しい CALLRFC プロシジャオプションおよび LIBNAME オプシ
ョンが使用可能になります。エンジンが SAP NetWeaver RFC ライブラリを使用するよ
うに指定するには、NETWEAVER オプション使用します。エンジンが SAP クラシック
RFC ライブラリを使用するように指定するには、CLASSIC オプションを使用します。

SAS/ACCESS 9.4 Interface to SAP ASE
SAS 9.4M4 から、Sybase 製品の名前は SAP ASE になります。

SAS/ACCESS 9.4 Interface to SAP HANA
SAS 9.4M3 では、次の新機能と拡張が使用可能です。
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n SQL ステートメントで分析ビューを使用する場合、メジャーを集計する必要があり
ます。SAS 9.4M3 から、SAS/ACCESS エンジンでは、分析ビューのメタデータに基
づき集計されたメジャーを使用してデフォルトステートメントが生成されます。

n SAP HANA には、新しい PARMSTRING=および PARMDEFAULT= LIBNAME データセ
ットオプションがあります。PARMSTRING=オプションでは、変数名と値の組み合わ
せの文字列を引用符で囲んで指定します。PARMDEFAULT= オプションでは、SAP 
HANA エンジンが、メタデータの指定どおりに変数およびパラメータのデフォルトを
使用する必要があるかどうかを指定します。

SAS/ACCESS 9.4 Interface to SAP IQ
SAS 9.4M4 から、Sybase IQ 製品の名前は SAP IQ になります。

SAS/ACCESS 9.4 Interface to Teradata
SAS 9.4M3 から、次の機能が新規追加または拡張されました。
n SAS/ACCESS では、Teradata 14.10 以降を使用するユーザーに対して 32 文字までの

オブジェクト名がサポートされます。
n Teradata Wallet セキュリティ機能に対するサポートが追加されました。
SAS 9.4M4 から、Kerberos でのシングルサインオン(SSO)に対するサポートが追加され
ています。

SAS/ACCESS 9.4 Interface to Vertica
SAS 9.4M4 では、次の項目のサポートが追加されています。
n SAS での In-Database 処理の SQL コード生成を可能にする SQLGENERATION シス

テムオプション
n プロシジャ FREQ、MEANS、RANK、REPORT、SORT、SUMMARY、TABULATE を

In-Database で実行する機能
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SAS/CONNECT 9.4

SAS/CONNECT 9.4 では、SAS/CONNECT Spawner を管理するための拡張ツールが提供
されます。これには、新しい Spawner 起動オプション、新しい Spawner インターフェ
イス、どの動作環境でも同一の新しい Spawner 実行可能ファイルが含まれます。
SAS/CONNECT は、拡張されたログとメッセージングのサポート、エンコードデータの
拡張データ転送、複数の新しい Base SAS 言語要素のサポート、UPLOAD プロシジャと
DOWNLOAD プロシジャを使用する拡張属性のアップロードとダウンロードのサポー
トなどの機能を備えています。
Base SAS 9.4M1 で、LOCKDOWN ステートメントと LOCKDOWN システムオプション
が新しく追加されました。LOCKDOWN では、SAS Server 管理者は、SAS/CONNECT ク
ライアントが指定ディレクトリとファイルセットにアクセスするように制限した、制限
付き環境を作成できます。
SAS/CONNECT 9.4M2 では、ワイルドカード文字を使用して、ファイル名の任意の箇所
に 0 字以上の文字を指定できるようになりました。この新しいパターンマッチング機
能によって、複数のファイルから構成されるデータをより効率的にリモートセッション
間で転送できます。
詳細については、What’s New in SAS/CONNECT 9.4 (SAS/CONNECT User’s Guide)を参照
してください。

SAS/GIS 9.4

SAS/GIS 9.4 では、インポート機能が拡張され、2007 年から現在までの米国勢調査局の
TIGER (Topologically Integrated Geographic Encoding and Referencing)シェープフ
ァイル(.shp)を挿入できます。対話操作またはプログラムで最新の空間データを整理、
分析できるようになりました。また、2007 年より前の日付の TIGER RT (Record Type)
ファイルも引き続き処理できます。
詳細については、What’s New in SAS/GIS 9.4 (SAS/GIS: Spatial Data and Procedure 
Guide)を参照してください。
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SAS/GRAPH 9.4

SAS/GRAPH 9.4 では、次の拡張が行われました。
n GEOCODE プロシジャで、米国以外の番地ジオコーディングがサポートされるように

なりました。米国以外の番地ジオコーディングをサポートするために、新しいルック
アップデータセットが用意され、既存のルックアップデータセットは再フォーマット
されました。新しいインポートマクロプログラムの%GEOBASE2GEOCODE、更新さ
れたバージョンの%TIGER2GEOCODE は、SAS Maps Online Web サイトから入手で
きます。これらのマクロは、新しい形式のルックアップデータセットを作成します。
新しい DIRECTION=オプションを使用して、northwest または NW のような、通り
の方角名と略称を含む代替データセットを指定できます。新しい STATE=オプショ
ンを使用して、FIPS 数字コードではなく、州や地方の文字名を含む代替データセッ
トを指定できます。番地ジオコーディング手法では、米国と米国以外の番地ジオコー
ディングをサポートするために、出力変数_MATCHED_と_NOTES_の値が追加された
り変更されたりしました。

n MAPSGFK ライブラリのマップデータセットが更新されました。
n GINSIDE プロシジャには 2 つの新しいオプション KEEPMAPVARS と

DROPMAPVARS が提供され、マップデータセット変数を保持するか削除するかどう
かを制御できます。

n GMAP プロシジャでは、新しい LATLON=オプションが追加され、Y 変数と X 変数で
はなく、マップデータセットから未投影の LAT 変数と LONG 変数を座標データに使
用できます。新しい RESOLUTION=オプションは、あるレベル(値)の解像度変数を含
むマップオブザベーションが GMAP プロシジャで使用されるようにします。新しい
OSM オプション(プリプロダクション版)では、OpenStreetMap スタイルを指定して
マップデータを OSM マップに投影できます。

n GPROJECT プロシジャでは、LATLON=オプションが追加され、X 変数と Y 変数では
なく、マップデータセットから未投影の LAT 変数と LONG 変数を座標データに使用
できます。新しい FROM=オプションと TO=オプションは、proj.4 投影を呼び出しま
す。また、投影の座標系を指定できます。FROM=オプションと TO=オプションを併
用することで、投影を置き換えることもできます。
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n GREMOVE プロシジャの新しい DROPVARS オプションは、すべての入力データセッ
ト変数を出力マップデータセットから削除します。

n GPLOT プロシジャの新しい CBASELINE=オプションは、プロットの参照線に使用す
る水平のベースラインの色を指定します。

n GCHART プロシジャに新しいオプションが提供されました。PPERCENT=オプショ
ンは、円グラフのスライスのラベルに表示されるパーセンテージのフォント、高さ、
色を変更します。PLABEL=オプション(円グラフのスライスのラベルのテキスト属性
を制御)と組み合わせて使用すると、パーセンテージとテキストラベルを簡単に区別
できるようになります。EXPLODE=ALL オプションは、円グラフの中心からすべての
スライスを外側に引き出します。

n GKPI プロシジャでは、FORMAT=オプションはユーザー定義出力形式を受け入れま
す。

n SVG デバイスと GIF デバイスでアニメーションをサポートするようになりました。
さらに、GIF デバイスは RGBA カラーモード(透過性)とアンチエイリアシングもサポ
ートするようになりました。

n 新しい TIFF デバイスと TIFFK デバイスは、TIFF イメージを生成し、RGBA カラーモ
ードと CMYK カラーモードをそれぞれサポートします。

n 新しい EMFDUAL デバイスは、EMF レコードと EMF Plus レコードの両方を含むグ
ラフィックファイルを作成します。RGBA カラー(透過性)がサポートされます。

n 新しい%SHORTCUT 自動呼出しマクロでは、同じ名前の既存のユニバーサルプリン
タにリンクされたショートカットデバイスを作成します。また、新しいユニバーサル
プリンタとショートカットデバイスを定義し、そのデバイスをユニバーサルプリンタ
にリンクすることもできます。

n 注釈機能には複数の拡張点があります。IMGPATH 変数は、Web ページにあるグラ
フィックの URL 場所を受け入れるようになりました。HTML=オプションを使用す
ると、LABEL 関数で作成されるテキストラベルをアニメーション化できます。この
オプションは、ARROW 関数に追加されました。%CENTROID マクロが拡張され、よ
り正確な重心位置を返すようになりました。

n タイルグラフアプレットでは、1 つ以上のカスタムメニュー項目をタイルグラフのポ
ップアップメニューに追加できます。
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n ツリービューアプレットでは、ダイアグラム内の各ノードに複数のドリルダウンリン
クを割り当てられます。

n TITLE ステートメントと FOOTNOTE ステートメントは、ALT=オプションをサポート
するようになり、タイトルやフットノートがリンクする URL の、またはタイトルや
フットノート自体の、説明テキストを指定できるようになりました。

SAS 9.4M1 から、次の新機能と拡張が実装されました。
n 番地ジオコーディングの GEOCODE プロシジャは、複数ある番地の種類の略称を処

理する新しい変数の提供、データセットインデックスの要件の変更、DIRECTION 変
数のテキスト文字列の要件の明確化、4 つの NOTE 値トークンの追加を行います。さ
らに、GEOCODE プロシジャは、2 つの変数を SASHELP.ZIPCODE ルックアップデー
タセットに追加し、市区町村ジオコーディングをサポートします。

n GMAP プロシジャの CHORO ステートメントは、JAVA または JAVAIMG デバイスを
使用して地図を表示する場合に、プロダクションレベルの OSM (OpenStreetMap)オ
プションをサポートします。

n SASHELP ライブラリにある SAS データセットの簡単な説明と、各データセットから
先頭の 5 つのオブザベーションを表示した出力を参照するには、SASHELP Data Sets
を参照してください。

SAS 9.4M2 から、次の新機能と拡張が実装されました。
n 市区町村ジオコーディングの GEOCODE プロシジャは、非標準都道府県値を処理す

る新しい変数の提供、SASHELP.GCSTATE ルックアップデータセットのカスタマイズ
バージョンの要件変更、SASHELP.GCSTAT ルックアップデータセット内の変数値の
変更、非省略都道府県名の許可、改善された%TIGER2GEOCODE インポートプログ
ラムの提供を行います。

n GRADAR プロシジャでは、SPKLABEL=オプションの新しいパラメータが提供されま
す。

n PowerPoint 出力先では、JAVAIMG デバイスと ACTXIMG デバイスの両方がサポート
されます。ZPNG デバイスは無効化されます。また、新しい HTML 属性が SVG、
SVGT および SVGView デバイスに追加されます。

n GTILE プロシジャは、NOLEGEND オプションをサポートするようになりました。
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SAS 9.4M3 から、次の新機能と拡張が実装されました。
n GPLOT プロシジャの PLOT ステートメントにおける CTEXT=オプションが、

POINTLABEL 記号の色に影響するようになりました。
n SYMBOL ステートメントの POINTLABEL COLOR=オプションが更新されて、色選択

の順番が示されます。デフォルト色選択は、軸ラベルに対して指定された色に準拠す
るようになりました。

n 新しい GraphTitle1Text ODS スタイル要素が導入されています。これにより、
TITLE1 ステートメントの出力のフォントサイズの制御と縮小が行われます。

n 注釈機能変数 XC=および YC=の最大長が、32 文字から 256 文字に増加しています。
n IPv6 アドレスでの範囲ジオコーディングに対するサポートが追加されています。新

しいバージョンの%MAXMIND 自動呼び出しマクロでは、MaxMind 社の IPv6 ジオ
コーディングデータが SAS データセットに変換されます。

SAS 9.4M4 から、次の SAS/GRAPH マッピング拡張が含まれています。
n 使いやすくするために、マッピング関数は SAS/GRAPH: Reference から削除され、新

しいドキュメント SAS/GRAPH: Mapping Reference に入れられました。この新しい
ドキュメントには、GEOCODE、GINSIDE、GMAP、GPROJECT、GREDUCE、
GREMOVE、MAPIMPORT プロシジャと、そのサポートドキュメントが含まれていま
す。

n 番地ジオコーディングに拡張機能が追加されました。これには、ジオコーディングを
示す例の変更も含まれ、TYPE=オプションを使用して、Boulevard の一般的でない略
称を含むカスタム GCTYPE ルックアップデータセットを作成しています。番地ジオ
コーディングでは、配送ルートの変更時に、米国郵政公社が現地の郵便番号を再割り
当てした地域でより正確な位置が取得されるようになりました。

詳細については、What’s New in SAS/GRAPH 9.4 (SAS/GRAPH 9.4: Reference)および
What’s New in SAS/GRAPH 9.4 Mapping Reference (SAS/GRAPH 9.4: Mapping 
Reference)を参照してください。
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SAS Grid Manager 9.4

SAS Grid Manager は、グリッドオプションセットとグリッド起動ワークスペースサー
バーを提供します。グリッドオプションセットは、特定のユーザーやグループが特定の
SAS アプリケーションを使用するときに割り当てられる、グリッドオプション、SAS オ
プション、必要なグリッドリソースのコレクションです。グリッドオプションセットを
使用して、グリッドジョブのオプションをアプリケーションユーザーにマップできます。
このとき、各オプションの新しい SAS Application Server コンテキスト作成や、アプリ
ケーションユーザーからの入力は必要ありません。
グリッド起動ワークスペースサーバーを使用すると、SAS Grid Manager は新しい
Workspace Server を起動してロードバランシングに使用できます。この機能では、グ
リッドの管理とポリシーを Workspace Server に適用できます。また、SAS Enterprise 
Guide などの SAS Applications が SAS グリッドにジョブを送る方法が簡易化されま
す。
SAS 9.4M2 から、グリッドマネージャプラグインが SAS Environment Manager から使
用可能です。このプラグインにより、次のタスクを実行できます。
n LSF クラスタについての情報の表示
n グリッドジョブ、グリッド上のホスト、およびキューの情報表示と管理
n 高可用性アプリケーションの情報表示と管理
n 監査レコードの表示
SAS 9.4M3 から、SAS Grid Manager 9.4 に次の変更が含まれます。
n SAS Grid Manager for Hadoop が追加されました。SAS Grid Manager for 

Hadoop を使用すると、ワークロード管理、高速処理、スケジューリングなど、SAS
グリッドの利点をすべて Hadoop 環境に適用できます。SAS Server 定義およびグリ
ッドオプションセットによって、SAS と Hadoop 間の接続が提供されます。SAS の
ユーザーが操作時に違いに気付くことはありません。引き続き通常どおりにジョブ
をサブミットできますが、そのジョブは Hadoop グリッド上で処理されます。
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n エージェントプラグインおよび管理モジュールが SAS Environment Manager に追
加されました。グリッドで Platform Suite for SAS を使用する場合、そのコンポーネ
ントによって、SAS グリッドクラスタのモニタと管理を行えます。エージェントプラ
グインとモジュールを一緒に使用すると、Platform RTM と同じ機能が一部提供され
ます。そのため、SAS 環境のモニタに使用するものと同じアプリケーションをを使用
して、グリッドのモニタと管理を行えます。ただし、プラグインとモジュールでは目
的が異なります。
グリッドマネージャエージェントプラグイン

継続的に収集されるメトリックデータを使用して、グリッドとグリッドサーバー
のパフォーマンスのモニタ、変化するメトリックデータのグラフ化、およびアラ
ートの生成を行います。

グリッドマネージャモジュール
グリッドリソースの構成と制御、現在のパフォーマンスデータの表示、およびグ
リッドリソースと高可用性アプリケーションの構成を行います。

注: グリッドマネージャモジュールは、SAS 9.4M2 で SAS Environment Manager に
追加されたグリッドマネージャサーバープラグインと置き換えられました。

n グリッドジョブの実行に使用可能なホストのリストと、有効なオプションセットのリ
ストを返すための新しい関数が追加されました。

n Oozie スケジューリングサーバーを使用するためのサポートが追加されました。こ
のサーバーは、SAS Grid Manager for Hadoop 環境で使用されます。

詳細については、SAS Grid Manager のソフトウェア製品ページを参照してください。

SAS/SHARE 9.4

SAS/SHARE 9.4 機能であるメタデータバウンドライブラリサポート、新しい
USETRUSTEDUSER プロシジャオプション、SAS データセットと SAS ライブラリの拡張
属性のサポートにより、セキュリティが拡張されました。また、ユーザー ID とパスワー
ドの SAS/SHARE 命名規則は、より長い名前(256 文字以内)、大文字小文字混合、スペー
ス、句読点を許可するように拡張されました。
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SAS/SHARE 9.4M4 では、Communication Access Methods for SAS/CONNECT and 
SAS/SHARE の SAS/SHARE 関連の内容が SAS/SHARE User’s Guide に移動しました。
SAS/SHARE に関連するすべての情報にアクセスしやすくなりました。
詳細については、What’s New in SAS/SHARE 9.4 (SAS/SHARE User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS Scalable Performance Data Server

SAS Scalable Performance Data Server 5.3
SPD Server 5.3 は、トランスポート層セキュリティ(TLS)を介したセキュアソケット通信
をサポートしています。このリリースに含まれている新しい言語ドライバを使用して、
SAS DS2 言語と SAS FedSQL 言語で SPD Server テーブルを読み書きすることもできま
す。
詳細については、SAS Scalable Performance Data Server のソフトウェア製品ページを
参照してください。

SAS Scalable Performance Data Server 5.2
SPD Server 5.2 は、Hadoop 環境のテーブルを読み取り、書き込み、更新できます。SPD 
Server 5.2 は、MapReduce を使用して、Hadoop クラスタの WHERE 処理の最適化を
サポートします。既存の認証プロセスとパスワード管理システムを使用するエンタープ
ライズコンピューティング環境をサポートするために、SPD Server 5.2 は SAS 
Metadata Server を介して非ネイティブのユーザー認証の実行に対するサポートを提供
します。

SAS Scalable Performance Data Server 5.1
SAS 9.4 には、SPD Server に接続できる、新しい SAS Scalable Performance Data 
Server エンジンが追加されました。SPD Server のエクスペリエンスが高まり、規制関
連の機能、IT 関連の機能、エンドユーザー機能に次のような拡張サポートが提供されま
す。
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n 保存データの(AES-256)暗号化の拡張
n Windows 64-ビットサーバーのサポート
n SQL パフォーマンスの向上
n 新しい SPD Server クラスタ機能(オンラインクラスタ管理と分散クラスタテーブル

など)

SAS Studio

SAS Studio 3.6
SAS Studio 3.6 には、次の新機能が含まれています。
n プロセスフローから SAS プログラムを作成できるようになりました。
n 新しいプリファレンスを使用すると、自動更新の発生レベルを制御したり、ファイル

ナビゲーションツリーを手動で更新するかどうかを指定したりすることができます。
n 起動プリファレンスを使用すると、SAS Studio を、閉じたときの状態で開くかどう

かを指定できます。たとえば、前のセッションで開いていたタブがすべて新しいセッ
ションで開きます。

n バックグラウンドサブミットジョブでは、出力およびログファイルの場所を指定でき
るようになりました。出力またはログファイルがすでに存在する場合にどのような
アクションを取るかも指定できます。

n HTML グラフを SVG 形式で生成できるようになりました。
n 統計的工程管理、多変量解析、計量経済分析、検出力とサンプルサイズのための多く

の新しい分析タスクが使用可能になりました。
n このリリースでは、検出力とサンプルサイズ、クラスター分析、ネットワーク最適化

などのカテゴリに新しい分析タスクが含まれています。
n 新しいコードスニペットとタスクを使用すると、SAS Viya 環境に接続して Cloud 

Analytic Services (CAS)テーブルを使用することができます。
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詳細については、What’s New in SAS Studio 3.6 (SAS Studio: User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS Studio 3.5
SAS Studio 3.5 には、次の新機能が含まれています。
n 新しいバッチサブミット機能を使用すると、SAS Studio の使用を続けながら、保存

された SAS プログラムを実行できます。
n 結果に含まれる目次を使用すると、結果内の異なるセクションに移動できます。
n 新しいメッセージウィンドウには、実行するプログラム、タスク、クエリ、プロセス

フローの情報が表示されます。
n 追加のキーボードショートカットによって、コードスニペットの追加と挿入が容易に

なります。
n 統計的工程管理、多変量解析、計量経済分析、検出力とサンプルサイズのための多く

の新しい分析タスクが使用可能になりました。
n 管理者は、新しいグローバル設定を使用すると、サイトのすべてのユーザーに対して

フォルダショートカットとリポジトリを定義できます。リポジトリを追加すると、
タスクとスニペットを他のユーザーと共有することが容易になります。

詳細については、What’s New in SAS Studio 3.5 (SAS Studio: User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS Studio 3.4
SAS Studio 3.4 には、次の新機能が含まれています。
n 新しいデータインポートツールを使用すると、簡単にデータを Microsoft Excel、区

切りファイル(CVS など)、他の種類のファイルから SAS Studio にインポートできま
す。

n サーバー環境では、SAS Studio 管理者はナビゲーションツリーの開始点をコントロ
ールできるようになりました。
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n コードエディタでは、オートコンプリートがライブラリ参照名とテーブル名に使用で
きるようになりました。

n 複数の新しい分析タスクにより、時系列データを加工して探索し、モデリングと予測
を実行できます。

n プロセスフローも拡張されました。
詳細については、What’s New in SAS Studio 3.4 (SAS Studio: User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS Studio 3.3
SAS Studio 3.3 には、次の新機能が含まれています。
n SAS Studio の Basic Edition が Windows 動作環境と UNIX 動作環境でサポートされ

るようになりました。
n このビジュアルプログラミングパースペクティブでは、プロセスフローを使用して作

業を編成して実行できます。
n 新しいクエリ機能を使用すると、指定した基準に準拠して 1 つ以上のテーブルからデ

ータを抽出できます。
n SAS Studio 3.3 には、複数の新しいタスクも含まれました。新しいバブルプロットタ

スクでは、3 つ以上の変数間のリレーションシップを探索できます。新しい分析タス
クには、共分散分析タスク、一般化線形モデルタスク、N 元配置分散分析タスクが
あります。新しい組み合わせと確率カテゴリには、1 つの組み合わせタスク、1 つの
順列タスク、2 つの確率タスク、2 つのシミュレーションタスクが含まれています。

詳細については、What’s New in SAS Studio 3.3 (SAS Studio: User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS Studio 3.2
SAS Studio 3.2 には、プログラマ向けの新しい機能が複数含まれています。
n SAS プログラムパッケージは、SAS プログラムのスナップショット、そのログと

HTML 結果を含むファイルです。

52 2 章 / SAS Foundation

http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=en&alias=webeditorug&pubcode=68254&id=webeditorugwhatsnew34
http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=en&alias=webeditorug&pubcode=67789&id=webeditorugwhatsnew33


n 自動保存機能によってこれまでに保存したプログラムのコピーが作成され、ブラウザ
が予期せず閉じた場合にファイルを復元できます。

n 自分が書いたコードに加えて、タスクの実行時に自動生成されたコードについても要
約ページを作成できます。

n 新しいコードスニペットによって、SAS マクロ機能の使用方法が示されます。
ここでは、このリリースの追加新機能の一部を説明します。
n さらに、結果のコピー、関連コード、およびログファイルを電子メールで別のユーザ

ーに送信できるようになりました。また、フォルダショートカットを作成して、FTP
サーバー上のファイルにアクセスすることもできます。

n 複数の新しい分析タスク(二項ロジスティック回帰、線形回帰、および予測回帰モデ
リング)を使用できます。新しい箱ひげ図タスクによって、箱ひげ図を簡単に作成で
きます。また、新しいデータ探索タスクでは、グラフを使用して、データのさらなる
学習をサポートします。

詳細については、What’s New in SAS Studio 3.2 (SAS Studio: User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS Studio 3.1
SAS Studio は、Web ブラウザでアクセスする SAS の開発アプリケーションです。SAS 
Studio では、データファイル、ライブラリおよび既存プログラムにアクセスしたり、新
しいプログラムを書いたりできます。また、SAS Studio の事前定義タスクを使用して
SAS コードを生成することもできます。プログラムまたはタスクを実行する際、SAS 
Studio は、SAS Server に接続して SAS コードを処理します。SAS Server には、クラウ
ド環境でホストされたサーバー、ローカル環境のサーバー、またはローカルマシン上の
SAS のコピーなどがあります。コードが処理された後で、結果がブラウザの SAS Studio
に返されます。
SAS Studio では、Microsoft Internet Explorer、Apple Safari、Mozilla Firefox、Google 
Chrome など、複数の Web ブラウザがサポートされます。
独自 SAS プログラムの作成と実行に加えて、SAS Studio に組み込まれた事前定義タスク
を使用してデータを分析できます。SAS System プロシジャに基づくこれらのタスクに
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より、使用頻度が高いグラフおよび分析プロシジャの一部を利用できます。また、デフ
ォルトタスクテンプレートを使用して独自タスクを書くこともできます。
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SAS Business Rules Manager

SAS Business Rules Manager 3.2
SAS Business Rules Manager 3.2 は SAS 9.4M4 上で稼働します。
SAS Business Rules Manager 3.2 で提供される新しい機能と拡張により、次のタスクを
実行できます。
n ルールフローの DATA ステップ(DS1)コードを生成する
n ビジネスルールコンテンツのインポートとエクスポートの機能を制御する
n 用語集やルックアップテーブルの読み取り専用権限を設定する
n フォルダの管理者役割を定義し、最上位フォルダへのアクセス許可を設定する
n ルールフローテスト用のデフォルトアプリケーションサーバーを設定する
n パブリッシュされたルーフフローを削除する
n SAS Decision Manager データベースに対して Oracle Database 12c を使用する
詳細については、What’s New in SAS Business Rules Manager 3.2 (SAS Business Rules 
Manager: User’s Guide)を参照してください。

SAS Business Rules Manager 3.1
SAS Business Rules Manager 3.1 は SAS 9.4M3 で稼働します。
SAS Business Rules Manager 3.1 で提供される新しい機能と拡張により、次のタスクを
実行できます。
n SAS Lineage の機能を使用して、データ、ルールフロー、およびデータとルールフロ

ーを使用する処理の関係を表示する
n Hadoop データベース内でルールフローを実行する
n ルールフローのパブリッシュ時にルールセットバージョンを自動的にロックする
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n SAS Data Integration Studio ジョブが互換性のある最新バージョンのルールフロー
を常に使用できるように、ルールフローを動的に配置する

n ルールセットエディタで簡易リストビューを使用する
n ルール実行要約テーブルの生成時や、検出の新規作成ウィザードによるルールの生成

時のパフォーマンス向上
n 数値ルックアップテーブルを使用する
n 複数のフォルダ、用語集、用語、ルックアップテーブル、ルールセット、ルールフロ

ーのいずれかを同時に複製、削除、および移動する
n ルール検出でのルール生成時に既存用語集を使用する
詳細については、What’s New in SAS Business Rules Manager 3.1 (SAS Business Rules 
Manager: User’s Guide)を参照してください。

SAS Business Rules Manager 2.2
SAS Business Rules Manager 2.2 は SAS 9.4M2 で稼働します。このリリースでの新し
い機能と拡張により、次のタスクが実行できます。
n SAS Metadata Repository でのライブラリ作成とテーブル登録
n 承認ワークフローによるルールフローの送信とワークフロータスクのトラック
n ルールセットとルールフローのバージョン管理
n ルールフローを Stored Process として作成
n ディシジョンツリー、スコアカード、マーケットバスケット分析、RFM 分析のいず

れかの検出方法を使用して、入力データソースから項、ルールセットおよびルールフ
ローを生成およびインポートするウィザードを実行

n SAS In-Database Code Accelerator for Teradata and Greenplum を使用してデー
タベース内でルールフローを実行

n ルールセットを選択してルールフローに含める
n ルールフローテストの保存と、これまでのテストの結果の表示
n ルールセットで使用される項とルックアップテーブルの表示
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n 入力データテーブルからの項のインポート
n 項に基づく、ルールセットの検索
詳細については、What’s New in SAS Business Rules Manager 2.2 (SAS Business Rules 
Manager: User’s Guide)を参照してください。

SAS Contextual Analysis

SAS Contextual Analysis 14.2
SAS Contextual Analysis 14.2 は、SAS 9.4M4 上で稼動し、新機能と拡張機能をいくつ
か備えています。
n SAS Contextual Analysis 14.2 では、プロジェクトデータに対するサポートにスウェ

ーデン語が追加されました。
n SAS Contextual Analysis 14.2 User’s Guide には、すべてのサポート言語の事前定義済

みコンセプトの値が含まれています。
n CLASSIFIER コンセプトルールの種類に、使用可能な場合は一致文字列の基準(完全)

形を返すオプションが含まれるようになりました。
n カテゴリスコアコードの新しいオプションを使用すると、自動的に生成されたルール

から作成されたサブカテゴリを削除できます。
n SAS Contextual Analysis プロジェクトライブラリに作成されるデータテーブルは、

圧縮形式で書き込まれるようになりました。
詳細については、SAS Contextual Analysis の製品ドキュメントページを参照してくださ
い。

SAS Contextual Analysis 14.1
SAS Contextual Analysis 14.1 は、SAS 9.4M3 上で稼動し、新機能と拡張機能を備えた
メジャー製品リリースです。SAS Contextual Analysis 14.1 は、英語を含む 13 言語でプ
ロジェクトデータのサポートを提供します。新しいプロジェクト機能を使用すると、
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SAS Contextual Analysis プロジェクトモデルのインポートやエクスポートを行い、他の
ユーザーとプロジェクトを共有できます。
カテゴリペインが再設計され、ドキュメント頻度カウントと、ルールの作成が可能なツ
リービューが含まれるようになりました。コンセプトおよびカテゴリルールは、サンプ
ルテキストと対話的にテストできます。ルール作成について拡充されたドキュメントに
は、オンラインヘルプを介してアクセスできます。コンセプトタスクの新しいプロパテ
ィを使用すると、優先順位および大文字と小文字の区別をコンセプトルールに適用でき
ます。トピックタスクの新しいプロパティを使用すると、用語の密度とトピックの生成
数を指定できます。
ルールは現在 HPBOOLRULE プロシジャを使用して生成されます。現在はプロジェクト
処理中に複数のコアがアクセスされます。SAS Contextual Analysis によって生成され
るスコアコードが修正されて SAS DS2 プログラミング言語が含まれ、スレッド処理が有
効になりました。

SAS Contextual Analysis 13.2
SAS Contextual Analysis 13.2 は、SAS 9.4M2 上で稼動し、拡張ユーザーインターフェ
イスを備えたメジャー製品リリースです。SAS Contextual Analysis 13.2 では、さらに
多くの SAS Text Miner のマシン学習機能と、SAS Enterprise Content Categorization
における分類および抽出のためのルールに基づく言語学的方法が組み込まれました。ま
た、現在は、SAS Contextual Analysis で、SAS Enterprise Content Categorization プ
ロジェクトのインポートと、カスタムコンセプトの作成も可能です。生成されたカテゴ
リルールは、SAS Enterprise Content Categorization カテゴリルール形式(MCAT)に従
っており、フルサポートされます。ドキュメントレベルのセンチメントスコアリングが
使用できるようになりました。コンセプト、センチメントおよびカテゴリのスコアコー
ドの表示およびダウンロード機能により、モデルを活用して外部ドキュメントをスコア
リングできます。さらに、ドキュメント表示、プロジェクトの作成と編集、およびプロ
パティページのインターフェイスが拡張されました。

SAS Contextual Analysis 12.3
SAS 9.4 の新しい製品である SAS Contextual Analysis は、SAS Text Miner と SAS 
Enterprise Content Categorization の機能を単一ユーザーインターフェイスに組み合
わせた Web ベースの分類アプリケーションです。SAS Contextual Analysis を使用する
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と、自動的に入力ドキュメントセットを分類するモデルの作成、ドキュメント群のキー
テキストデータの特定、無意味なテキストデータの削除、そのデータの分類、テキスト
ベースデータの値を認識できるようにモデルのカスタマイズが行えます。

SAS Decision Manager

SAS Decision Manager 3.2
SAS Decision Manager 3.2 は SAS 9.4M4 上で稼働します。
SAS Decision Manager 3.2 で提供される新しい機能と拡張により、次のタスクを実行で
きます。
n ルールフローの DATA ステップ(DS1)コードを生成する
n ビジネスルールコンテンツのインポートとエクスポートの機能を制御する
n 用語集やルックアップテーブルの読み取り専用権限を設定する
n フォルダの管理者役割を定義し、最上位フォルダへのアクセス許可を設定する
n ルールフローテスト用のデフォルトアプリケーションサーバーを設定する
n パブリッシュされたルーフフローを削除する
n SAS Decision Manager データベースに対して Oracle Database 12c を使用する
n ディシジョンの複製
n SAS 分析ストアモデルのインポート
n SAS 分析ストアモデルに対するパフォーマンスやレポートのパブリッシュ、スコアリ

ング、および実行
n Kerberos によるシングルサインオン認証を使用して Hadoop と Teradata のにモデ

ルをパブリッシュする
n マクロを使用して、SAS Model Manager ポートフォリオ内の SAS Factory Miner モ

デルをスコアリングする
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n マクロを使用して、SAS Factory Miner モデルを、SAS Model Manager ポートフォ
リオ内からデータベースや Hadoop にパブリッシュする

詳細については、What’s New in SAS Decision Manager 3.2 (SAS Decision Manager: 
User’s Guide)を参照してください。

SAS Decision Manager 3.1
SAS Decision Manager 3.1 は SAS 9.4M3 上で稼働します。
SAS Decision Manager 3.1 で提供される新しい機能と拡張により、次のタスクを実行で
きます。
n Decision Builder でディシジョンを構築し、SAS Micro Analytic Web Service を使用

してそのディシジョンを配置する
n Hadoop データベース内で、ルールフロー、モデル、およびディシジョンを実行する
n SAS Lineage の機能を使用して、データ、モデル、ルールフロー、ならびにそのデー

タ、モデル、およびルールフローを使用する処理の関係を表示する
n ルールフローのパブリッシュ時にルールセットバージョンを自動的にロックする
n SAS Data Integration Studio ジョブが互換性のある最新バージョンのルールフロー

を常に使用できるように、ルールフローを動的に配置する
n ルールセットエディタで簡易リストビューを使用する
n 数値ルックアップテーブルを使用する
n 複数のフォルダ、用語集、用語、ルックアップテーブル、ルールセット、ルールフロ

ーのいずれかを同時に複製、削除、および移動する
n ルール検出でのルール生成時に既存用語集を使用する
n SAS Model Manager モデルリポジトリに登録されている SAS Factory Miner モデ

ルの管理
n モデルバージョンの管理
n フォルダレベルでの一般モデルのインポート、更新、エクスポート
n 同じカテゴリビューでのインベントリ内のすべてのモデルへのアクセス
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n モデルキーワードの追加と編集
n 同時に複数のユーザー定義プロパティをモデルに追加
n パフォーマンスの向上したモデルインベントリ検索を行い、さらに変更日、モデルプ

ロパティ、およびユーザー定義プロパティによってその検索結果にフィルタをかける

SAS Decision Manager 2.2
SAS Decision Manager 2.2 は SAS 9.4M2 上で稼働します。SAS Model Manager Java 
Client アプリケーションおよび µÔuõ,A?ª Console Web ベースアプリケーションの全
機能が、SAS Decision Manager 2.2 に統合されました。
このリリースでの新しい機能と拡張により、次のタスクが実行できます。
n SAS Metadata Repository でのライブラリ作成とテーブル登録
n ワークフローの管理とワークフロータスクのトラック
n プロジェクト、ルールセットおよびルールフローのバージョン管理
n Hadoop と SAP HANA へのモデルのパブリッシュ
n ルールフローを Stored Process として作成
n ディシジョンツリー、スコアカード、マーケットバスケット分析、RFM 分析のいず

れかの検出方法を使用して、入力データソースから項、ルールセットおよびルールフ
ローを生成およびインポートするウィザードを実行

n SAS In-Database Code Accelerator for Teradata and Greenplum を使用してデー
タベース内でルールフローを実行

n ルールセットを選択してルールフローに含める
n ルールフローテストの保存と、これまでのテストの結果の表示
n ルールセットで使用される項とルックアップテーブルの表示
n 入力データテーブルからの項のインポート
n 項に基づく、ルールセットの検索
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SAS Enterprise Miner

SAS Enterprise Miner 14.2
SAS Enterprise Miner に、SAS Viya コードノードが含まれるようになりました。SAS 
Viya コードノードを使用すると、SAS Enterprise Miner を介して SAS Viya および
Cloud Analytic Services (CAS)コードを直接サブミットできます。SAS Viya コードノー
ドは、SAS コードノードと使用法が似ています。コードエディタウィンドウで独自の
SAS Viya または CAS コードを書いて、SAS Enterprise Miner でそのコードを SAS Viya
または CAS サーバーにサブミットします。
SAS Enterprise Miner 14.2 の詳細については、SAS Enterprise Miner のソフトウェア製
品ページを参照してください。

SAS Enterprise Miner 14.1
SAS Enterprise Miner 14.1 は、SAS 9.4M3 以降のリリースで稼動します。ここでは、
SAS Enterprise Miner コアユーザーインターフェイスの新機能と拡張を説明します。
n SAS Enterprise Miner では、PMML 4.2 がサポートされるようになりました。
n 増分応答ノードに含まれる新しいプロパティを使用すると、ノード変数選択を実行す

る際に、正味情報値スコアと調整済み情報値スコアのどちらを使用するのかを指定で
きます。

ここでは、SAS Enterprise Miner ハイパフォーマンスデータマイニングノードの新機能
と拡張を説明します。
n 新しい HP ベイズネットワークノードが使用可能です。
n HP 変数選択ノードに、新しいツリーベースの選択法が追加されています。
n HP クラスタリングノードが拡張され、ABC 基準によるクラスタ数の自動選択が可能

になりました。
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n HPSVM および HPForest ノードでは、分析ストアの作成がサポートされるようにな
りました。分析ストアは、データベース内でのオブザベーションのスコアリングに使
用できる、ポータブルフォーマットのモデルです。

n HPForest ノードには、変数選択の実行に使用できる変数の重要度手法も新たに追加
されています。

ここでは、SAS Enterprise Miner ハイパフォーマンスプロシジャの新機能の一部を説明
します。
n HP4SCORE プロシジャでは、Breiman 法および Strobl 法に類似した、変数の重要度

手法が提供されます。
n HPFOREST プロシジャでは、大量の分散データを処理できるようになり、分割変数

の選択法が新たに追加されています。
n HPSVM プロシジャでは、PARTITION ステートメントの TEST オプションおよび

SELECT ステートメントの VALIDATESET オプションがサポートされるようになりま
した。

SAS Enterprise Miner 13.2
SAS Enterprise Miner 13.2 はメジャーリリースで、SAS 9.4M2 以降のリリースで稼働し
ます。
SAS Enterprise Miner 13.2 では、グローバルメタデータ変更の指定を可能にする
metadcode.sas ファイルが作成されます。また、モデル回帰ノードで、登録するモデル
の種類の指定を可能にする新しいマイニング機能プロパティが提供されます。
ここでは、SAS Enterprise Miner ハイパフォーマンスデータマイニングノードの新機能
と拡張を説明します。
n HP 回帰ノードでは、多重共線性の検出に使用できる新しい分散拡大要因(VIF)テーブ

ルが生成されます。
n HP フォレストノードでは、パーティション検証データのサポートが追加されます。
n SAS Enterprise Miner 13.2 では、SAP HANA および Scalable Performance Data 

Engine (SPD Engine)のサポートが追加されます。
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ここでは、SAS Enterprise Miner ハイパフォーマンスプロシジャの新機能の一部を説明
します。
n 新しい HPTSDR プロシジャでは、(転置、トランザクションおよび列方向の形式で)時

系列の次元数を削除し、少ない数の次元を使用して類似度やクラスタリングなどのタ
スクを実行できます。

n HPCLUS プロシジャでは、名義尺度の入力変数のクラスタリングに k モードアルゴリ
ズムが使用されるようになりました。また、このプロシジャにより、名義変数に対し
て補完法、名義尺度の入力変数に対して k モードアルゴリズムの類似度の距離メジャ
ーを指定できます。

n HPFOREST プロシジャでは、各ターゲット変数に対するさまざまな適合度統計量を
含む ODS テーブルを作成したり、隠れ層ニューロンとターゲット層ニューロンの両
方に対して余弦活性化関数を指定したりできるようになりました。

n HPSVM プロシジャでは、ペナルティ選択に対するクロスバリデーション、ID ステー
トメント、学習出力、ペナルティとそれに対応する適合度統計量を含む新しい ODS
テーブルがサポートされるようになりました。

SAS Enterprise Miner 13.1
SAS Enterprise Miner 13.1 は、SAS 9.4M1 以降のリリースで稼働するメジャーリリース
です。
ここでは、コアのユーザーインターフェイスでの新機能と拡張の一部を説明します。
n オープンソースノード。SAS Enterprise Miner プロセスフローダイアグラムに R 言

語コードを組み込めます。
n データの保存ノード。SAS Enterprise Miner パスからユーザー定義のパスや定義済

みの SAS ライブラリに学習、検証、テスト、スコアリング、トランザクションのデ
ータを簡単な方法で保存できます。

n ディシジョンツリーノード。これまでに作成したモデルをインポートし、そのモデル
を新しいデータに適用できます。

n 時系列の次元削減ノード。各時系列から特徴を抽出し、時間の次元を削減します。
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n 時系列相関ノード。相関分析や相互相関分析の実行をサポートします。時系列デー
タの多数の自己相関と相互相関統計量を計算します。

n 時系列分解ノード。時系列の季節分解を実行できます。
ここでは、SAS Enterprise Miner ハイパフォーマンスデータマイニングノードの新機能
と拡張の一部を説明します。
n HP クラスターノード。ハイパフォーマンス HPCLUSTER プロシジャを使用して、分

散コンピューティング環境で k-means クラスター分析を実行します。
n HP フォレストノード。変数選択法(間隔尺度のターゲット変数には OOB (Out-of-

Bag)平均誤差、分類尺度のターゲット変数には OOB マージン減少)を選択できます。
n HP GLM ノード。ハイパフォーマンス HPGENSELECT プロシジャを使用して、分散

コンピューティング環境で一般化線形モデルを当てはめます。
n HP ニューラルノード。ユーザー定義のアーキテクチャを提供します。
n HP 主成分分析ノード。ハイパフォーマンス HPPRINCOMP プロシジャを使用して、

主成分分析を実行します。
n HP サポートベクターマシンノード。新しく開発されたハイパフォーマンス HPSVM

プロシジャを二値分類問題に使用します。
n HP ツリーノード。間隔尺度のターゲット変数を含むモデルのサポートを追加しま

す。
ここでは、SAS Enterprise Miner ハイパフォーマンスプロシジャの新機能と拡張の一部
を説明します。
n 新しい HPBNET プロシジャでは、入力データセットから Bayesian Network を学習

し、教師ありデータマイニングで予測モデルを作成します。
n 新しい HPCLUS プロシジャを使用して、分散データの読み取りと書き込み、クラス

タリングとスコアリングの並列実行ができます。
n 新しい HPSVM プロシジャは、サポートベクターマシン(SVM)アルゴリズムを複数の

スレッドで実行します。
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n HPFOREST プロシジャが提供する拡張により、学習アルゴリズムによる複数の同時
スレッドの使用、剪定や早期停止に使用するデータの抽出、スコアリングされたデー
タのオブザベーション ID の生成が可能です。

n HPNEURAL プロシジャでは、深層学習をサポートするための任意の数の隠れ層の使
用、カウントデータのモデリングをサポートするための POISSON と GAMMA 誤差
関数と出力層の指数活性化関数の指定、隠れ層と出力層の活性化関数の指定ができる
ようになりました。

SAS Enterprise Miner 12.3
SAS Enterprise Miner 12.3 は、SAS9.4 で稼動する新しいリリースです。このメジャー
リリースでは、データマイニングエクスペリエンスを拡張するために、新しいツールと、
既存ツールに対する重要な更新が含まれています。スケーラビリティの向上では、既存
のパーソナル SAS ワークステーションまたは SAS Server で使用される、複合データに
対するハイパフォーマンスデータマイニングノードの学習機能に重点が置かれていま
す。
主要なデータマイニングツールに対する主な更新を次に示します。
n 相互接続されたリンクエンティティのネットワークとして表示された変換データの

リンク分析
n ディシジョンツリーノードの更新
データマイニングアプリケーションの拡張機能を次に示します。
n 生存データマイニングノードでの時間依存共変量のサポート。ユーザーは左側切り

捨て日付と打ち切り日付も設定できます。
n 増分応答ノードの処理水準選択。
n SAS Credit Scoring for SAS Enterprise Miner の対話型グルーピングノードに対す

る、デフォルト時損失を含む間隔尺度のターゲット変数のサポート。
既存の SAS Enterprise Miner デスクトップまたはサーバーでのスレッド並列処理にす
べてのハイパフォーマンスデータマイニングノードが使用できるようになりました(追
加ライセンス料金なし)。ハイパフォーマンスの k-means クラスター分析ノードとディ
シジョンツリーノードが SAS High-Performance Data Mining に追加されました。
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SAS Energy Forecasting

SAS Energy Forecasting 3.2M1
SAS Energy Forecasting 3.2M1 は 2017 年 4 月に出荷されました。ここでは、このリリ
ースの新機能の一部を説明します。
n 自動イベントトリガ予測の新しいパラメーターにより、新しい予測を開始する際の制

御が向上します。
n マルチゾーン診断インスタンスによって、多数のゾーンを予測する場合に必要な処理

時間が大幅に削減されます。
n 診断インスタンスから最適モデル以外のモデルを使用して予測することを選択でき

ます。
n 中期的または長期的な予測では、すべての経済シナリオではなく、1 つ以上の特定の

経済シナリオを選択できます。
n 予測の完了時にソースデータを削除することを選択できます。ソースデータを削除

すると、データの蓄積が減少します。
n レポート出力により多くのデータが含まれているため、レポートを作成するための計

算実行が少なくなります。
n ゾーンタブには、入力データ内のすべてのゾーンの階層が含まれています。インスタ
ンスタブには、開始されたすべての診断、調整および予測インスタンスのリストが含
まれています。

n バッチ API の結果がユーザーインターフェイスに表示されます。
詳細については、SAS Energy Forecasting のソフトウェア製品ページを参照してくださ
い。
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SAS Energy Forecasting 3.2
SAS Energy Forecasting 3.2 は 2016 年 3 月に出荷されました。ここでは、このリリー
スの新機能の一部を説明します。
n 予測気象データのかわりに実際の気象データを使用するエネルギー予測であるバッ

クキャスティング
n ポイント予測
n 地理的階層の調整
n パフォーマンス最適化予測
n SAS Visual Analytics のサンプルレポート
n 入力データソースとしての SAP HANA

SAS Energy Forecasting 3.1
SAS Energy Forecasting 3.1 では、世界中の何百もの公益事業での SAS の経験を活用
し、非常に短期(1 時間先など)から非常に長期(50 年先など)までにわたる計画期間に対し
て、信頼可能、繰り返し可能、および防御可能なエネルギー予測を提供することによっ
て予測結果を向上させています。エネルギー取引部、マーケティング部、リスク管理部、
事業部、燃料部、システム企画部、財務部、およびエネルギー予測のニーズがあると考
えられるその他の部署に対して予測を提供することによって、企業全体のエネルギー予
測のニーズに応えるように設計されています。
SAS Energy Forecasting 3.1 は、SAS 9.4M2 以降のリリースで稼働します。
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SAS Event Stream Processing

SAS Event Stream Processing 4.3
SAS Event Stream Processing 4.3 は 2017 年 5 月に出荷されました。SAS Event 
Stream Processing は、SAS 9.4 と共存できるスタンドアロン製品です。SAS Viya で
SAS Event Stream Processing 4.3 を使用することもできます。
SAS Event Stream Processing Analytics を使用すると、SAS Visual Statistics などのさ
まざまな SAS 製品によって生成された分析を実行できます。ユーザーからのフィード
バックに基づき、SAS Event Stream Processing Studio に変更が加えられて、ユーザー
エクスペリエンスが向上し、使用可能な機能が拡張されました。SAS Event Stream 
Processing 4.3 では、イベントストリーム処理サーバーを設定し、ユーザーに基づいて
エンジン、プロジェクト、クエリ、ウィンドウオブジェクトに対する明示的な読み取り/
書き込みアクセス許可を使用することができるようになりました。
詳細については、SAS Event Stream Processing のソフトウェア製品ページを参照して
ください。

SAS Event Stream Processing 4.2
SAS Event Stream Processing 4.2 は 2016 年 9 月に出荷されました。SAS Event 
Stream Processing は、SAS 9.4 と共存できるスタンドアロン製品です。SAS Viya で
SAS Event Stream Processing 4.2 を使用することもできます。
パブリッシュおよび購読クライアント、Camel クライアント、XML クライアント、アダ
プタ、アダプタマネージャでは、SASLogon サービス URL に対する認証がサポートされ
ます。HDFS アダプタユーザーは、ネイティブ Java Kerberos を使用して、Kerberos 化
された Hadoop グリッドに対して認証を行えるようになりました。SAS ESP アダプタ
およびコネクタは、メタデータおよびメッセージレベルのログ情報へのアクセスを強化
し、管理の強化を実現します。SAS Streamviewer では、新しい地理的ビジュアル化コ
ンポーネントが導入されました。イベントストリーム処理サーバーは、指定された間隔
内で処理されるイベントの数をトラッキングするために、メータリングソースウィンド
ウを維持するように構成できるようになりました。XML モデルを 3.2 XML スキーマか
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ら 4.2 XML スキーマに変換するための移行ツールも使用できます。この最新リリース
には、ドキュメントや例の拡張も含まれています。

SAS Event Stream Processing 4.1
SAS Event Stream Processing 4.1 は 2016 年 8 月に出荷されました。SAS Event 
Stream Processing は、SAS 9.4 と共存できるスタンドアロン製品です。
SAS Event Stream Processing 4.1 では、オーケストレーションとグリッドのパブリッ
シュのためのアダプタマネージャが提供されます。このリリースはクラウドレディで
す。SAS Event Stream Processing 4.1 では、SAS Event Stream Processing Studio の
拡張、多数の新しいアダプタとコネクタ、既存のアダプタとコネクタの拡張、XML レイ
ヤの変更と拡張、拡張 Streamviewer、Python ベースのパブリッシュ/サブスクライブ
APT、Adobe Adapter NiFi ESP プロセッサ、ウィンドウの種類の拡張が提供されます。

SAS Event Stream Processing 3.2
SAS Event Stream Processing 3.2 は、2015 年 11 月に出荷され、SAS 9.4M3 上で稼働
します。このリリースから、DATA ステップステートメントを使用して入力ハンドラを
書き込めます。このリリースには、認証が追加され、パターンウィンドウの圧縮や HTTP 
API の変更が含まれています。SAS Event Stream Processing 3.2 では、Hadoop Yarn
および新しいコネクタやアダプタとの統合が提供されます。

SAS Event Stream Processing 3.1
SAS Event Stream Processing 3.1 (旧名称 SAS Event Stream Processing Engine)は、
2015 年 5 月に出荷され、SAS 9.4M2 上で稼動します。このリリースで提供される Web
ベースクライアントを使用すると、イベントストリーム処理モデルを作成できます。
SAS Event Stream Processing Studio クライアントでは、ユーザーインターフェイスで
定義したモデルに基づいて XML コードが生成されます。SAS Event Stream 
Processing 3.1 では、Twitter、Sniffer、SOAP、Netezza、REST などのコネクタおよび
アダプタがサポートされるようになりました。このリリースには、新しい統合 HTTP ク
ライアントドライバも含まれます。
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SAS Event Stream Processing Engine 2.3
SAS Event Stream Processing Engine 2.3 には、HTTP プロトコルを使用する新しいス
トリームビューアツールが含まれています。このツールでは、拡張されたグラフィック
およびパブリッシュ機能が提供されます。1+N 方向フェイルオーバーが拡張されて、
RabbitMQ メッセージングシステムがサポートされています。SAS Event Stream 
Processing Engine では現在、式によるイベントのオペコードまたはフラグへのアクセ
スが可能です。このリリースには、新しいプロジェクトパブリッシュコネクタならびに
新しい RabbitMQ コネクタおよびアダプタも含まれます。

SAS/ETS

SAS/ETS 14.2
SAS/ETS 14.2 は、SAS 9.4M4 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
次のコンポーネントが SAS/ETS に追加されました。
n SASENOAA インターフェイスエンジンを使用すると、SAS ユーザーは、National 

Oceanic and Atmospheric Administration (NOAA)の Severe Weather Data 
Inventory (SWDI) Web サービスから災害気象データを取得できます。

n SASERAIN インターフェイスエンジンを使用すると、SAS ユーザーは、World 
Weather Online の Web サイトから気象データを取得できます。

n SPATIALREG プロシジャでは、データ内のオブザベーションが空間的参照かジオリフ
ァレンスされたクロスセクションデータの空間計量経済学モデルが分析されます。

次の SAS/ETS コンポーネントに新機能が追加されました。
n HPCDM プロシジャ
n HPSEVERITY プロシジャ
n QLIM プロシジャ
n SASEFAME インターフェイスエンジン
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n SASEFRED インターフェイスエンジン
n SASEQUAN インターフェイスエンジン
n SASEXFSD インターフェイスエンジン
n SEVERITY プロシジャ
n SSM プロシジャ
n TIMESERIES プロシジャ
n VARMAX プロシジャ
詳細については、What’s New in SAS/ETS 14.2 (SAS/ETS 14.2 User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS/ETS 14.1
SAS/ETS 14.1 は、SAS 9.4M3 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n COUNTREG プロシジャでは、TEST ステートメント、モデルに空間効果を含められ

るようにする 3 つのステートメント、および追加 Bayesian 分析機能が追加されてい
ます。

n HPCOUNTREG プロシジャでは、TEST ステートメントと、Conway-Maxwell 分布の
サポートが追加されています。

n HPPANEL プロシジャでは、グループ間推定量、期間間推定量、およびプールされた
OLS 回帰に対するサポートが追加されています。

n MODEL プロシジャでは、%EQAR および%EQMA マクロが追加されています。
n PANEL プロシジャでは、より一般的な Hausman 特定化検定、複数モデルの比較表、

ならびに Hausman and Taylor (1981)および Amemiya and MaCurdy (1986)推定量
が追加されています。

n QLIM プロシジャでは、ランダム切片モデルを推定できる RANDOM ステートメン
ト、および追加 Bayesian 分析機能が追加されています。
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n SASEFRED インターフェイスエンジンは、Linux X64 (LAX)ホスト、Federal Reserve 
Economic Data (FRED)データの実期間、SAS ログでの診断のログ記録、カテゴリ、
タグ、グループ、リリースに関する有益な情報の要求、オプションのパス名での空白
の使用をサポートします。

n SASEXFSD インターフェイスエンジンは、Linux X64 (LAX)ホスト、SAS ログでの診断
のログ記録、ExtractFormulaHistory ファクトレットの UNIVERSE=オプション、オ
プションのパス名での空白の使用をサポートします。

n SASEQUAN インターフェイスエンジンは、Linux X64 (LAX)ホスト、9 個までの
Quandl コード、SAS ログでの診断のログ記録、オプションのパス名での空白の使用
をサポートします。また、変数番号を名前に追加することによって、一意の名前も保
証されます。

n SSM ０プロシジャでは、DEPLAG ステートメントが追加されます。これにより、オ
ブザベーション方程式で応答変数のラグ値を有するモデルの指定が単純化されます。

n VARMAX プロシジャでは、ARMA-GARCH 形式のベクトル誤差修正モデル、ベクトル
誤差修正モデルの線形等式および不等式制約、調整係数行列のパラメータ推定値の共
分散および標準誤差、ベクトル誤差修正モデルのイノベーションの共分散行列、ロン
グランパラメータおよび誤差修正トレンドパラメータのパラメータ推定値の出力、ロ
ングランパラメータおよび誤差修正トレンドパラメータを除くベクトル修正モデル
の任意のパラメータに対する Wald 検定、初期値の指定、新しい推定法である条件付
き最尤法(CML)がサポートされます。

n 新しい X13 プロシジャには、米国税調査局による X-13ARIMA-SEATS プログラムでの
X-12-ARIMA 方法論の追加に応じて、X12 プロシジャが組み込まれています。また、
PROC X13 では、多数のオプションが追加され、追加テーブルが表示され、MAXITER=
オプションのデフォルト値が 1,500 に変更されています。

詳細については、What’s New in SAS/ETS 14.1 (SAS/ETS 14.1 User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS/ETS 13.2
SAS/ETS 13.2 は、SAS 9.4M2 以降のリリースで稼働します。
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ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n 新しい SASEQUAN インターフェイスエンジンによって、Quandl Web サイトから経

済データを取得できます。
n COUNTREG プロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

o 多数の Bayes 推定機能がサポートされています。
o 最適化中に使用されるスレッドの数を制御できます。
o パラメータ推定値と他の結果を BY グループごとにアイテムストアに保存して、後

で別のデータセットの BY グループをスコアリングする際に使用できます。
n PANEL プロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

o 一元および二元モデルに対する一階差分法
o パネルデータクロスセクション従属性検定
o クロスセクションおよび時間効果に対する Lagrange 乗数(LM)検定
o 局所平均最強力(LMPP)および標準化 Lagrange 乗数(SLM)検定
o Gourieroux、Holly および Monfort の Lagrange 乗数検定
o 系列相関およびクロスセクション効果に対する検定

n QLIM プロシジャで、MCMC 法によって事後分布表現の品質をモニタするために自動
化アルゴリズムが追加されました。これにより、満足のいく事後分布表現になるま
で、このアルゴリズムは MCMC 法の再調整または再初期化、あるいはその両方を行
えます。

n SASEFRED インターフェイスエンジンでは、さまざまなオプションの非互換性を回避
するためのエラーチェックが実行されるようになりました。

n SEVERITY プロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。
o CLASS ステートメントがサポートされます。
o 単一連続効果、多項式連続効果、主 CLASS 変数効果など、多種多様な回帰効果を

指定できます。
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o 推定結果をアイテムストアに保存して、後で SEVERITY または HPSEVERITY プロ
シジャを実行する際にパラメータ初期化に使用できます。

o スコアリング関数を作成できます。
o 経験分布関数(EDF)推定値の準備に使用されるオブザベーションの数を制限する

ことによって、打ち切りまたは切り捨て効果の指定時は特に、大容量のデータセ
ットに対する EDF 推定ステップの処理が高速化します。

n VARMAX プロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。
o Johansen 共和分ランク検定の p 値
o 多変量 GARCH モデルの多段階予測。先行する期間の条件付き共分散行列の多段

階予測を得られます。
n X12 プロシジャでは、次を指定できるようになりました。

o 予測信頼限界のサイズ
o 棄却値と潜在的な外れ値の差
o 外れ値検出のアルファ値
o アルファ値と分析に使用される範囲内のオブザベーションの数に基づいた外れ値

検出の棄却値の計算法
o 一時レベルシフトを形成するために考慮するレベルシフト外れ値の数
o モデル推定の各反復における外れ値の追加法
o 一時変更外れ値の減衰率
o 各期間の移動平均フィルタ

詳細については、What’s New in SAS/ETS 13.2 (SAS/ETS 13.2 User’s Guide)を参照してく
ださい。
ここでは、SAS/ETS ハイパフォーマンスプロシジャの新機能の一部を説明します。
n HPCOUNTREG プロシジャは、パネルデータ分析をサポートするようになりました。
n HPSEVERITY プロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

o CLASS ステートメントがサポートされます。
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o 単一連続効果、多項式連続効果、主 CLASS 変数効果など、多種多様な回帰効果を
指定できます。

o 推定結果をアイテムストアに保存して、後で SEVERITY または HPSEVERITY プロ
シジャを実行する際にパラメータ初期化に使用できます。

o スコアリング関数を作成できます。
o PROC HPSEVERITY は、以前は SEVERITY プロシジャでのみ使用可能だった機能

(単一マシンモードでの多様なプロットの要求、単一マシンモードでの収束が失敗
しないすべての分布の EDF および CDF 推定値を含む SAS データセットの作成、
可観測の確率の指定、NLOPTIONS ステートメントへの PROC SEVERITY に指定
可能なオプションの指定)をサポートします。

詳細については、What’s New in SAS/ETS 13.2 High-Performance Procedures (SAS/ETS 
User’s Guide: High-Performance Procedures)を参照してください。

SAS/ETS 13.1
SAS/ETS 13.1 は、SAS 9.4M1 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n AUTOREG プロシジャによって、GARCH モデルをパラメータ制約なしで推定できる

ようになりました。
n COPULA プロシジャは、裾依存性プロットをサポートするようになりました。
n COUNTREG プロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

o STORE ステートメントによって、アイテムストアにモデルパラメータ推定値など
の統計量を保存できます。

o CLASS ステートメントの新しいオプションによって、パラメータ化手法、参照水
準、分類変数の並べ替え順序を制御できます。

n SEVERITY プロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。
o 尺度回帰モデルにオフセット変数を含められます。
o 新しい OUTSCORELIB ステートメントは、スコアリング関数を作成します。
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n PANEL プロシジャは、Blundell and Bond のシステム GMM 推定量をサポートする
ようになりました。

n QLIM プロシジャは、次の機能を提供するようになりました。
o Bayes 推定を大部分の多変量モデルに使用できます。
o 大部分のモデルで内生性問題に対応できます。
o Heckman の２段階プロシジャによって、選択したサンプルのモデルを離散選択

モデルまたは制限従属変数モデルにすることができるようになりました。
n SSM プロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

o より汎用的な状態遷移方程式により、回帰効果の包含が可能です。
o モデル成分の構造分岐を検索できるようになりました。

n UCM プロシジャは、系列と成分の予測の標準誤差を計算するためのブートストラッ
プベースのプロシジャを提供します。

n VARMAX プロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。
o 最尤法によって推定される VARMAX と VARMAX-GARCH モデルの大幅なパフォ

ーマンスとスケーラビリティの向上
o パラメータの不等約
o パラメータの初期値
o BOUND、INITIAL、RESTRICT、TEST ステートメントの行列式、演算子、関数
o 多変量 DCC GARCH モデル
o 新しい 4 形式の単変量の GARCH モデル:指数 GARCH (EGARCH)、累乗 GARCH 

(PGARCH)、2 次 (QGARCH)、しきい値 GARCH (TGARCH)

o CCC と DCC GARCH モデルの集約尤度推定
n 新しい SASEFRED インターフェイスによって、FRED Web サイトから(Economic 

Research Division of the Federal Reserve Bank of St. Louis がホストするサイト)
経済データを取得できます。
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n SASECRSP インターフェイスエンジンは、Linux X64 (64-ビット)、Solaris Sun 
UltraSPARC、Solaris on Intel x86、Windows をサポートします。

n 新しい SASEXFSD インターフェイスエンジンによって、FactSet FASTFetch Web サ
ービスが提供する FactSet データにアクセスできます。

ここでは、SAS/ETS 13.1 の新しいハイパフォーマンス機能とプロシジャの一部を説明し
ます。
n 評価版のハイパフォーマンス HPCDM プロシジャは、複合分布モデル(指定された期

間で見込まれる合計損失の分布)を推定します。
n COPULA プロシジャのハイパフォーマンス版の新しい HPCOPULA プロシジャでは、

コピュラ手法を使用して多変量分布の実現値シミュレーションを行えます。
n PANEL プロシジャのハイパフォーマンス版の新しい HPPANEL プロシジャは、線形

計量経済パネルデータモデルの分類を分析します。
n HPCOUNTREG プロシジャは、BY ステートメントをサポートするようになりました。
n HPQLIM プロシジャは、離散選択モデルと BY ステートメントをサポートするように

なりました。
n HPSEVERITY プロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。

o BY ステートメント
o 尺度回帰モデルのオフセット変数
o スコアリング関数を作成する、新しい OUTSCORELIB ステートメント

詳細については、What’s New in SAS/ETS 13.1 (SAS/ETS 13.1 User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS/ETS 12.3
SAS/ETS 12.3 は SAS/ETS ソフトウェアのメンテナンスリリースであり、SAS 9.4 で稼働
します。
さらに、SAS High-Performance Econometrics 製品の構成要素であるプロシジャを
SAS/ETS で単一マシンモードで使用できます。データの特性やモデルの複雑さによって
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異なりますが、類似したマルチスレッド対応でない SAS/ETS 機能よりもパフォーマンス
が向上する可能性があります。
詳細については、Overview of SAS/ETS High-Performance Procedures (SAS/ETS User’s 
Guide: High-Performance Procedures)を参照してください。

SAS Factory Miner

SAS Factory Miner について
SAS Factory Miner は、データの分析や結果の検査のためにモデルを構築できる、使い
やすいアプリケーションです。プロジェクトの作成、データソース構成の選択、モデル
テンプレートの選択、分析の実行、結果の表示によって、モデルを構築できます。
次のモデルを使用して、SAS Factory Miner でデータを分析できます。
n ベイズネットワークモデル
n ディシジョンツリーモデル
n 一般化線形モデル
n 勾配ブースティングモデル
n ニューラルネットワークモデル
n ランダムフォレストモデル
n 回帰モデル
n サポートベクターマシンモデル
SAS Factory Miner は、セグメントレベルでのデータマイニングモデルの作成実行に役
立ちます。たとえば、顧客データを使用して、オンラインオファーに応答してくれる可
能性が最も高いのはどの顧客かを調査したりできます。さらに、クライアントの居住地
域ごとに別々のモデルを構築することもできます。複数のモデルを実行し、結果を検査
すると、各自のデータと調査目標にとってどのモデリングアルゴリズムが最も効果的か
を決定できます。モデリング結果を比較することで、より詳細な情報に基づいてより効
果的にビジネス上の意思決定を行えるようになります。

82 3 章 / 分析製品

http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=en&alias=etshpug&pubcode=66412&id=etshpug_intro_sect001


SAS Factory Miner 14.1 は、SAS 9.4M3 以降のリリースで稼動します。

SAS Factory Miner 14.2
SAS Factory Miner に含まれている新しい REST エンドポイントを呼び出すと、新しいデ
ータで自動的にプロジェクトの再学習を行うことが可能になり、SAS Model Manager
で新しいモデルを登録するオプションが与えられます。この更新に含まれている SAS
コードテンプレートを使用すると、新しいエンドポイントと UI コンポーネントを呼び
出して、特定のプロジェクトのために SAS コードテンプレートをダウンロードすること
ができます。このコードテンプレートを使用したり、オペレーティングシステムのスケ
ジューラを使用して、自動的にモデルの再学習を行うために REST エンドポイントを定
期的に呼び出したりすることができます。
詳細については、SAS Enterprise Miner and SAS Factory Miner のソフトウェア製品ペ
ージを参照してください。

SAS Forecast Server

SAS Forecast Server 14.2
SAS Forecast Server 14.2 は SAS 9.4M4 上で稼働します。このリリースには、SAS 
Forecast Server プロシジャに対する複数の拡張が含まれています。
SAS Forecast Server 14.2 の詳細については、SAS Forecast Server のソフトウェア製品
ページを参照してください。

SAS Forecast Server 14.1
SAS Forecast Server 14.1 は SAS 9.4M3 上で稼働します。このリリースには、Web ベー
スインターフェイスである新しい SAS Forecast Server Client が含まれます。これを使
用すると、時系列データのセグメント化、予測の作成、および予測精度のトラッキング
を行えます。SAS Forecast Server Client では、カスタムコードを書いて時系列のセグメ
ント化やモデル化を行うオプションもあります。
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SAS Forecast Server 13.1
SAS Forecast Server 13.1 は、SAS 9.4M1 上 4 で稼動する新しいリリースです。
ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。
n 統合 Windows 認証、クラスタ化サーバー、グリッドコンピューティング環境のサポ

ート
n レポートまたは Stored Process の実行時に ODS 出力形式と実行サーバーを変更す

る新しいオプション
n 独立変数の予測データセットの作成機能

SAS Forecast Server 12.3
SAS Forecast Server 12.3 は SAS 9.4 で稼動し、Web インフラストラクチャに対する更
新が行われています。SAS Forecast Server は、現在はプロダクションのソフトウェアで
ある SAS Time Series Studio と統合されています。SAS Time Series Studio では、タイ
ムスタンプ付きデータを分析し、構造化することができます。SAS Time Series Studio
からデータをエクスポートし、SAS Forecast Studio にインポートできます。

SAS High-Performance Risk

SAS High-Performance Risk 3.8
SAS High-Performance Risk 3.8 は、2017 年 6 月に出荷され、SAS 9.4M4 上で稼働しま
す。このリリースでは、次の新機能が提供されます。
n 新しい計算ロールアップメソッドおよび事前クエリメソッド
n 履歴シミュレーションと感度分析
n キューブ作成時の新しいクロス分類フィルタ
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n SAS リスクソリューション全体でリスクワークグループを設定する新しい管理ツー
ル

詳細については、SAS High-Performance Risk のソフトウェア製品ページを参照してく
ださい。

SAS High-Performance Risk 3.7
SAS High-Performance Risk 3.7 は、2016 年 11 月に出荷され、SAS 9.4M4 上で稼働し
ます。このリリースでは、次の新機能が提供されます。
n デルタノーマル分析のサポート
n シナリオキャッシュフローと ValueData データセット
n 転置シナリオ分析結果セット

SAS High-Performance Risk 3.6
SAS High-Performance Risk 3.6 は SAS 9.4M3 上で稼働します。このリリースに含ま
れているブリッジコンポーネントを使用すると、スレッドセーフではないプログラムや、
Hadoop MAPREDUCE ジョブのリスクデータへの直接アクセスを可能にするプリプロ
ダクションカスタムファイルリーダーを実行できます。このリリースには、新しい SAS
言語要素も含まれています。

SAS High-Performance Risk 3.5
SAS High-Performance Risk 3.5 は SAS 9.4M3 上で稼働します。このリリースから、シ
ナリオ結果をリスクキューブに保存できます。このリリースには、ユーザーインターフ
ェイスと新しい SAS 言語要素に対する拡張も含まれています。
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SAS High-Performance Risk 3.4
SAS High-Performance Risk 3.4 は SAS 9.4M2 上で稼働し、次の機能が備わっていま
す。
n 分散モードの Hadoop 分散ファイルシステム(HDFS)でリスクキューブデータファイ

ルを保存する機能。HDFS でのリスクキューブ保存の主な利点は、バックアップおよ
び復元処理が改善されることです。

n 統計量を定義し、リスクキューブに含める機能。リスクキューブに歪みリスク尺度を
含めることもできます。

n シナリオエディタでリスクファクタをプロットする機能。
n 新しい言語要素。

SAS High-Performance Risk 3.3
SAS High-Performance Risk 3.3 は、SAS 9.4M2 上で稼働し、次の機能を提供していま
す。
n シナリオ作成およびストレステストの拡張
n カウンタパーティリスクおよび信用評価調整に対するサポートの強化
n ポジションと市場状態の両方によるポートフォリオの価格設定機能
n 新しい SAS 言語ステートメント

SAS High-Performance Risk 3.2
SAS High-Performance Risk 3.2 は、SAS 9.4M1 上で稼働し、次の新機能を提供してい
ます。
n SAS Visual Analytics アプリケーションバーからの SAS High-Performance Risk へ

のアクセス
n PDF ファイルへのリスク探索のエクスポート機能
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n ユーザーインターフェイスの拡張
n グリッドノードから直接、分散データファイルシステムまたは In-Memory データに

データセットを送信する機能
n ポートフォリオの金融商品変数の変更機能

SAS High-Performance Risk 3.1
SAS High-Performance Risk 3.1 は SAS 9.4 で稼働し、次の機能が備わっています。
n リスク分析の拡張(純額エクスポージャと担保付きエクスポージャの計算、ポートフ

ォリオのストレステストやフィルタリング、拡張シナリオビルダ)

n Hadoop と SAS LASR との統合
n ユーザーインターフェイスの拡張(拡張された並べ替え機能、Microsoft Excel へのグ

ラフのエクスポート機能、棒グラフのドリルダウン機能、ストレステストへの拡張)

n ハイパフォーマンス感度分析の機能
n パフォーマンスの向上

SAS/IML

SAS/IML 14.2
SAS/IML 14.2 は、SAS 9.4M4 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n IML プロシジャの基本データ型は行列です。SAS/IML 14.2 より前は、PROC IML プ

ログラムのすべての記号が行列を表していました。SAS/IML 14.2 の新機能は、新し
い非行列データ型のテーブルとリストに対するサポートです。

n RANDGEN サブルーチンでは、新しい分布と、多くの既存の分布に対する拡張がサ
ポートされます。
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n SAS/IML 14.2 は、そのリリース時に、R の最新バージョン(3.3.1)と正しくインターフ
ェイスします。R のより新しいバージョンに対するサポートの最新情報については
SAS テクニカルサポートに問い合わせてください。

n SAS/IML 14.2 には、SUBMIT ステートメントに対する複数の拡張も実装されていま
す。SUBMIT ブロック内で実行されるグローバル SAS ステートメントは、SUBMIT
ブロック後の SAS/IML プログラムにも影響するようになりました。

詳細については、What’s New in SAS/IML 14.2 (SAS/IML 14.2: User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS/IML 14.1
SAS/IML 14.1 は、SAS 9.4M3 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n Windows オペレーティングシステムでは、大きな行列(231 – 1 以下の要素、または

20 億を超える要素)がサポートされます。
n PACKAGE ステートメントでは、パッケージのインストールと使用がサポートされま

す。このパッケージは、ソースコード、データセット、ドキュメント、サンプルプロ
グラムを含む ZIP ファイルです。パッケージの共有とダウンロードは、
support.sas.com の SAS Support Communities の SAS/IML File Exchange から行
えます。

n 可能な場合は、固有値計算でベンダ提供の数学ライブラリが使用されます。
n RANDSEED サブルーチンでは、特定のシードに対して異なる初期化アルゴリズムが

使用されます。
詳細については、What’s New in SAS/IML 14.1 (SAS/IML 14.1: User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS/IML 13.1
SAS/IML 13.1 は、SAS 9.4M1 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
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ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n SAS/IML 言語構文の拡張

o NEXT キーワードが式をサポートするようになりました。
o STOP ステートメントと ABORT ステートメントで、SAS ログに表示されるデフォ

ルトメッセージが採用されるようになりました。
o RETURN ステートメントのかっこがオプションになりました。

n RANDGEN サブルーチンによる Tweedie 分布の新規サポート
n 次の新しい統計関数、サブルーチン、モジュールが追加されました。

o CV 関数は、行列の列ごとにサンプルの変動係数を返します。
o HEATMAPCONT コールは、行列のヒートマップを作成して、その値を連続した

カラーランプを使用して視覚化します。
o HEATMAPDISC コールは、行列のヒートマップを作成して、その値を連続しない

カラーランプを使用して視覚化します。
o KURTOSIS 関数は、行列の列ごとにサンプルの尖度を返します。
o LOGABSDET 関数は、行列式の絶対値の対数を返します。
o LPSOLVE コールは、線形計画問題を解決します。
o MILPSOLVE コールは、混合整数線形計画問題を解決します。
o PALETTE 関数は、比較的少数の離散値を表示する塗り分け地図やヒートマップな

どのグラフィカルな視覚化に適した、連続しないカラーパレットを返します。
o PARENTNAME 関数は、モジュールに渡された行列の名前を返します。
o SKEWNESS 関数は、行列の列ごとにサンプルの歪度を返します。

詳細については、What’s New in SAS/IML 13.1 (SAS/IML 13.1: User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS/IML 13.2
SAS/IML 13.2 は、SAS 9.4M2 以降のリリースで稼働します。
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ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n 新しい評価版 EXECUTEFILE サブルーチンでは、テキストファイルに含まれる

SAS/IML ステートメントが実行されます。
n SAS/IML Support Community 内の新しい SAS/IMLile Exchange は、正式に

SAS/IML に含まれていませんが、SAS/IML プログラムを共有したり、他のユーザー
によって書かれたプログラムをダウンロードしたりできます。SAS/IML 関数、タグ
ファイル、およびレートファイルを投稿したり、タグ、コンテンツ、または作成者別
にファイルを検索したりできます。

詳細については、What’s New in SAS/IML 13.2 (SAS/IML 13.2: User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS/IML 12.3
SAS/IML 12.3 は SAS/IML ソフトウェアのメンテナンスリリースであり、SAS 9.4 で稼働
します。
詳細については、SAS/IML のソフトウェア製品ページを参照してください。

SAS Model Manager

SAS Model Manager 14.2
SAS Model Manager 14.2 は SAS 9.4M4 上で稼働します。
このリリースでの新しい機能と拡張により、次のタスクが実行できます。
n SAS 分析ストアモデルのインポート
n SAS 分析ストアモデルに対するパフォーマンスやレポートのパブリッシュ、スコアリ

ング、および実行
n Kerberos によるシングルサインオン認証を使用して Hadoop と Teradata のにモデ

ルをパブリッシュする
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n マクロを使用して、SAS Model Manager ポートフォリオ内の SAS Factory Miner モ
デルをスコアリングする

n マクロを使用して、SAS Factory Miner モデルを、SAS Model Manager ポートフォ
リオ内からデータベースや Hadoop にパブリッシュする

詳細については、What’s New in SAS Model Manager 14.2 (SAS Model Manager: User’s 
Guide)を参照してください。

SAS Model Manager 14.1
SAS Model Manager 14.1 は SAS 9.4M3 上で稼働します。
このリリースでの新しい機能と拡張により、次のタスクが実行できます。
n SAS Model Manager モデルリポジトリに登録されている SAS Factory Miner モデ

ルの管理
n SAS Lineage を使用した、モデル依存関係の追加とリレーションシップの表示
n モデルバージョンの管理
n フォルダレベルでの一般モデルのインポート、更新、エクスポート
n 同じカテゴリビューでのインベントリ内のすべてのモデルへのアクセス
n モデルキーワードの追加と編集
n 同時に複数のユーザー定義プロパティをモデルに追加
n パフォーマンスが向上したモデルインベントリの検索。検索結果への変更日、モデル

プロパティ、ユーザー定義プロパティに基づくフィルタの適用。
詳細については、What’s New in SAS Model Manager 14.1 (SAS Model Manager: User’s 
Guide)を参照してください。

SAS Model Manager 13.1
SAS Model Manager 13.1 は SAS 9.4M2 上で稼働します。SAS Model Manager Java 
Client アプリケーションおよび çDþs�‹ýÄ Console Web ベースアプリケーションが、統
合 Web ベースアプリケーションに置き換えられました。ユーザーのデスクトップへの
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SAS Model Manager Client のインストールが不要になりました。このリリースでの新
しい機能と拡張により、次のタスクが実行できます。
n SAS Metadata Repository でのライブラリ作成とテーブル登録
n ワークフローの管理とワークフロータスクのトラック
n Hadoop と SAP HANA へのモデルのパブリッシュ
n プロジェクト内のすべてのバージョンの一元管理
n 周期ジョブのスケジュール
n ダッシュボードプロジェクトステータスに基づくモデルの再学習
n 動的データソースの使用およびダッシュボードレポートの生成についてのパフォー

マンスオプションの指定
n 追加レポートオプションの指定
n ドキュメントの添付とコメントの追加
詳細については、What’s New in SAS Model Manager 13.1 (SAS Model Manager: User’s 
Guide)を参照してください。

SAS Model Manager 12.3
SAS Model Manager 12.3 は SAS 9.4 で稼動します。このリリースでの主要なテーマと
して、1 つのコントロールグループとしてプロジェクトを共同して管理する機能、追加
のモデルクラスをサポートする機能、SAS Model Manager ±

nê;¼� Console からこれ
まで以上のアクティビティを実行する機能があります。このメジャーリリースでの新し
い機能と拡張により、次のタスクが実行できます。
n 1 つのコントロールグループ内に複数プロジェクトを作成して管理。
n 1 コントロールグループに含まれる全プロジェクトのチャンピオンモデルのパフォ

ーマンスをモニタし、そのチャンピオンモデルを SAS Metadata Repository にパブ
リッシュ。

n パフォーマンスモニタリングタスクのスケジュール。
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n パフォーマンスモニタリングタスクの定義時に、複数のデータソースと収集日を指
定。

n データベースへパブリッシュするモデルの削除。
n マクロを使用したフォルダ、プロジェクト、バージョンの作成。プロジェクトプロパ

ティの設定も可能。
n ワークフローアクティビティ内でのレポートの作成と表示。
n ワークフローのプロセスフローダイアグラムの表示。
さらに、SAS Model Manager 12.3 は次の領域のサポートを提供します。
n SAS Enterprise Miner Random Forest (HPFOREST)、SAS/ETS COUNTREG と

SEVERITY モデル
n モデルのスコアリングや再学習時、チャンピオンモデルやチャレンジャモデルのパフ

ォーマンスのモニタ時における複数の SAS Application Server の使用
詳細については、What’s New in SAS Model Manager 12.3 (SAS Model Manager: User’s 
Guide)を参照してください。

SAS/OR

SAS/OR 14.2
SAS/OR 14.2 は、SAS 9.4M4 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
SAS/OR 14.2 では、LP、MILP、および NLP ソルバのパフォーマンスが向上しています。
SAS Simulation Studio (Windows 環境用の SAS/OR 14.2 のコンポーネント)には、次の
モデリングブロックが含まれるようになりました。
n 新しいキャスターブロックによって、モデル内の複合オブジェクト(エンティティ、

オブザベーションなど)の転送が容易になります。
n キューブロックには、拡張されたキューのコントロールが追加され、これを使用する

と、キューがブロックされるのを防止するのに役立ちます。
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詳細については、What’s New in SAS/OR 14.2 (SAS/OR 14.2 User’s Guide: Mathematical 
Programming)を参照してください。

SAS/OR 14.1
SAS/OR 14.1 は、SAS 9.4M3 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。最適化
時間の短縮、診断機能の強化、操作の簡易化のために新しい最適化機能が多数追加され
ました。
ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n 複数のソルバで、そのパフォーマンスが向上されました。
n PROC OPTMODEL の同時 FOR ループ(COFOR ループ)を分散モードで実行できま

す。
注: 分散モードには、SAS High-Performance Optimization が必要です。

n PROC OPTMODEL にプロファイラが追加され、問題の生成、解決、解決プロセスの
各種段階での経過時間がトラックされます。

n PROC OPTNET は並列コンピューティングを可能にし、より高速のグラフデータの入
力を提供し、3 つのアルゴリズムを拡張しました。

n 2 次ソルバと非線形ソルバに IIS (irreducible infeasible set)診断が追加されました。
n 分解アルゴリズムでは、自動的に検出できる制約行列の構造の範囲が拡張されまし

た。
n CLP プロシジャに、より多くの変数選択ストラテジが追加されました。
Windows 環境の SAS/OR 14.1 のコンポーネントである SAS Simulation Studio 14.1
に、モデルの精度を向上し、モデル実行の追加コントロールを提供する機能が追加され
ました。次のハイライトがあります。
n モデルの実行中にブロックに動的に作成されたデータの入力ポートと出力ポートの

実行順序をコントロールします。
n 同じシミュレーションクロックタイムにスケジュールされたイベントの実行順序を

決定する、モデルのブロックのランキングのコントロールを一元化します。
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n スケジュールされた調整が存在する場合におけるリソースエンティティ間でのリソ
ースユニットの割り当てのコントロールが拡張されて向上されました。

n ローカル PC の SAS Server を自動起動します。
詳細については、What’s New in SAS/OR 14.1 (SAS/OR 14.1 User’s Guide: Mathematical 
Programming)を参照してください。

SAS/OR 13.2
SAS/OR 13.2 は、SAS 9.4M2 以降のリリースで稼働します。
ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n 複数の最適化ソルバで、そのパフォーマンスが向上されました。
n PROC OPTMODEL では、評価版の制約論理プログラミング(CLP)ソルバが追加されま

した。
n 非線形計画(NLP)ソルバでは、決定変数(パラメータ推定値)に対する共分散行列の出

力が追加されました。
n 分解(DECOMP)アルゴリズムでは、新しいブロック検出機能が追加されました。
n 線形計画(LP)内点ソルバでは、デフォルトでクロスオーバーアルゴリズムが適用され

ます。
n ネットワークソルバはプロダクション版になりました。
n 混合整数線形計画(MILP)ソルバの並列実装はプロダクション版になりました。
n SAS Simulation Studio 13.2 では、複数の計算コア上で計画点と反復を同時に実行す

る新しいオプションの並列モデル、データコレクションを制御する新しいデータトリ
マブロックの集約機能、および式ブロックで生成される数値の精度に対する追加コン
トロールが提供されます。

詳細については、What’s New in SAS/OR 13.2 (SAS/OR 13.2 User’s Guide: Mathematical 
Programming)を参照してください。
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SAS/OR 13.1
SAS/OR 13.1 は、SAS 9.4M1 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。最適化、
離散イベント シミュレーション、制約計画において、新機能と現在の機能への拡張が提
供されます。
ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n OPTMODEL プロシジャは次をサポートするようになりました。

o ネットワーク最適化と分析アルゴリズムへの直接アクセス(評価版)

o COFOR ループでのソルバ起動の並列実行
o Base SAS の PROC FCMP を使用した関数定義のサポート

n OPTLSO プロシジャは次を提供するようになりました。
o 多目的最適化
o 関数定義での配列構造データ使用のサポート(PROC FCMP を使用)

n 混合整数線形計画(MILP)ソルバはオプションが追加され、複数計算コアで並列処理が
実行できます。(評価版)

n SAS Simulation Studio によって次が追加されました。
o カスタムブロックアイコンのサポート
o シミュレーションクロックの表示の向上
o サブモデルブロックインターフェイスの拡張
o その他のインターフェイス向上

詳細については、What’s New in SAS/OR 13.1 (SAS/OR 13.1 User’s Guide: Mathematical 
Programming)を参照してください。

SAS/OR 12.3
SAS/OR 12.3 は SAS/OR ソフトウェアのメンテナンスリリースであり、SAS 9.4 で稼働
します。最も重要点は、並列ハイブリッド局所探索の最適化のための PROC OPTLSO が
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追加されたことです。以前は PROC HPLSO という名前であったこのプロシジャは、SAS 
High-Performance Optimization にのみ含まれていましたが、現在は SAS/OR で単一マ
シンモードで使用できます。
詳細については、SAS/OR のソフトウェア製品ページを参照してください。

SAS/QC

SAS/QC 14.2
SAS/QC 14.2 は、SAS 9.4M4 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
SAS/QC 14.2 には、ANOM、CAPABILITY、CUSUM、MACONTROL、RAREVENTS、
SHEWHART プロシジャに対する拡張が含まれています。
詳細については、What’s New in SAS/QC 14.2 (SAS/QC 14.2 User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS/QC 14.1
SAS/QC 14.1 は、SAS 9.4M3 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n 評価版の新しい RAREEVENTS プロシジャは、希少イベントの管理図を作成します。

希少イベントは、まれに、低い確率で発生するイベントです。希少イベントの管理図
は、確率が低いイベントの頻度の変化を検出するには従来の管理図よりも適していま
す。

n ANOM、CUSUM、MACONTROL、SHEWHART プロシジャに、ODS Graphics Editor
を使用して編集できるグラフを作成する機能が備わりました。

詳細については、What’s New in SAS/QC 14.1 (SAS/QC 14.1 User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS/QC 13.2
SAS/QC 13.2 は、SAS 9.4M2 以降のリリースで稼働します。
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ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n ANOM、CUSUM、MACONTROL、SHEWHART プロシジャでは、ODS Graphics を

生成するために Graph Template Language で書かれたテンプレートが使用される
ようになりました。

n CAPABILITY プロシジャでは、分析変数の幾何平均を計算して、出力データセットへ
の保存またはグラフ表示(あるいはその両方)を行えるようになりました。

n MVPMONITOR プロシジャには、管理限界の計算に使用される分布を指定できるオ
プションが含まれるようになりました。

n RELIABILITY プロシジャでは、RELPLOT ステートメントによって作成された stress-
lifetime プロットに信頼帯を作成できるようになりました。

詳細については、What’s New in SAS/QC 13.2 (SAS/QC 13.2 User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS/QC 13.1
SAS/QC 13.1 は、SAS 9.4M1 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n CAPABILITY プロシジャは、次を提供するようになりました。

o Johnson SU 分布の向上されたパラメータ推定
o OVERLAY オプションのサポート(CLASS 変数の異なる水準に関連付けられている

ヒストグラムを単一プロットで重ね合わせます)

n MVPMONITOR プロシジャは新しい SCORECHART ステートメントをサポートし、主
成分スコアのコントロールチャートを作成します。

n RELIABILITY プロシジャは、次の機能をサポートするようになりました。
o 反復イベントデータの失敗回数と打ち切り回数の横向きプロット
o Gompertz 分布と Gompertz-Makeham 分布のパラメータ推定と確率のプロッ

ト
n SHEWHART プロシジャに複数の新しいオプションが提供されました。
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o ACTUALALPHA は、有効なα値を計数値図の限界凡例に表示します。この値は、
要求したα値と同一ではない場合があります。このオプションは CCHART ステー
トメント、NPCHART ステートメント、PCHART ステートメント、UCHART ステ
ートメントで使用できます。

o IDSYMBOLHEIGHT=オプションは、BOXCHART ステートメントで作成される箱
ひげ図の外れ値をプロットするために使用される記号のサイズを制御します。

o PROBLIMITS=DISCRETE オプションは、計数値図の離散管理限界を要求します。
このオプションは CCHART ステートメント、NPCHART ステートメント、PCHART
ステートメント、UCHART ステートメントで使用できます。

o WESTGARD=オプションは、医療研究施設での品質管理のために、Shewhart チ
ャートに Westgard ルールを適用します。

o WHISKERPERCENTILE=オプションは、BOXCHART ステートメントによって作成
される箱ひげ図のひげを百分位数値まで描くように要求します。

測定システム分析の新しいマクロが 4 つ追加されました。
n %basicEMP マクロは、基本的な測定プロセス評価(EMP)分析を実行します。
n %shortEMP マクロは、関連する効用をわけるために 8 ステップを実行します。
n %gaugeRR マクロは、従来のゲージ反復性とゲージ再現性分析を実行します。
n %honestGaugeRR マクロは、“公正な”ゲージ反復性とゲージ再現性レポートを作成

します。
詳細については、What’s New in SAS/QC 13.1 (SAS/QC 13.1 User’s Guide)を参照してく
ださい。

SAS/QC 12.3
SAS/QC 12.3 は SAS/QC ソフトウェアのメンテナンスリリースであり、SAS 9.4 で稼働
します。
詳細については、SAS/QC のソフトウェア製品ページを参照してください。
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SAS/STAT

SAS/STAT 14.2
SAS/STAT 14.2 は、SAS 9.4M4 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
このリリースには、2 つの新しいプロシジャが含まれています。
n CAUSALTRT プロシジャでは、連続または離散結果 Y 上の二値処理変数 T の平均因果

効果が推定されます。
n PSMATCH プロシジャでは、傾向スコア分析のためにさまざまなツールが提供されま

す。傾向スコア分析とは、観察研究における交絡の影響を低減するための一般的な戦
略であり、被験者を無作為に治療群と対照群に割り当てることはしません。

ここでは、このリリースの拡張の一部を説明します。
n FREQ および SURVEYFREQ プロシジャでは、追加の一致性統計量が提供されていま

す。
n NLIN プロシジャでは、ESTIMATE および CONTRAST ステートメントが提供される

ようになりました。
n NLMIXED プロシジャでは、複数の RANDOM ステートメントがあるモデルでマルチ

スレッドがサポートされています。
n PHREG プロシジャでは、時間依存 ROC 分析が提供されるようになりました。
n POWER プロシジャでは、さまざまな一般化線形モデルに適用可能な既存の検出力分

析の拡張が提供されるようになりました。
n SURVEYIMPUTE プロシジャでは、2 段階の fully �Ž‚ðŁ}è�& fractional 補完と

fractional hot-deck 補完が提供されています。
n SURVEYSELECT プロシジャでは、釣り合い型ブートストラップ選択と逐次 Poisson

選択が提供されます。
詳細については、What’s New in SAS/STAT 14.2 (SAS/STAT 14.2: User’s Guide)を参照して
ください。
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SAS/STAT 14.1
SAS/STAT 14.1 は、SAS 9.4M3 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n 新しい GAMPL プロシジャは、罰則付き尤度の推定を使用して、一般化加法モデルを

当てはめるハイパフォーマンスプロシジャです。
n 新しい SURVEYIMPUTE プロシジャは、予備的なアンケートの項目の欠損値を、同じ

項目の観測値で置換して補完します。補完法には、単一値 hot-deck 補完および多重
hot-deck 補完や、fully ‡æeUßó−ÆŠ fractional 補完が含まれます。

n BCHOICE プロシジャでは、ロジットモデルの選択セットに多数の選択肢を提供でき
ます。

n 正確な mid-p、尤度比、Wald 修正信頼区間を FREQ プロシジャによって生成される
オッズ比に使用できます。

n GLIMMIX プロシジャは、マルチレベルモデルに Pinheiro and Chao (2006)のマルチ
レベル適合ガウス求積アルゴリズムを提供します。このアルゴリズムにより、変量効
果を多数含むモデルに対する計算とメモリの要件が大幅に軽減されます。

n GLMSELECT プロシジャは、グループ LASSO 法をサポートします。
n IRT プロシジャは、一般化部分採点モデルを当てはめます。
n LIFETEST プロシジャは、競合リスクデータのノンパラメトリックな分析を実行しま

す。
n LOGISTIC プロシジャは、隣接カテゴリロジットモデルを順序応答データに当てはめ

ます。
n MCMC プロシジャは、常微分方程式(ODE)ソルバと一般積分関数を追加し、微分方程

式を含むモデル(PK モデルなど)または積分が必要なモデル(周辺尤度モデルなど)の
当てはめを可能にします。

n NPAR1WAY プロシジャは、2 標本データの層別ランクベース分析を実行します。
n POWER プロシジャは、Cox の比例ハザード回帰モデルをサポートします。
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n 分類と回帰ツリーの HPSPLIT プロシジャは更新され、MODEL と CLASS のステート
メントとオプション、クロスバリデーションプロット、ROCS 曲線が含まれました。

n 一般化線形モデルのモデル選択の HPGENSELECT プロシジャは、LASSO 法をサポー
トするようになりました。

詳細については、What’s New in SAS/STAT 14.1 (SAS/STAT 14.1 User’s Guide)を参照して
ください。

SAS/STAT 13.2
SAS/STAT 13.2 は、SAS 9.4M2 以降のリリースで稼働します。
ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n 新しい ICPHREG プロシジャは、比例ハザード回帰モデルを区間打ち切りデータに当

てはめます。
n 新しい SPP プロシジャは、空間点パターンを分析します。
n 評価版 GEE プロシジャは、Liang and Zeger (1986)の一般化推定方程式(GEE)推定法

を使用して、縦断的データに一般化線形モデルを当てはめます。加重 GEE 分析も提
供します。

n FACTOR プロシジャは、パスダイアグラムを生成します。
n FMM プロシジャは、多項モデルを当てはめます。
n IRT プロシジャは、ポリコリック相関行列、項目特性曲線、検定情報曲線プロットを

生成します。
n MCMC プロシジャは、MODEL、RANDOM、PRIOR ステートメントのカテゴリカル

分布をサポートします。
n NLMIXED プロシジャでは、2 つ以上の RANDOM ステートメントを指定して、階層

的非線形混合モデルを当てはめられます。
n SEQDESIGN プロシジでは、非生存データのステージにおいて、整数値サンプルサイ

ズに相当する上限調整済み計画を作成できます。
n LOGISTIC プロシジャでは、名義応答および部分比例オッズモデルのパラメータに対

する制約を追加または緩和できます。
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n FREQ プロシジャは、オッズ比と相対リスクに対するスコア信頼限界を提供するよう
になりました。

n GLMSELECT プロシジャでは、セーフスクリーニングを適用し、独立性スクリーニン
グ法で多数の回帰子を削減してより小さいサブセットを作成し、このサブセットから
モデル選択が実行されるようにします。

詳細については、What’s New in SAS/STAT 13.2 (SAS/STAT 13.2 User’s Guide)を参照して
ください。

SAS/STAT 13.1
SAS/STAT 13.1 は、SAS 9.4M1 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
ここでは、新機能と拡張の一部を説明します。
n 評価版の BCHOICE プロシジャは、離散選択モデルの Bayesian 分析を実行します。
n 新しい ICLIFETEST プロシジャは、区間打ち切りデータのノンパラメトリックな生存

時間分析を実行します。
n 評価版 IRT プロシジャは、項目応答モデルを当てはめます。
n MI プロシジャは感度分析を容易にするため MNAR ステートメントを提供するよう

になりました。
n GENMOD プロシジャで Tweedie 分布をサポートするようになりました。
n Fine and Gray (1999)の競合リスクモデルを PHREG プロシジャで使用できます。
n NLIN プロシジャを使用すると、パラメータの信頼区間のブートストラップ推定値、

パラメータ推定値の共分散行列と相関行列のブートストラップ推定値の両方が作成
できます。

n MCMC プロシジャはマルチスレッド対応になりました。
n パスダイアグラムが CALIS プロシジャで使用できます。
n PROC GLM 型の MANOVA と反復測定の検出力を GLMPOWER プロシジャで計算で

きるようになりました。
n SURVEYMEANS プロシジャは、ドメイン分位点推定を求めます。
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ここでは、SAS/STAT の新しいハイパフォーマンス機能とプロシジャの一部を説明しま
す。
n 新しい HPCANDISC プロシジャは、ハイパフォーマンス正準判別分析を実行します。
n 新しい HPFMM プロシジャは、ハイパフォーマンス有限混合モデル分析を実行しま

す。
n 新しい HPPRINCOMP プロシジャは、ハイパフォーマンス主成分分析を実行します。
n HPREG プロシジャの SELECTION ステートメントの SCREEN オプションは、多数の

回帰変数を最終モデルが選択される程度の小さいサブセットに減らすステージのス
クリーニングを要求します。

詳細については、What’s New in SAS/STAT 13.1 (SAS/STAT 13.1 User’s Guide)を参照して
ください。

SAS/STAT 12.3
SAS/STAT 12.3 は SAS/STAT ソフトウェアのメンテナンスリリースであり、SAS 9.4 で稼
働します。
さらに、SAS High-Performance Statistics 製品の構成要素であるプロシジャを
SAS/STAT で単一マシンモードで使用できます。データの特性やモデルの複雑さによっ
て異なりますが、類似したマルチスレッド対応でない SAS/STAT 機能よりもパフォーマ
ンスが向上する可能性があります。また、これらのプロシジャには、HPGENSELECT プ
ロシジャでは一般化線形モデルのモデル選択ができるなどの、新機能が用意されていま
す
詳細については、Overview of SAS/STAT High-Performance Procedures (SAS/STAT 
User’s Guide: High-Performance Procedures)を参照してください。
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SAS Text Miner

SAS Text Miner 14.2
SAS Text Miner 14.2 は、SAS 9.4M4 以降のリリースで稼動します。SAS Text Miner 
14.2 では、ノードの実行および結果の表示時のパフォーマンスが向上しています。ま
た、ハイパフォーマンス HPTMINE プロシジャでは、テキストデータをさらにスウェー
デン語でも解析できるようになりました。
SAS Text Miner 14.2 の新機能や拡張の詳細については、SAS Text Miner のソフトウェ
ア製品ページを参照してください。

SAS Text Miner 14.1
SAS Text Miner 14.1 は、SAS 9.4M3 以降のリリースで稼動します。
ここでは、SAS Text Miner 14.1 の新機能と拡張の一部を説明します。
n 新しい HPBOOLRULE プロシジャでテキストルールビルダノードのマクロが置き換

えられました。
n HPTMINE プロシジャの拡張により、品詞、属性、エンティティの選択や無視、検索

インデックスの作成が可能になりました。
n HP Text Miner ノードは PROC HPTMINE を使用して、トピックのローテーション

の実行とトピックテーブルの作成を行うようになりました。
n 11 の解析言語が HP Text Miner ノードの言語プロパティに追加されました。解析

言語は、中国語、オランダ語、英語、フィンランド語、フランス語、ドイツ語、イタ
リア語、日本語、韓国語、ポルトガル語、ロシア語、スペイン語、トルコ語です。

n 新しいマクロ変数 EM_TERM_LOC を使用して、SAS Text Miner ノードが出力データ
セットを書き込む場所を指定できます。これらのデータセットは SAS Text Miner ス
コアコードへの入力として必要です。

n 語| 役割情報が含まれる_item_変数が、テキストトピックノードとテキストフィルタ
ノードからエクスポートされるトランザクション出力に追加されました。データ分
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割ノードがプロセスフローダイアログ(入力データノード(NEWS など) > データ分割
ノード > テキスト解析ノード > テキストフィルタノードなど)内に使用される場合、
この変数はトランザクションテーブル valid_trans と test_trans に追加されます。
トランザクションテーブルに語 | 役割情報をエクスポートする利点の 1 つとして、
アソシエーションノードにおいて、このノードがプロセスフローダイアグラム(入力
データノード(ABSTRACT など)> テキスト解析ノード > テキストフィルタノード > 
アソシエーションノードなど)内に使用されている場合に生成されるルールにこの情
報が表示されることがあります。

ここでは、SAS Text Miner のハイパフォーマンスプロシジャの新機能と拡張の一部を説
明します。
n 新しい HPBOOLRULE プロシジャを使用すると、ブールルールを大規模なトランザク

ションデータから抽出できます。PROC HPBOOLRULE は、教師ありルールベースの
モデリングに不可欠な機能をハイパフォーマンステキストマイニングに追加します。
現在のリリースでは、HPBOOLRULE プロシジャを使用して、単一マシンモードでの
みデータを読み込みルールを抽出できます。HPBOOLRULE プロシジャは、
HPTMINE プロシジャによって処理されてトランザクション形式で表示されたテキ
ストコーパスを分析することで、自動的にブールルールのセットを生成できます。

n HPTMINE プロシジャは次の新しい言語、ステートメント、オプションをサポートし
ます。
o 新たにサポートされる言語のテキストデータを解析できます。これには、中国語、

オランダ語、フィンランド語、フランス語、イタリア語、日本語、韓国語、ポル
トガル語、ロシア語、スペイン語、トルコ語があります。

o HPTMINE プロシジャを使用して、テキストコーパスの検索インデックスを生成
できます。テキストコーパスをクエリするには、TMUTIL プロシジャでインデッ
クスを使用します。

o 新しい SELECT ステートメントを使用して、分析に取り込むまたは除く品詞、エ
ンティティまたは属性を指定できます。

o HPTMINE プロシジャを SVD のみのモードで実行する場合に語テーブルを指定で
きます。語テーブルはトピック検索で必要です。
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SAS Text Miner 13.2
SAS Text Miner 13.2 は SAS 9.4M2 上で稼働します。
ここでは、SAS Text Miner のハイパフォーマンスプロシジャの新機能と拡張の一部を説
明します。
n HPTMINE プロシジャは、次の新機能をサポートします。

o ドイツ語のテキストデータを解析したり、ドキュメントの入力データセットでど
の言語が使用されるかを指定したりできます。

o 32K を超える文字を含むドキュメントを解析できます。
o SVD 専用モードで実行できます。これにより、ドキュメントを解析して、ドキュ

メント解析後に 2 つのプロシジャ呼び出しで SVD 計算に異なるパラメータを試
す際に特異値分解(SVD)をぞれぞれ計算できます。

o テキストコーパスに存在するトピックを検出できます。
o Base64 エンコードスパース行(BESR)形式で語/ドキュメントの行列を保存できま

す。
o デフォルト座標リスト(COO、またはトランザクション)形式か Base64 エンコー

ドスパース行(BESR)形式のどちらかを使用して、語/ドキュメントの行列を保存で
きます。

o カスタムエンティティおよび名詞グループ抽出にカスタム LITI ファイルを指定
できます。

o OUTTERMS=データセットおよび OUTCHILD=データセットに_keep=N が設定さ
れた語を含めるどうかを指定できます。

n HPTMSCORE プロシジャは、次の新機能をサポートします。
o ドイツ語のテキストデータを解析できます。
o 32K を超える文字を含むドキュメントを解析できます。
o カスタムエンティティおよび名詞グループ抽出のカスタム LITI ファイルがサポ

ートされます。
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SAS Text Miner 13.1
SAS Text Miner 13.1 は、SAS 9.4M1 以降のリリースで稼働するメジャーリリースです。
このリリースでは、新しいテキストプロファイルノード、ノードのパフォーマンスと結
果の拡張、ハイパフォーマンス HPTMINE プロシジャの拡張が提供されます。
n 新しいテキストプロファイルノードによって、ドキュメントから検索された語を使用

してターゲット変数をプロファイルできます。
n テキスト解析ノードの新しい言語の選択プロパティによって、ドキュメント群に保持

する言語を指定できます。
n テキストトピックノードの結果には、次の新しい項目が含まれます。

o 語テーブル。語と各トピックでのその重みを示します。
o トピック語行列グラフ。複数語に対するトピック値を示します。

n ハイパフォーマンス HPTMINE プロシジャの SVD ステートメントの OUTDOCPRO=
オプションは、NONORMDOC キーワードをサポートするようになり、ドキュメン
ト予測の正規化の有無を制御できます。

SAS Text Miner 12.3
SAS Text Miner 12.3 には、ノードのパフォーマンスと結果が拡張されました。各種ダイ
アログボックスでテーブル情報のインポートに使用する、インポートボタンがテーブル
の置換とテーブルの追加ボタンに置き換わりました。現在選択しているテーブルを置き
換えるか、または現在選択しているテーブルに追加するかを選択できます。テキストル
ールビルダノードの結果には、新しいドキュメントルールテーブルとルール成功グラフ
が挿入されました。
SAS 9.4 では、適切に有効化された SAS Server で SMP モードを使用できるため、プロ
セスフローダイアグラムに HP Text Miner ノードを配置して、HPTMINE プロシジャと
HPTMSCORE プロシジャを使用できます。プロセスフローダイアグラムの HP Text 
Miner ノードを使用すると、多くの場合、マルチスレッド処理が得られます。詳細につ
いては、SAS Enterprise Miner High-Performance Data Mining Node Reference の HP 
Text Miner Node 章を参照してください。
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SAS In-Memory Statistics

SAS In-Memory Statistics では、Hadoop 環境内での分析のライフサイクルに単一の対
話型プログラミング環境を提供します。
n 対話型プログラミングにより、極めて高速かつマルチユーザー環境を使用して、

Hadoop 内の分析のライフサイクルを移動できます。
n In-Memory 分析処理により、分散クラスタの複数パス用に最適化された高速分析計

算を行えます。
n データが In-Memory で保持されるため、高速化と待ち時間の削減を実現できます。
n 分析データ管理では、データ統合、変数の変換および作成、探索的分析を含むモデリ

ングのためにデータを加工できます。
n 複数の統計モデルを迅速に作成、評価および比較できます。
n 統計アルゴリズムとマシン学習技術によって、パターンやトレンドをより速く明らか

にできます。
n 広範囲にわたるテキスト分析技術を使用して、非構造化データと構造化データを分析

できます。
n 高レベルのカスタマイズによって、パーソナライズされた有益なレコメンデーション

をリアルタイムで受け取れます。

SAS High-Performance Analytics Infrastructure

SAS High-Performance Analytics Infrastructure について
SAS High-Performance Analytics Infrastructure は、次の製品で構成されます。
n SAS High-Performance Computing Management Console
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n SAS High-Performance Deployment of Hadoop

n SAS High-Performance Analytics 環境

SAS High-Performance Analytics Infrastructure 3.1
リリース 3.1 では、SAS High-Performance Analytics 環境で、MapR とのリモート並列
接続がサポートされています。

SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.94
SAS High-Performance Analytics 2.94 環境では、256 ビットキーによる AES 暗号化を
使用したファイルの読み書きがサポートされます。

SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.91
SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.91 には、メモリの要求量を決定する
のに役立つ新しい環境変数が含まれています。インストール中に、SAS High-
Performance Analytics 環境で MapR データを直接読み書きするかどうかを指定できる
ようになりました。最後に、SAS High-Performance of Hadoop のインストールスクリ
プトでプロンプトの拡張が行われました。.

SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.8
このリリースでは、SAS High-Performance Deployment of Hadoop が Apache 
Hadoop バージョン 2.4.にアップグレードされました。
SAS High-Performance Analytics 環境では、同じ場所にあるデータソースとして
Cloudera CDH 5 と IBM BigInsights がサポートされるようになりました。この環境で
は、SAP HANA からもデータを並列で読み取れます。また、この環境には、リソース管
理テンプレートと YARN のサポートも含まれるようになりました。

SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.4
SAS High-Performance Computing Management Console 2.4 では、RPM インストー
ラを使用すると、j ^ñt�P オプションを含む任意のディレクトリにコンソールをインス
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トールできます。SAS High-Performance Computing Management Console 2.4 に
は、tarball インストーラも含まれています。非 RPM インストーラが望ましい場合や、
マシン上の RPM バージョンにコンソールとの互換性がない場合、この tarball インスト
ーラを使用します。
SAS High-Performance Analytics 環境では、新しいインストールスクリプトで SAS 
Visual Analytics のワードクラウド機能がサポートされています。また、同時ユーティリ
ティコマンド(simcp および simsh)も SAS High-Performance Analytics 環境と一緒に
インストールされています。

SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.1
SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.1 は、Kerberos をサポートしていま
す。このリリースでは、複数のデータデバイスで SAS High-Performance Deployment 
of Hadoop を構成する方法も提供されます。セキュリティラッパーが提供されます。
これを使用すると、sudo コマンドの使用を特定のディレクトリに制限できます。

SAS High-Performance Computing 
Management Console

SAS High-Performance Computing Management 
Console について
このコンソールは、SAS ソフトウェアを使用するハイパフォーマンスコンピューティン
グ環境を管理するためにシステム管理者が使用する Web アプリケーションです。分散
コンピューティング環境で多数のマシンが使用されるため、ハイパフォーマンスコンピ
ューティング(HPC)環境の管理は困難です。このコンソールでは、ユーザー ID の追加な
どの変更を環境内のすべてのマシンにプロパゲートすることによって、この困難を緩和
します。
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SAS High-Performance Computing Management 
Console 2.4
コンソールのインストールプロセスが拡張されて再配置可能な RPM がサポートされる
ため、選択したディレクトリにコンソールをインストールできます。コンソールは、
tarball (TAR ファイル)からもインストールできます。このインストール方法でも、選択
したディレクトリにコンソールをインストールできます。
インストールプロセスの拡張を除き、2.4 リリースでは利用者から見える機能は他にあ
りません。

SAS High-Performance Computing Management 
Console 2.1
コンソールはマシングループをサポートするように拡張されました。SAS High-
Performance Analytics 環境にある全マシンではなく、マシンのグループを操作できる
ようになりました。同時コピー(simcp)コマンドが拡張され、リターンコードをサポート
します。リターンコードを使用して、スクリプトのエラーチェックが行えます。

SAS LASR Analytic Server

SAS LASR Analytic Server 2.5
SAS LASR Analytic Server 2.5 では、次を始めとする多くの更新が行われました。
n 2 つの自動テーブルが用意され、サーバーとテーブルのメモリ使用のモニタに使用で

きます。2 つのテーブル名は、_T_LASRMEMORY と_T_TABLEMEMORY です。これ
らのテーブルは SAS LASR Analytic Server ライブラリで自動的に使用できるように
なっています。

n IMSTAT プロシジャは、次のように拡張されています。
o AGGREGATE ステートメントが拡張されて、KEEPRECORD オプションと KEEP=

オプションをサポートします。KEEPRECORD オプションを使用すると、
INTERVAL=オプションと WINDOWINT=オプションに指定された ID=値を持つ入
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力オブザベーションが集計されて、入力オブザベーションごとの集計値が追加さ
れます。KEEP=オプションを使用して、アクティブテーブルから ODS テーブル出
力または一時テーブルに変数が転送されます。

o NEURAL ステートメントが IMSTAT プロシジャに追加されました。このステー
トメントを使用して、フィードフォワード人工ニューラルネットワーク(ANN)を
学習します。このステートメントは、学習済みネットワークを使用してデータセ
ットセットをスコアリングすることもできます。

o SAVE ステートメントが拡張されて、CSV オプションをサポートします。このオ
プションにより、HDFS に In-Memory テーブルをカンマ区切り値の形式で保存で
きます。

o SERVERPARM ステートメントが拡張されて、TABLECEILING オプションをサポー
トします。このオプションにより、管理者がテーブルが使用するメモリにソフト
制限を設定できます。

o CODE=を使用して SAS DATA ステップのコードの生成をサポートする分析ステ
ートメントが拡張されました。分析対象のアクティブテーブルに—��(Íâo (%)'n な
どの名前リテラル構文が必要な特殊文字や国際文字を含む列が存在する場合、生
成されたコードにも名前リテラル構文が使用されます。この拡張は次のステート
メントに適用されます。
n CLUSTER

n DECISIONTREE

n GENMODEL

n GLM

n LOGISTIC

n NEURAL

n RANDOMWOODS

詳細については、SAS LASR Analytic Server の製品ドキュメントページと SAS Visual 
Analytics のソフトウェア製品ページを参照してください。
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SAS LASR Analytic Server 2.4
SAS LASR Analytic Server 2.4 では、次を始めとする多くの更新が行われました。
n 圧縮 In-Memory テーブルがサポートされます。HDFS エンジンの SAS データでは、

HDFS への圧縮形式のテーブルの追加もサポートされます。
n IMSTAT プロシジャは、次のように拡張されています。

o AGGREGATE ステートメントが新しく追加されました。1 つ以上の変数の値を集
計するために使用されます。四分位数や重複しない値のカウントを含む、多くの
集計方法を使用できます。

o FORECAST ステートメントが拡張されて、ゴールシーク分析がサポートされてい
ます。

o COMPUTE ステートメントで追加された列を削除するために DROPCOLUMN ス
テートメントが追加されています。

n RECOMMEND プロシジャが拡張されて、一時 In-Memory テーブルでのレコメンデ
ーションの保存がサポートされるようになりました。また、このプロシジャは、In-
Memory テーブルからのトランザクションデータの読み取りをサポートするように
も拡張されています。ARM メソッドが最近のアクティビティに基づいて新しい項目
のレコメンデーションを作成するために、このプロシジャが使用されます。

SAS LASR Analytic Server 2.3
SAS LASR Analytic Server 2.3 では、次を始めとする多くの更新が行われました。
n 新しい RECOMMEND プロシジャによって、レコメンダシステムを開発できます。レ

コメンダシステムの共通の目標は、パーソナライズされたレコメンデーションを作成
することです。

n IMSTAT プロシジャが拡張されて、In-Memory 統計プログラミングを使用できるよ
うになりました。統計プログラミングを可能にするプロシジャステートメントは、デ
ータおよびサーバー管理のステートメントとは別にライセンスされます。SAS In-
Memory Statistics for Hadoop は、統計ステートメントを含むオファリングです。
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n In-Memory テキスト分析をサポートするために、TEXTPARSE ステートメントが
IMSTAT プロシジャに追加されています。このステートメントは、データおよびサー
バー管理ステートメントとは別にライセンスされます。

SAS LASR Analytic Server 2.1 と 2.2
SAS LASR Analytic Server は分析プラットフォームとして機能し、高速で安全な、複数
ユーザーによる In-Memory データへのアクセスを可能にします。データセットが小規
模な場合は、単一マシンにサーバーが配置されます。データ量が多い場合は、分散コン
ピューティング環境にサーバーが配置されます。
SAS LASR Analytic Server 2.1 ではサーバーが拡張され、管理者に分散配置に対してメモ
リの使用制限を適用するコントロールを提供します。IMSTAT プロシジャは、管理者が
In-Memory テーブルを管理できるように拡張されています。
SAS LASR Analytic Server 2.2 では、IMSTAT プロシジャが拡張され、単純なスタースキ
ーマでの In-Memory テーブルの結合と In-Memory テーブル全体の追加をサポートし
ます。DATA ステップは、In-Memory でのスコアリングの実行をサポートするように拡
張されています。
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SAS Add-In for Microsoft ı�ùJüZ

SAS Add-In 7.14 for Microsoft ı�ùJüZ
SAS Add-In 7.14 for Microsoft ı�ùJüZ が 2017 年 4 月に出荷されました。このリリース
では、SAS Visual Analytics 7.4 および 8.1 との統合が提供されています。新しい接続ダ
イアログボックスを使用すると、アクティブな SAS 9 メタデータプロファイルの選択と
SAS Visual Analytics サーバーへの接続の追加が容易になります。
詳細については、SAS Add-In for Microsoft ı�ùJüZ のソフトウェア製品ページを参照し
てください。

SAS Add-In 7.13 for Microsoft ı�ùJüZ
SAS Add-In 7.13 for Microsoft ı�ùJüZ は、2016 年 11 月に出荷され、次の新機能が含ま
れています。
n SAS プログラムエディタを使用して、ı�ùJüZ ドキュメントから直接 SAS コードをサ

ブミットできます。プログラムエディタを使用すると、Microsoft ı�ùJüZ ドキュメン
ト内で、LIBNAME の定義、プログラムの作成、コードのサブミット、結果の管理を
行えます。また、既存の SAS プログラムを開くこともできます。SAS プログラムを
実行すると、ı�ùJüZ ドキュメントの指定場所に結果が追加されます。

n 新しい CAS へのアップロードタスクを使用すると、既存の SAS 9.4 データを SAS 
Cloud Analytic Services (CAS)にアップロードできます。

n 多くのアクセシビリティ拡張機能によって、JAWS などのスクリーンリーダーに依存
するユーザーのエクスペリエンスが向上します。

n サーバーファイルナビゲーションは、現在では、デフォルトで Windows サーバー上
のユーザーのドキュメントフォルダになります。また、ファイルナビゲーションにフ
ォルダショートカットが含まれるようになりました。

このリリースには、ユーザーインターフェイスに対する複数の小さな拡張機能が含まれ
ています。コンテンツの管理ダイアログボックスで、複数の項目を一度に削除できるよ
うになりました。プロファイルの追加ダイアログボックスで、プロファイルの作成後や
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変更後にサーバーに自動接続するかどうかを指定できます。追加の行や列があるテーブ
ルを含む SAS Visual Analytics レポートを更新すると、その新しい行や列は、Microsoft 
Excel 形式、配置、および条件付き書式を自動的に継承します。

SAS Add-In 7.12 for Microsoft �×�´§:
SAS Add-In 7.12 for Microsoft �×�´§: には、Microsoft �×�´§: 2016 に対するサポートが
追加されています。このリリースから、SAS では、SAS Add-In for Microsoft �×�´§: と
SAS Visual Analytics Add-In for �×�´§: という 2 つの Microsoft �×�´§: 用アドインが提
供されています。SAS Visual Analytics Add-In for �×�´§: を使用すると、Microsoft 
Excel および Microsoft PowerPoint で SAS Visual Analytics レポートを開いたり、対話
操作したり、更新したりすることができます。SAS Visual Analytics Add-In for �×�´§:
は、Microsoft Word や Microsoft Outlook では使用できません。このアドインの処理対
象は SAS Visual Analytics コンテンツのみです。
SAS Add-In for Microsoft �×�´§: のこのリリースでは、SAS Visual Analytics 7.3 との追
加統合も提供されています。
n SAS Enterprise Guide から Microsoft �×�´§: ドキュメントに送信した SAS Visual 

Analytics レポートはすべて更新できるようになりました。
n �×�´§: ドキュメント内に完全なレポートステートを保存するかどうかを指定できま

す。
n SAS Visual Analytics レポートを更新すると、エクスポートデータはすべて自動的に

更新されます。
n SAS Visual Analytics レポートを更新する際に、すべての相互作用をリセットして、

更新されたレポートにデフォルト値が表示されるようにできます。

SAS Add-In 7.11 for Microsoft �×�´§:
SAS Add-In 7.11 for Microsoft �×�´§: が 2015 年 5 月に出荷されました。このリリース
では、SAS Visual Analytics に対して 7.2 および 7.3 リリースを含めるための追加サポー
トが提供されています。ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。
n SAS Visual Analytics との統合が向上した結果、Microsoft �×�´§: ドキュメントでレ

ポート要素の削除と検索ができるようになりました。
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n Microsoft Outlook で SAS アドインを使用すると、SAS Visual Analytics レポートを
PDF にエクスポートできます。

n SAS Visual Analytics レポートにスパーク線が含まれている場合、Microsoft Excel で
レポートを開くとその線を使用できます。

n SAS Add-In for Microsoft Î*ð¤3÷ でソフトウェア更新を自動的にチェックできます。

SAS Add-In 7.1 for Microsoft Î*ð¤3÷
SAS Add-In 7.1 for Microsoft Î*ð¤3÷ は、Microsoft Î*ð¤3÷ 2013、2010、および 2007
上で稼動し、SAS 9.2、SAS 9.3、または SAS 9.4 Server で稼動させられます。
このリリースの主な機能は、SAS Visual Analytics 6.2、6.3、6.4、7.1 との統合です。
n このリリースから、SAS Add-In for Microsoft Î*ð¤3÷ で SAS Visual Analytics レポー

トがサポートされます。これにより、要素のブラシ、フィルタ、ドリル、展開、折り
たたみが可能になります。Microsoft Excel、Microsoft Word、Microsoft 
PowerPoint、Microsoft Outlook でこの機能と対話できます。

n Microsoft Î*ð¤3÷ ドキュメントにオブジェクトを挿入する前に、SAS Visual Analytics
レポートの内容をプレビューできます。特定のオブジェクトを選択して挿入したり、
レポート全体を挿入したりできます。

n SAS Visual Analytics レポートのオブジェクトの前に、任意の指定フィルタを表示す
るかどうかを指定できます。クロス集計レポートを開いている場合、フィルタにはブ
レッドクラムも含まれます。

n SAS Visual Analytics レポートの表示やコメントの追加もできます。条件付きハイラ
イト表示のルールを表示できます。(これらのルールは、SAS Visual Analytics でレポ
ートが作成されたときに定義されたものです)。SAS Visual Analytics レポートでグ
ラフの作成に使用された集計データも表示できます。

このリリースにおけるもう 1 つの主な機能は、SAS Studio に同梱された、新しいタスク
インターフェイスとタスクの統合です。再設計されたタスクインターフェイスでは、最
近のタスクとお気に入りのタスクが表示されます。カテゴリ、フィルタ、および検索機
能を使用すると、必要なタスクをすばやく見つけられます。このインターフェイスから、
SAS Add-In for Microsoft Î*ð¤3÷ タスクと SAS Studio タスクにアクセスできます。
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その他の新機能としては、Microsoft Excel、Microsoft Word、Microsoft PowerPoint、
Microsoft Outlook での SAS Central の可用性が挙げられます。SAS Central (SAS 
Visual Analytics の Hub に類似したビュー)を使用すると、SAS Visual Analytics レポー
トおよび SAS Stored Processes に簡単にアクセスできます。
また、SAS Add-In 7.1 for Microsoft ?ÚJ2 � には、新しい LASR へのアップロードタスク
も含まれます。これにより、SAS Visual Analytics でデータにアクセスできるように、
SAS LASR Analytic Server にデータをアップロードできます。

SAS Add-In 6.1 for Microsoft ?ÚJ2 �
SAS Add-In 6.1 for Microsoft ?ÚJ2 � は、SAS Visual Analytics 6.1 と統合されています。
(SAS Add-In 6.1M1 for Microsoft ?ÚJ2 � は、SAS Visual Analytics 6.2 および 6.3 と統合
されています。)この統合により、SAS Add-In を使用して、SAS Visual Analytics Designer
と SAS Visual Analytics Explorer で作成されたレポートを開いたり更新したりすること
ができます。SAS Visual Analytics で作成されたお気に入りに対するアクセスと管理が
行えます。Microsoft ?ÚJ2 � の SAS Add-In では、SAS Visual Analytics の Hub に類似し
たビューも提供されます。このビューでは、お気に入りや最近開いた SAS Visual 
Analytics レポートに簡単にアクセスしてコメントを作成できます。
新しいスタンドアロンインストーラも SAS Add-In for Microsoft ?ÚJ2 � に使用できま
す。新しいインストーラは非常に小容量であるため、Microsoft System Center 
3ÓB=*�Ž�¬�²´Ł Manager (SCCM)などの事前設定ツールを使用した場合は特に、分散配
置でのインストールが容易になります。詳細については、SAS Deployment Wizard and 
SAS Deployment Manager 9.4: User’s Guide (http://support.sas.com/
deploywizug94.html)を参照してください。

SAS Enterprise Guide

SAS Enterprise Guide 7.13
SAS Enterprise Guide 7.13 は 2016 年 11 月に出荷され、SAS 9.4、9.3、および 9.2 で
サポートされています。
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SAS Enterprise Guide 7.13 には、次の新機能が含まれています。
n 新しい DATA ステップデバッガは、DATA ステッププログラムの論理エラーを見つけ

られるツールです。DATA ステップデバッガでは、プログラム実行時に、プログラム
変更の変数値を監視できます。プログラムを行ごとに実行したり、プログラムに特定
のブレークポイントを設定したりすることもできます。

n ファイルのコピータスクを使用すると、ファイルをローカルコンピュータから SAS 
Server に転送したり、SAS Server からローカルコンピュータに転送したりすること
ができるようになりました。ファイルのコピータスクは、FTP アプリケーションと同
じように機能します。ただし、このタスクでは SAS プロトコルに依存してファイル
転送を完了するので、FTP サーバーは必要としません。

n 新しい CAS へのアップロードタスクを使用すると、既存の SAS 9.4 データを SAS 
Cloud Analytic Services (CAS)にアップロードできます。

n このリリースから、デフォルトのグラフ形式が PNG になりました。新しいビルトイ
ングラフタスクのグラフ形式オプションを使用すると、棒グラフ、折れ線グラフ、円
グラフなどのグラフタスクのデフォルト形式を設定できます。

n エラーが発生した場合に、プロセスフローの実行を継続するかどうかを指定できま
す。

n サーバーファイルナビゲーションは、現在では、デフォルトで Windows サーバー上
のユーザーのドキュメントフォルダになります。また、ファイルナビゲーションにフ
ォルダショートカットが含まれるようになりました。

詳細については、SAS Enterprise Guide のソフトウェア製品ページを参照してくださ
い。

SAS Enterprise Guide 7.12
SAS Enterprise Guide 7.12 は 2016 年 2 月に出荷されました。ここでは、新機能と拡張
の一部を説明します。
n 保存機能が更新されて、すべて保存という新しいオプションが組み込まれました。保

存オプションのデフォルト動作では、プロジェクトのアクティブ項目が保存されるよ
うになりました。
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n Microsoft Excel および Microsoft PowerPoint 形式で結果を生成し、その形式に対す
るオプションを指定することができます。

n プログラム、データ、HTML 結果、プロセスフローなどのワークスペース内の項目の
内容をズームできます。

n デフォルトの関連付けられたアプリケーションで外部参照ファイルを開くことがで
きます。

n Microsoft Windows エクスプローラで外部参照ファイルのファイルの場所開くこと
ができます。

SAS Enterprise Guide 7.11
SAS Enterprise Guide 7.11 は 2015 年 5 月に出荷されました。このリリースでは、SAS 
Visual Analytics に対して 7.2 および 7.3 リリースを含めて追加サポートを提供してい
ます。ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。
n WHERE 式を使用して、迅速にデータをフィルタにかけられます。
n SAS Enterprise Guide でソフトウェア更新を自動的にチェックできます。
n SAS Visual Analytics レポートを PDF にエクスポートできます。
n 同じプロジェクト内や、別の SAS Enterprise Guide プロジェクトに、プロンプトの

コピーと貼り付けを行えます。
n お気に入りのリストにデータおよびレポートを追加できます。
n クエリビルダの使用時や、フィルタと並べ替えタスクを使用してデータのフィルタと

並べ替えを行う際に、大文字と小文字を区別しないフィルタを作成できます。

SAS Enterprise Guide 7.1
SAS Enterprise Guide 7.1 は、SAS 9.4、9.3、9.2 でサポートされています。新機能と拡
張の一部を次に示します。
n SAS Enterprise Guide 7.1 では、SAS Visual Analytics 6.2、6.3、6.4、7.1 との統合

がサポートされます。
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n 新しいプログラム履歴機能を使用すると、SAS Enterprise Guide で自分や他のプロ
グラマがプログラムに対して行った変更をトラッキングできます。

n 指定したテキストをプロジェクトから検索できます。
n タスクペインでは、名前、SAS プロシジャ、またはキーワードでタスクを検索できる

ようになりました。事前定義カテゴリまたは SAS プロシジャによってタスクのリス
トにフィルタをかけられます。最近開いたタスクやお気に入りとしてマークしたタ
スクにすばやくアクセスすることもできます。

n SAS Studio および Microsoft Internet Explorer 10 (以降)をマシンにインストールし
ている場合は、SAS Enterprise Guide で SAS Studio タスクを実行することもできま
す。

n SAS Enterprise Guide 7.1 には、新しい LASR へのアップロードタスクが含まれま
す。これにより、SAS Visual Analytics でデータにアクセスできるように、SAS LASR 
Analytic Server にデータをアップロードできます。

n 新しいプロジェクトログ要約ウィンドウは、プロジェクトログウィンドウと一緒に表
示され、プロジェクトログで生成されたすべてのメッセージの集計リストを含んでい
ます。

n SAS マクロ変数ビューアを使用すると、現在の SAS セッションで定義された SAS マ
クロ変数をすべて表示できます。このウィンドウを使用すると、SAS Enterprise 
Guide での作業中にマクロ変数に対する変更を確認したり、マクロ式を迅速に評価
したりできます。

n SAS システムオプションビューアを使用すると、現在の SAS セッションに対して定
義された SAS システムオプションをすべて表示できます。

n プログラムエディタでスマートハイライトが使用可能です。デフォルトでは、プログ
ラムエディタで単語の選択や検索を行うと、その単語の他の出現箇所もすべてハイラ
イトされます。

n 複数のテーブルを選択してクエリビルダを開くことができるようになりました。ク
エリビルダは、名前とデータ型が一致する列がテーブルに含まれている場合、自動的
にテーブルを結合します。

n プロセスフローのコピーと貼り付けができるようになりました。
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SAS Enterprise Guide 6.1
SAS Enterprise Guide 6.1 は、SAS 9.4、9.3、9.2 でサポートされています。このリリー
スでは、次の拡張が行われました。
n SAS ハイパフォーマンスツールとの統合。また、SAS ハイパフォーマンスツールに

は、ハイパフォーマンスロジスティックとハイパフォーマンス線形回帰分析タスクが
追加されました。

n 新しいログの要約ウィンドウによるプログラマの生産性向上。このウィンドウには、
プログラム実行時に生成されたすべてのエラー、警告、注、そして関連する行番号、
影響するコードのサンプルがリストされます。

n SAS プログラムを分析して、国際化対応問題が発生する可能性があるかどうかを判断
する機能。国際化対応は、プログラムを最適化して、プログラムを書き直さなくても
任意の言語や地域に適合させられるようにするためのプロセスです。プログラムの
国際化対応を分析すると、SAS Enterprise Guide で、影響を受ける可能性があるコ
ードの行がリストされ、可能な場合は置換の候補が示されます。

n メモを使用して、プロセスフロー、またはプロセスフロー内の特定オブジェクトに情
報を追加する機能。

n 新しいスタンドアロンインストーラやアプリケーションストリーミングサポートな
どの管理拡張。新しいインストーラは非常に小容量であるため、System Center 
¶%ıqj�74èæá´ù Manager (SCCM)などの事前設定ツールを使用した場合は特に、分散
配置でのインストールが容易になります。詳細については、SAS Deployment Wizard 
and SAS Deployment Manager 9.4: User’s Guide (http://support.sas.com/
deploywizug94.html)を参照してください。

SAS Enterprise Guide 6.1M1 (2013 年 12 月出荷)は、SAS Visual Analytics 6.2 と 6.3 と
統合されています。この統合により、SAS Visual Analytics Designer と SAS Visual 
Analytics Explorer で作成されたレポートを開いたり更新したりすることができます。
SAS Visual Analytics レポートは SAS Enterprise Guide プロジェクトとともに保存する
こともできます。
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SAS Mobile BI

SAS Mobile BI について
SAS Mobile BI アプリを使用して、Apple および Android のモバイルデバイスおよび
Windows タブレットで SAS Visual Analytics のレポートを表示できます。
SAS Mobile BI は、次の場所からダウンロードできます。
n Apple iTunes ストア
n Google Play

n Microsoft Windows ストア
詳細については、SAS Mobile BI ドキュメントを参照してください。

iPad、iPhone および Android デバイス用の SAS Mobile 
BI 8.14
SAS Mobile BI 8.14 では、SAS Visual Analytics 8.1、7.4、7.3、7.2 がサポートされてい
ます。

Windows 10 タブレット用の SAS Mobile BI 7.32
Windows 10 用の SAS Mobile BI 7.32 では、次の変更と拡張が行われています。
n レポートまたはレポートオブジェクトに関するコメントを追加する機能
n マップ上にデータを表示する機能
n SAS Visual Analytics 7.3 および 7.2 サーバーのサポート
n 多数の追加拡張と修正
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SAS 9.4 OLAP Server

SAS 9.4 では、SAS 9.4 OLAP Server に次の新機能が追加されました。
n OLAP キューブ情報のレポートを生成する新しい OLAPCONTENTS プロシジャ
n SAS OLAP Server オプションをバッチモードで設定する新しい OLAPCONFIG メソ

ッド
n 更新された OLAPOPERATE プロシジャ
n 新しい MDX Case ステートメント
n 計算されるメジャーの新しい VISUALTOTALS_BEHAVIOR オプション
さらに、レポート生成時に、自動的に多言語キューブのプロパティが複数言語で更新さ
れるようになりました。SQLRC マクロは、OLAP の SQL パススルー機能で使用できるよ
うになりました。
SAS 9.4M1 OLAP Server では、次の新機能と拡張機能が追加されました。
n 新しい LOGICALSERVERNAME オプションが OLAPOPERATE プロシジャに追加され

ました。
n SPD Server でのユーザー定義(FORMAT プロシジャスタイル)の出力形式の実行を有

効化できます。詳細については、SAS 9.4 OLAP Server: User’s Guide を参照してくださ
い。

n 新しい INSTR MDX 関数が追加されました。詳細については、SAS OLAP Server: MDX 
Guide を参照してください。

n LOCKDOWN オプションと LOCKDOWN ステートメントは、SAS OLAP Server でサ
ポートされます。

SAS 9.4M3 では、SAS 9.4 OLAP Server: User’s Guide に、SAS OLAP バリエーション、
MDX 関数の動作、不規則階層や不均衡階層、新しい THREADPOOLQRY オプションの情
報が記載されています。
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詳細については、What’s New in SAS 9.4 OLAP Server (SAS 9.4 OLAP Server: User’s 
Guide)を参照してください。

SAS Web Parts 6.1 for Microsoft SharePoint

Web Parts は、統合されたコントロールセットです。カスタマイズされ、動的コンテン
ツを Web サイトに提供するために使用します。Microsoft Windows SharePoint 
Services を使用することによって、SAS コンテンツを直接 Web サイトに追加できます。
SAS Web Parts 6.1 for Microsoft SharePoint では、管理者がサイトの SharePoint の接
続プロファイルを作成できます。次の 2 種類の SAS Web Parts が提供されています。
n SAS Central Web Part には、最近開いた SAS Visual Analytics レポートと、追加した

お気に入りが表示されます。他のレポートも開くことができます。これらのレポー
トは、新しい Web ブラウザに開かれます。
注: サイトに SAS Visual Analytics がライセンスされている場合にのみ、SAS Central 
Web Part が使用可能です。

n SAS Content Viewer Web Part では、レポート、Stored Process の結果、ダッシュ
ボードなどの SAS コンテンツを SharePoint サイトに追加できます。

詳細については、What’s New in SAS Web Parts 6.1 for Microsoft SharePoint (SAS Web 
Parts for Microsoft SharePoint: User’s Guide)を参照してください。

SAS Web Report Studio 4.4

SAS Web Report Studio 4.4 では、拡張された合計と小計が提供されます。また、サポ
ートするブラウザも複数追加されました。
詳細については、What’s New in SAS Web Report Studio 4.4 (SAS Web Report Studio: 
User’s Guide)を参照してください。
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SAS Data Management Standard

SAS 9.4 から、SAS Data Management Standard 2.41 (以降)オファリングが SAS 
Enterprise Data Integration Server オファリングと置き換えられます。SAS Data 
Management Standard オファリングには、DataFlux 製品(DataFlux Data 
Management Studio、DataFlux Data Management Server、DataFlux Authentication 
Server など)と SAS 製品(SAS Data Integration Studio や SAS/ACCESS など)の組み合わ
せが含まれています。このオファリングとその"Advanced"バージョンの製品のリスト

SAS Data Management Standard 131



については、SAS Data Management and SAS Data Integration Server のソフトウェア
製品ページを参照してください。
DataFlux Data Management 製品に対する SAS サポートのリストについては、SAS 
Note 51665 を参照してください。

DataFlux Authentication Server

DataFlux Authentication Server 4.1
UNIX および Linux 動作環境のインストールプロセスでは現在、ホスト認証の構成プロ
セスが自動化されています。以前のリリースでは、この構成プロセスはインストール後
に発生していました。インストール後に、いずれの動作環境でも認証を再構成できます。
構成オプション AdminLoginManagementPolicy により、管理者が ASBATCH ユーティ
リティを使用してユーザーを追加、変更または削除できるかが定義されるようになりま
した。
メンテナンスリリース 1 から、DataFlux Authentication Server 4.1 を必要とするのは、
DataFlux Web Studio と DataFlux Web Studio Server のみです。
DataFlux Authentication Server 4.1: Administrator’s Guide, Second Edition で、ログファ
イルにログイン名ではなくユーザー名を表示する方法が説明されるようになりました。
詳細については、DataFlux Authentication Server の製品ドキュメントページを参照し
てください。

DataFlux Authentication Server 3.2
DataFlux Authentication Server では、特定の SAS ソフトウェアオファリング(SAS 
Data Management オファリングなど)の DataFlux Data Management 製品に対する
権限と認証がサポートされます。オファリングの一部のコンポーネントは、デフォルト
で Authentication Server のかわりに SAS Metadata Server を使用するように構成され
るようになりました。その他のコンポーネント(オプションの SAS Federation Server
など)は、DataFlux Authentication Server を使用する必要があります。詳細について
は、DataFlux Authentication Server: Administrator’s Guide を参照してください。
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DataFlux Data Management Server

DataFlux Data Management Server 2.7
DataFlux Data Management Server 2.7 は、SAS 9.4M3 以降のリリースで稼動します。
ここでは、DataFlux Data Management Server 2.7 の主な拡張を説明します。
n DataFlux Data Management Server 2.7 は、SAS Metadata Server を排他的に使用

して、認証と権限をサポートします。DataFlux Data Management Server 2.7 には、
クラスタ化された SAS Metadata Server にアクセスするためのサポートも含まれて
います。

n SOAP クライアント接続のための FIPS 準拠を、DataFlux Data Management Server
のセキュリティ強化として使用できるようになりました。

n SAS Data Management Server 2.7 では、バッチジョブ、リアルタイムデータサービ
ス、およびプロセスサービスのために REST API を介して Web サービス呼び出しを
行うこともできます。

詳細については、DataFlux Data Management Studio and DataFlux Data 
Management Server のソフトウェア製品ページを参照してください。

DataFlux Data Management Server 2.6
DataFlux Data Management Server 2.6 は、SAS 9.4M1 以降のリリースで稼動します。
ここでは、DataFlux Data Management Server 2.6 の主な拡張を説明します。
n 既存オブジェクトと置き換えるオブジェクトをインポートする場合、既存オブジェク

トのアクセス許可を新規オブジェクトに適用できるようになりました。
n オブジェクト、ジョブ、およびサービスは、DataFlux Data Management Server へ

の追加時に、デフォルトのアクセスコントロールリスト(ACL)を受け取ります。2.6 リ
リースでは、デフォルトの ACL に、ユーザーおよびグループのリストに対する
ALLOW または DENY のアクセス許可が含まれます。
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n バッチおよびプロファイルジョブのログを管理者や SAS Job Monitor にとってアク
セスしやすいものにするために、ログファイルに個別の保存場所を指定できるように
なりました。

n dmpexec コマンドでジョブを実行する場合、そのジョブ実行によって生成されるロ
グファイルを構成できるようになりました。

n DataFlux Data Management Server によって送受信される SOAP パケットに対す
るログデータの取得を有効化できるようになりました。

n リアルタイムサービスから出力データの XML を検証できるようになりました。

DataFlux Data Management Server 2.5
DataFlux Data Management Server では、許可された SOAP/HTTP クライアントによ
りサブミットされる要求に応えて、ジョブとリアルタイムサービスが実行されます。
DataFlux Data Management Server 2.5 は、SAS 9.4 上で稼動します。
ここでは、DataFlux Data Management Server 2.5 の主な拡張を説明します。
n DataFlux Data Management Server は、新しいサーバー構成とセキュリティを実装

しました。
n セキュリティのため、SAS Metadata Server がデフォルトで構成されます。
n SAS Metadata Server は、サーバー開始時に、構成オプションを提供します。
n SAS Job Monitor は、ジョブステータスと統計量を収集します。

DataFlux Data Management Studio

DataFlux Data Management Studio 2.7
ここでは、DataFlux Data Management Studio 2.7 の主な拡張を説明します。
n このリリースには、Quality Knowledge Bases のカスタマイズのための拡張機能が

複数含まれています。正規表現ライブラリエディションの正規表現のコピーと貼り
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付けができるようになりました。用語エディタで外部ファイルから単語、カテゴリ、
および尤度値をインポートできます。文法エディタでルールとカテゴリのコピーと
貼り付けができます。

n DataFlux Data Management Server または SAS Federation Server へのアクセスが
必要な場合は、SAS Metadata Server にログオンする必要があります。

n Netezza 7.2.0.5 が、DataFlux Data Management Studio のデータストレージ用サ
ポートデータベースのリストに追加されました。

2017 年 6 月のリリースでは、データストレージと DataFlux リポジトリ用の追加データ
ベースがサポートされています。
詳細については、DataFlux Data Management Studio and DataFlux Data 
Management Server のソフトウェア製品ページを参照してください。

DataFlux Data Management Studio 2.6
ここでは、DataFlux Data Management Studio 2.6 の主な拡張を説明します。
n Quality Knowledge Base のカスタマイズのための拡張インターフェイス
n Apache Hive および Cloudera Impala のための新しい ODBC ドライバ
n クラスタリングに対する変更
n SAS Lineage Viewer に対する追加サポート
n SAS Business Data Network に対する追加サポート

DataFlux Data Management Studio 2.5
ここでは、DataFlux Data Management Studio 2.5 の主な拡張を説明します。
n SAS Metadata Server では、DataFlux Data Management Server への接続を認証で

きるようになりました。
n ジョブログでは、ジョブ内のノードのランタイム統計量が提供されるようになりまし

た。
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n サイトに SAS Environment Manager と SAS Job Monitor がライセンスされている
場合、Web ブラウザを使用して、Data Management Studio ジョブとそのジョブ内
のノードのランタイム統計量を表示できます。

DataFlux Secure

DataFlux Secure 2.7
DataFlux Secure 2.7 は、SAS 9.4M3 以降のリリースで稼動します。
DataFlux Secure は、DataFlux Data Management Server および DataFlux Data 
Management Studio で SOAP クライアント接続のための FIPS 準拠を提供するように
なりました。
詳細については、DataFlux Secure の製品ドキュメントページから DataFlux Secure: 
Administrator’s Guide を参照してください。

DataFlux Secure 2.5
DataFlux Secure を使用すると、特定の SAS ソフトウェアオファリング(Data 
Management オファリングなど)のコンポーネントに対するセキュリティの拡張が可能
です。デフォルトで、無効化された状態の DataFlux Secure がこれらのコンポーネント
ともにインストールされるようになりました。プラットフォームコンポーネントで、拡
張された暗号化、SSL/TLS 保護、FIPS 準拠を有効化できます。2014 年 5 月のリリース
から、SAS Federation Server Manager での SSL 構成のサポートに �˘¬¿é×¼gÏ ユーティ
リティを使用できるようになりました。
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SAS Quality Knowledge Base for Contact 
Information

SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 
27
SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 27 では、次のロケールが更新さ
れています。
n 英語(フィリピン)

n 英語(米国)

n ポルトガル語(ブラジル)

n スペイン語(メキシコ)

n スペイン語(スペイン)

詳細については、Quality Knowledge Base (QKB) for SAS and DataFlux のソフトウェ
ア製品ページを参照してください。

SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 
26
SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 26 では、次のロケールが更新さ
れています。
n 英語(フィリピン)

n ポルトガル語(ブラジル)

n スペイン語(メキシコ)

新しい電子メール識別、マッチ、解析、標準化の定義はすべてのロケールで使用可能で
す。
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SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 
25
SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 25 では、英語(フィリピン)ロケ
ールのサポートが加えられました。

SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 
24
SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 24 では、次のロケールと定義が
更新されました。
n ポルトガル語(ブラジル)

n スペイン語(メキシコ)

n スペイン語(スペイン)

SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 
23
SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 23 には、ヘブライ語(イスラエ
ル)の日付定義のサポートが加えられました。
また、このリリースでは、次のロケールも更新されました。
n ポルトガル語(ブラジル)

n スペイン語(メキシコ)

n トルコ語(トルコ)

すべてのロケールについて、次の定義が更新されています。
n 住所(グローバル)解析定義
n 電子メールマッチ定義
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また、SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 23 では、次のロケールに
対するフィールド名識別分析およびマッチ定義も更新されました。
n すべての英語ロケール
n 中国語(中国)

n デンマーク語(デンマーク)

n ドイツ語(ドイツ)

n フランス語(フランス)

n ヘブライ語(イスラエル)

SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 
22
SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 22 では、全ロケールに対する電
子メールのパースと標準化定義が更新されました。
さらに、次の言語とロケールが更新されました。
n 英語(ニュージーランド)

n 英語(米国)

n デンマーク語(デンマーク)

n フランス語(フランス)

n ポルトガル語(ブラジル)

Quality Knowledge Base Locales for Contact 
Information 2013A

Quality Knowledge Base Locales for Contact Information 2013A は、ヘブライ語(イス
ラエル)言語とロケールをサポートしました。
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英語(ニュージーランド)言語とロケールで住所関連の定義サポートが更新されました。

SAS Quality Knowledge Base for Product Data 
5

SAS Quality Knowledge Base for Product Data には、一般的な製品データの属性に対
する抽出、解析、標準化、パターン分析の定義が含まれます。このリリースには、一般
的な特性ベースの標準化の定義も追加されています。

Quality Knowledge Base Locales for Product 
Data 2013A

Quality Knowledge Base Locales for Product Data 2013A は、イタリア語(イタリア)言
語とロケールをサポートしました。
フランス語とドイツ語の梱包/UOM の標準化定義サポートが更新されました。

SAS Business Data Network

SAS Business Data Network 3.2
SAS Business Data Network 3.2 は、2017 年 4 月に出荷され、SAS 9.4M4 上で稼働し
ます。
ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。
n スナップショットを作成して、データの読み取り専用ビューを保存できるようになり

ました。
n SAS Business Data Network Application Programming Interface (API)が、公開配

信用に承認されています。
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n SAS Lineage 3.2 のメインウィンドウで、SAS Business Data Network で開くオブジ
ェクトを選択します。

n CSV ファイルから用語をインポートできるようになりました。
n リレーションシップサービスにインポート結果をパブリッシュできます。
n URL、日付および RTF は、用語の種類に使用できる新しい属性です。
詳細については、SAS Business Data Network の製品ドキュメントページを参照してく
ださい。

SAS Business Data Network 3.1
ビジネスデータ用語リストは、組織の利害関係者間の共通理解を促進する、信頼できる
用語集です。SAS Business Data Network 3.1 は、ビジネスデータ用語リストの管理を
可能にするアプリケーションです。これは次の情報を管理するための共同アプローチを
サポートします。
n 要件や属性などのビジネス用語の説明
n 関連ソースデータと参照データ
n 連絡先(テクニカル所有者、ビジネス所有者、関係者など)

n 用語と処理の関係(Data Management Studio ジョブ、サービス、ビジネスルールな
ど)

SAS Business Data Network は、ビジネスルールおよびデータモニタリング処理に用語
をリンクさせることによって、データコンシューマがデータの理解を深めるための単一
のエントリポイントを提供します。データスチュワード、IT スタッフおよびエンタープ
ライズアーキテクトは、その用語を使用すると、プロジェクトやビジネスユニット全体
に共通の用語集を促進することができます。アクセス許可を設定して、特定ユーザーに
のみ SAS Business Data Network のデータに対するアクセスと制御を許可することも
できます。
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SAS Data Loader for Hadoop

SAS Data Loader 3.1
SAS Data Loader 3.1 は SAS 9.4M4 上で稼働します。
ここでは、このリリースの主な拡張機能を示します。
n マルチユーザー Web アプリケーションが、SAS Intelligence Architecture に基づく

ようになりました。
n 集中管理サポートによって、サーバー、アクセス、ディレクティブ、QKB 更新が管

理されるようになりました。
n 新しい IT フレンドリな管理配置プロセスで、SAS 配置ツールが使用されます。
n 追加の接続オプションで、外部データソースへの直接アクセスが提供されます。
n 更新されたサポートによって、最新の Hadoop テクノロジを使用できるようになり

ます。
n SAS データ管理ソフトウェアとの統合が強化されて、リモートディレクティブ実行が

可能になっています。
詳細については、SAS Data Loader のソフトウェア製品ページを参照してください。

SAS Data Loader 2.4 for Hadoop
ここでは、SAS Data Loader 2.4 for Hadoop の主な拡張機能を示します。
n SAS Data Loader for Hadoop の新しい試用版が提供されています。
n 新しいマッチマージデータディレクティブを使用すると、複数のソーステーブルの列

を単一のターゲットテーブルに結合できます。行が 2 つ以上のソーステーブルに一
致する場合に指定された列のデータをマージすることもできます。

n ディレクティブの連結という新しいディレクティブを使用すると、保存された 2 つ以
上のディレクティブを連続か並列で実行できます。
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n Apache Spark と Cloudera Impala によるパフォーマンスの向上。
n Hadoop ディストリビューション Pivotal HD および IBM Big Insights に対するサポ

ート。Cloudera、Hortonworks、および MapR の新バージョンがサポートされてい
ます。Kerberos と MapR または IBM Big Insights の組み合わせはサポートされて
いません。

SAS Data Loader 2.3 for Hadoop
ここでは、SAS Data Loader 2.3 for Hadoop の主な拡張機能を示します。
n 区切りファイルを Hadoop にインポートするためのサポート。
n SAS LASR Analytic Server の拡張機能のサポート。ディレクティブの LASR にデータ

をロードでは、SAS LASR Analytic Server ソフトウェアの非グリッド構成にデータを
ロードする際、SASIOLA エンジンでの対称型マルチプロセッシング(SMP)がサポート
されるようになりました。

n データ品質分析の新機能では、大文字と小文字を変更、性別分析、パターン分析、フ
ィールド抽出という変換が提供されるようになりました。

n Hadoop の拡張機能のサポート。Cloudera と Hortonworks の新バージョンがサポ
ートされています。MapR に対するサポートが追加されました。Kerberos と MapR
の組み合わせはサポートされていません。

n Apache Hive の拡張機能のサポートにより、既存の Hive プログラムを貼り付けて編
集し、そのプログラムを Hadoop で実行することができます。

SAS Data Loader 2.2 for Hadoop
SAS Data Loader for Hadoop では、ビジネスアナリストやデータサイエンティスト向
けにセルフサービスのビッグデータ準備、データ品質、およびデータ統合が提供されま
す。ポイントアンドクリックのユーザーインターフェイスを使用すると、コードを書か
ずに、ビッグデータの準備、統合、およびクレンジングをより迅速かつ簡単に行えます。
さらに、パワーユーザーは、Hadoop 上で SAS コードやデータ品質関数をより迅速に実
行して、生産性を向上させ、データ移動を削減できます。
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SAS Data Loader for Hadoop 2.2 は SAS 9.4M2 上で稼働します。このリリースでは、
SAS Data Loader for Hadoop を使用すると、Hadoop 上でデータのクエリ、結合、プ
ロファイル、変換を行えます。リレーショナルデータソースと SAS データセットを
Hadoop からまたは Hadoop に移動できます。Hadoop 内でデータの解析や標準化を
行えます。SAS Data Loader for Hadoop を使用すると、ビジュアル化や分析のために、
データをメモリにロードできます。Hadoop 上で SAS コードとデータ品質関数を並列
実行することもできます。

SAS Data Integration Studio

SAS Data Integration Studio 4.902
SAS Data Integration Studio 4.902 は SAS 9.4M4 上で稼働します。
ここでは、SAS Data Integration Studio 4.902 の主な拡張を示します。
n sFTP、Amazon S3、Cloud Analytic Services 転送、データローダーディレクティブ

という新しい変換を使用できます。
n 新しい RedShift ソースデザイナがサポートされています。
n Data Integration Studio の新しいソースデザイナでは、Cloud Analytic Services エ

ンジン(CAS ソースデザイナ)を表す新しい LIBNAME テンプレートがサポートされて
います。

n SCD Type 2 ローダー変換では、SQL パススルーに対する Netezza ターゲットがサポ
ートされるようになりました。

n 転置変換では、HADOOP や TERADATA 内で実行可能な In-Database バージョンの
PROC TRANSPOSE の実行がサポートされています。

詳細については、What’s New in SAS Data Integration Studio 4.902 (SAS Data 
Integration Studio: User’s Guide)を参照してください。

SAS Data Integration Studio 4.901
SAS Data Integration Studio 4.901 は SAS 9.4M3 上で稼働します。
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ここでは、SAS Data Integration Studio 4.901 の主な拡張を示します。
n フォークノード、フォーク終了ノード、完了の待機ノードという 3 つの新しい変換

を使用できます。
n このリリースでは、Hadoop (Hive)、HAWQ、Impala、LASR、PI、SASHDAT エンジ

ンに対するサポートが更新されています。
n PI LIBNAME エンジンがサポートされます。
n 新しい HAWQ ソースデザイナが使用可能です。
詳細については、What’s New in SAS Data Integration Studio 4.901 (SAS Data 
Integration Studio: User’s Guide)を参照してください。

SAS Data Integration Studio 4.9
SAS Data Integration Studio 4.9 は SAS 9.4M2 上で稼働します。
ここでは、SAS Data Integration Studio 4.9 の主な拡張を示します。
n Cloudera Impala に対応した新しいソースデザイナウィザードを使用できます。
n High-Performance Analytics 変換と Enterprise Decision Management 変換はプロ

ダクション版になりました。
詳細については、What’s New in SAS Data Integration Studio 4.9 (SAS Data Integration 
Studio: User’s Guide)を参照してください。

SAS Data Integration Studio 4.8
SAS Data Integration Studio 4.8 は SAS 9.4M1 上で稼働します。
ここでは、SAS Data Integration Studio 4.8 の主な拡張を示します。
n ジョブの条件付き処理をサポートする新しい変換
n Vertica と SAP HANA 対応の新しいソースデザイナウィザード
n SAS Decision Manager フローをジョブに組み込む、新しい変換(評価版)
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SAS Data Integration Studio 4.7
SAS Data Integration Studio は、SAS 9.4 上で稼動します。このリリースから、SAS 
Data Integration Studio ジョブからサードパーティ製の Web クライアントにアクセス
できるようになりました。この機能を使用すると、そのクライアントからプログラムを
使用して情報にアクセスし、データ統合プロジェクトで使用できます。また、新しいコ
マンド行インターフェイスを介して一度に多くのジョブを配置することもできます。

SAS Data Management Console

SAS Data Management Console は、システムにインストールされたデータ管理とデー
タガバナンス製品を開くことができる集中型の Web ベース環境です。コンソールを使
用すると、これらの製品のプリファレンスの設定と、これらの製品の情報を表示できま
す。コンソールのホームページには、ログオンに関連付けられた役割と機能に基づいて、
SAS 製品、コンポーネント、機能が表示されます。
SAS Data Management Console は、多数の SAS Data Management および SAS MDM
オファリングに含まれています。詳細については、SAS Data Management Console の
製品ドキュメントページを参照してください。

SAS Data Quality Accelerator for Teradata

SAS 9.4 Data Quality Accelerator for Teradata
SAS 9.4 Data Quality Accelerator for Teradata には、In-Database データ品質操作に対
する全体的な修正と拡張が含まれています。
また、SAS Data Quality Accelerator for Teradata 製品のリリース番号付けが、SAS Data 
Quality Accelerator 2.7 for Teradata から SAS 9.4 Data Quality Accelerator for 
Teradata に変更されました。この新しい番号付けは、会社での最近の統合で、DataFlux 
Data Management Studio を、データ品質、データ統合、データガバナンス、マスタデ
ータ管理ソリューションから成る SAS スイートに組み込んだ結果です。この変更に合
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わせて、SAS Data Quality Accelerator 2.7 for Teradata: User’s Guide というタイトルが
SAS 9.4 Data Quality Accelerator for Teradata: User’s Guide に修正されました。
詳細については、SAS Data Quality Accelerator for Teradata の製品ドキュメントペー
ジを参照してください。

SAS Data Quality Accelerator 2.7 for Teradata
SAS Data Quality Accelerator 2.7 for Teradata の拡張によって、SAS In-Database テク
ノロジの最新バージョンとの互換が可能になりました。その結果、Teradata データベー
スでのソフトウェアのインストール方法が変更されました。
ドキュメントも変更されました。アクセラレータのためのインストール後の構成および
管理手順については、SAS Data Quality Accelerator for Teradata: User’s Guide のかわり
に SAS In-Database Products: Administrator’s Guide の“Administrator’s Guide for 
Teradata”セクションに公開されています。

SAS Data Quality Accelerator 2.6 for Teradata
SAS Data Quality Accelerator 2.6 for Teradata の内部拡張によって、メモリ管理が改善
され、ソフトウェアインフラストラクチャが効率化されています。

SAS Data Quality Accelerator 2.5 for Teradata
SAS Data Quality Accelerator 2.5 for Teradata では、新しいストアドプロシジャが追加
され、既存ストアドプロシジャが変更されました。
SAS Data Quality Accelerator 2.5 for Teradata は、DQ_GENDER()、DQ_MATCH()およ
び DQ_STANDARDIZE()ストアドプロシジャの解析バリアントを追加することで、その
Data Quality オファリングを拡張しました。新しい DQ_GENDER_PARSED()、
DQ_MATCH_PARSED()および DQ_STANDARDIZE_PARSED()ストアドプロシジャは、単
一の入力文字列のかわりに事前解析データを入力として受け入れます。
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このリリースでは、事前解析サポート、情報提供、およびセッション管理のストアドプ
ロシジャも追加されています。
n 事前解析サポートストアドプロシジャでは、DQ_OPERATION_PARSED()ストアドプ

ロシジャへの入力として機能するトークンと列のマッピングの作成と管理が行われ
ます。

n 情報提供ストアドプロシジャでは、SAS Data Quality Accelerator for Teradata セッ
ションで使用可能なロケールおよび SAS Quality Knowledge Base 定義がリストさ
れます。

n セッション管理のストアドプロシジャでは、ストアドプロシジャが既存出力テーブル
にデータを追加するのではなく上書きするようにできます。

SAS Data Quality Accelerator 2.4 for Teradata
SAS Data Quality Accelerator for Teradata は、In-Database データ品質機能を提供す
る新しい製品です。データ品質機能は、Teradata ストアドプロシジャとして提供され、
これにより解析、パターン分析、マッチコード生成などの多数のタスクを実行できます。
データ品質操作を、データベース外で個別ユーティリティとして実行するのではなく、
データベース内で実行すると、ネットワーク I/O パフォーマンスの削減、マルチノード
アーキテクチャを活用した線形のパフォーマンスゲインの実現、情報がデータベースか
ら送信されないことによる情報のセキュリティ強化などの利点がもたらされます。この
製品には、Quality Knowledge Base (QKB)と、QKB を転送して Teradata データベース
に配置するツールが含まれています。

SAS 9.4 Data Quality Server

SAS Data Quality Server は、データ品質操作(照合や標準化など)を実行する SAS 言語要
素、DataFlux Data Management Server と相互作用する要素で構成されます。SAS 
Data Quality Server には、SAS から使用可能なサンプル Quality Knowledge Base 
(QKB)が同梱されます。
SAS 9.4 Data Quality Server は、特定の SAS オファリング(SAS Data Management オ
ファリングの 2.41 以降など)のコンポーネントと通信し、統合システムを提供します。
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SAS Data Quality Server は、SAS Data Quality オファリングの主要コンポーネントでも
あります。
SAS 9.4M3 では、SAS Data Quality Server の DQLOCLST プロシジャが拡張されていま
す。DQLOCLST プロシジャでは、SAS オプション DQSETUPLOC で指定された、Quality 
Knowledge Base のロケールのリストを含むデータセットが作成されます。
SAS 9.4 のメンテナンスリリース 3 では、SAS Data Quality Server がアップグレードさ
れて、結果が DataFlux Data Management Studio 2.7 と同期されます。
SAS 9.4M4 では、SAS Data Quality Server は、SSL 対応の DataFlux Data Management 
Server2.1 以降との相互運用が可能です。SAS Data Quality Server の関連言語要素で、
HTTPS URL を使用して、セキュリティ保護されたサーバーソフトウェアと通信し、ジョ
ブやサービスを実行できるようになりました。
詳細については、What’s New in SAS 9.4 Data Quality Server (SAS Data Quality Server: 
Reference)を参照してください。

SAS Data Remediation

SAS Data Remediation 2.3
SAS Data Remediation 2.3 は、2017 年 4 月に出荷され、SAS 9.4M4 上で稼働します。
詳細については、SAS Data Remediation の製品ドキュメントページを参照してくださ
い。

SAS Data Remediation 2.2
SAS Data Remediation 2.2 には、group-by 機能が含まれるようになりました。修復プ
ラグインに対して拡張が行われました。SAS Data Remediation 2.2 には、新しい概要ポ
ートレットと、SAS Visual Analytics のレポート表示機能が追加されています。SAS 
Data Remediation 2.2 でプリファレンスを保存できるようになりました。
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SAS Data Remediation 2.1
SAS Data Remediation を使用すると、SAS MDM バッチジョブとリアルタイムプロセス
でビジネスルールによってトリガされた問題の管理と修正を行えます。Data 
Remediation では、アプリケーションとサブジェクト領域に基づき分類されたデータ例
外へのユーザーベースまたは役割ベースのアクセスが可能です。データ修復問題は一度
レビューされると、同じアプリケーション内で修正されるため、別のユーザーが修正プ
ロセスを完了する必要がなくなります。
SAS Data Remediation は、SAS MDM、SAS Task Manager などの SAS データ管理製品
と組み合わせることで機能します。

SAS Data Surveyor for SAP

SAS Data Surveyor 5.1 for SAP には、SPO (Semantically Partitioned Object)と SAP 
HANA で最適化されたインフォキューブの新しい機能が追加されています。
SAS Data Surveyor 5.3 for SAP は、2016 年 11 月に出荷され、SAS 9.4M4 上で稼働し
ます。
詳細については、SAS Data Surveyors のソフトウェア製品ページを参照してください。

SAS Federation Server

SAS Federation Server について
SAS Federation Server では、データの移動やコピーを行わずに、複数ソースからのデ
ータの仮想ビューを迅速に作成するビジネス機能が提供されます。また、頻繁に使用さ
れるデータのデータキャッシュもサポートされるので、結果的にクエリパフォーマンス
を向上させられます。SAS Federation Server のセキュリティ機能には、データマスキ
ング、行レベルセキュリティ、ガバナンス向上のためのアクセスの一元管理が含まれま
す。
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SAS Federation Server 4.2
ここでは、SAS Federation Server 4.2 の主な拡張を示します。
n ユーザー、グループ、ログイン(個人、グループ、共有など)、ドメインの認証と永続

性については、SAS Metadata Server が DataFlux Authentication Server に取って代
わります。

n 新しいデータマスキングルールで、追加の暗号化サポートが提供されます。
n SAS Federation Server で、DATA ステップ 2 (DS2)言語がサポートされるようになり

ました。
n SAS Quality Knowledge Base (QKB)を FedSQL および DS2 と一緒に使用して、新し

いデータ品質およびクレンジング機能が実装されます。
n SAS Federation Server は、MDS データストアを介してメモリ内のデータキャッシュ

を保持する機能を有するようになりました。
n SAS Federation Server Driver for Apache Hadoop を Hadoop (HIVE)への読み取

り/書き込みアクセスのために使用できるようになりました。
n 新しい Federation Server ドライバを使用すると、複数の SAS Federation Server 間

でデータソースを共有できます。
詳細については、What’s New in SAS Federation Server 4.2 (SAS Federation Server 4.2: 
Administrator’s Guide)を参照してください。

SAS Federation Server 4.1
ここでは、SAS Federation Server 4.1 の主な拡張を示します。
n 新しいドライバが 4 つ追加されました。

o SAS Federation Server Driver for SAP HANA

o SAS Federation Server Driver for Netezza

o SAS Federation Server Driver for PostgreSQL

o SAS Federation Server SASHDAT Data Source Driver
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n SAS Federation Server では、データソース内の機密情報を‘匿名化’する方法として
新しいデータマスキング機能が提供されます。

n SQL 言語スクリプト機能によって、起動およびシャットダウンイベントの管理ニーズ
が処理されます。

n 新しい API (REST インターフェイスとして実装)では、SAS Federation Server との対
話と管理がサポートされます。

詳細については、What’s New in SAS Federation Server 4.1 (SAS Federation Server 4.1: 
Administrator’s Guide)を参照してください。

SAS Federation Server 3.2
DataFlux Federation Server は現在 SAS Federation Server です。この名前変更は、
DataFlux 製品を、データ品質、データ統合、データガバナンス、マスタデータ管理ソリ
ューションから成る SAS スイートに統合した結果です。
In-Memory データストア(MDS)は、SAS Federation Server に実装可能なトランザクシ
ョン In-Memory データストアです。
権限キャッシュは、権限決定を効率化し、結果的にパフォーマンスを向上させるための
ツールとして提供されています。
詳細については、What’s New in SAS Federation Server 3.2 (SAS Federation Server 3.2: 
Administrator’s Guide)を参照してください。

SAS Job Monitor

SAS Job Monitor 2.2
Job Monitor 2.2 は、環境ロケールを構成する追加パラメータを提供します。
Job Monitor エージェントプラグインは、その言語と国の設定を使用して、SAS Data 
Integration Studio のログを解析します。(言語と国の設定のデフォルト値は、エージェ
ントの実行マシンから取得されます。)言語と国の設定は、Job Monitor エージェントと
SAS Data Integration Studio で一致する必要があります。Job Monitor エージェント
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プラグインで使用される言語、国、バリアントを無効にするために、新しいオプション
がユーザーインターフェイスに追加されました。これらのオプションは、Data 
Integration Studio に対するエージェントプラグインの設定を無効にします。さらに、
SAS Data Integration Studio と SAS Data Management Server の両方のジョブにエン
コーディングオプションが追加され、エージェントプラグインの設定を無効にできます。
Job Monitor 2.2M1 は、2017 年 4 月に出荷され、SAS 9.4M4 以降のリリースで稼働し
ます。

SAS Job Monitor 2.1
SAS Environment Manager のプラグインである SAS Job Monitor によって SAS Data 
Integration Studio や DataFlux Data Management Server からの情報、DataFlux Data 
Management Studio からの特定のジョブが統合されます。SAS Job Monitor を使用し
て、これらのアプリケーションから実行されるジョブの状態を監視できます。
SAS Job Monitor によって指定の場所にあるジョブのログが読み込まれ、ログからのラ
ンタイム統計量が表示されるため、ステータス情報とパフォーマンス統計量のモニタが
可能です。ジョブテーブルを使用すると、過去の実行時間を表示でき、さらにジョブに
ドリルダウンして詳細、傾向、ステータスを参照できます。
ヘルプは製品内から使用できます。

SAS Lineage

SAS Lineage 3.2
SAS Lineage 3.2 は、2017 年 4 月に出荷され、SAS 9.4M4 上で稼働します。このリリー
スでは、主な拡張機能はリンクを開く機能です。オブジェクトを選択してリンクを開く
をクリックすると、SAS Business Data Network でオブジェクトが開きます。
詳細については、SAS Lineage の製品ドキュメントページを参照してください。
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SAS Lineage 3.1
SAS Lineage 3.1 は、オブジェクト間のリレーションシップを視覚化する Web ベースの
ダイアグラムコンポーネントです。SAS データベース管理やビジネスインテリジェンス
アプリケーションからアクセス可能な、スタンドアローンの Lineage とリレーションシ
ップビューアとして使用されます。このコンポーネントには、2 つのモードがあります。
まず、1 つのネットワークダイアグラムにすべてのリレーションシップが表示されます。
次に、2 つの左から右への依存関係ダイアグラムを利用できます。1 つのダイアグラム
(ガバナンス)にはデータガバナンス情報が表示され、もう 1 つのダイアグラム(インパク
ト分析)には親子関係のみ表示されます。これらのダイアグラムに表示されるリレーシ
ョンシップ情報は、Web Infrastructure Platform Data Server の一部であるリレーショ
ンシップデータベースから取得されます。

SAS MDM

SAS MDM 4.3
SAS MDM 4.3 は 2017 年 4 月に出荷され、SAS 9.4M4 (およびそれ以前のリリース)上で
稼働します。
SAS MDM 4.3 では、次の領域で新機能と拡張が実装されました。
n SQL Server 2014 のサポート
n クラスタの表示時に提示されるレコード数の構成可能な制限
n 修復問題の自動クリーンアップ
n 廃止によりクラスタが変化した場合の新たなサバイバーの作成
n 階層へのアクセスの制御
詳細については、SAS MDM の製品ドキュメントページを参照してください。
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SAS MDM 4.2
SAS MDM 4.2 では、次の領域で新機能と拡張が実装されました。
n SAS Visual Analytics のレポート
n ソースシステム管理機能
n プロセスコントロール拡張
n リレーションシップの種類の属性
n クロスフィールドのクラスタリング
n ソースシステムのハーモナイズ

SAS MDM 4.1
SAS MDM は、SAS 9.4 のマスタデータ管理テクノロジを統合する製品です。SAS MDM
は Web ベースのアプリケーションであり、正確で統合された単一のビューで企業データ
を表示し、さまざまなデータソースの情報を 1 つのマスタレコードに統合します。SAS
では、マスタデータ管理プロセスの開発が可能です。また、既存のデータリソースの分
析、情報の統合されたビューの作成、時系列のデータのマスタビューの管理に必要なテ
クノロジを提供します。最新リリースは、パフォーマンス強化と SAS メタデータとの統
合を特徴とします。
SAS MDM は、SAS Data Remediation、SAS Task Manager、SAS Visual Process 
Orchestration、他の SAS データ管理製品と連携しています。

SAS Task Manager

SAS Task Manager 2.2
SAS Task Manager 2.2 の主な拡張として、4 つの新しいユーザープリファレンスがあり
ます。
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詳細については、SAS Task Manager の製品ドキュメントページを参照してください。

SAS Task Manager 2.1
SAS Task Manager は、SAS MDM などの他のアプリケーションに対する補完アプリケ
ーションで、SAS �åé�0ŽTó テクノロジと統合されます。別の SAS アプリケーションか
ら開始されたワークフローであってもユーザーにダイレクトアクセスを付与します。
SAS �åé�0ŽTó のサーバー環境にアップロードされたワークフローを開始、停止、遷移
できます。
SAS Task Manager は、SAS MDM、SAS Data Remediation などの SAS データ管理製品
と組み合わせることで機能します。

SAS Visual Process Orchestration

SAS Visual Process Orchestration 2.2
SAS Lineage は、ジョブのソースとターゲットの Lineage の表示を可能にする Web ク
ライアントです。SAS Relationship Content Service が有効化されている場合、Lineage
メタデータを SAS Visual Process Orchestration からこのサービスにエクスポートし、
SAS Lineage からのアクセスを可能にします。
SAS Visual Process Orchestration の次のトピックのドキュメントが拡充されました。
n SAS Data Management Console へのログオン。ログオントピックは、このアプリ

ケーションへの複数のアクセス方法を説明するようになりました。
n AS Visual Process Orchestration ジョブに対応した SAS Job Monitor の構成。サイ

トに SAS Environment Manager と SAS Job Monitor がライセンスされている場
合、Web ブラウザを使用して、SAS Visual Process Orchestration ジョブのランタイ
ム統計量を表示できます。SAS Job Monitor のトピックに、オーケストレーションジ
ョブに対応するためのこのアプリケーションの構成の詳細が含まれるようになりま
した。

詳細については、SAS Visual Process Orchestration の製品ドキュメントページを参照
してください。
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SAS Visual Process Orchestration 2.1
SAS Visual Process Orchestration は、SAS Data Management Console から起動され
る Web オーサリング環境です。オーサリング環境は、オーケストレーションジョブ(別
のジョブを実行するプロセスジョブ)の作成に使用されるノードを提供します。
オーケストレーションジョブは、さまざまなシステムの実行可能ファイルを単一のプロ
セスフローに統合できます。単一のオーケストレーションジョブで、SAS Data 
Integration Studio ジョブ、DataFlux Data Management Studio ジョブ、SAS コードフ
ァイル、サードパーティプログラム、スクリプト、Web サービスなど、1 つ以上の実行
可能ファイルを実行できます。SAS Visual Process Orchestration は、参照ジョブを並
列に実行できます。ループと IF/THEN/ELSE 処理などの制御ロジックの適用や、オーケ
ストレーションジョブ内の各ノードに対するイベント、エラーチェック、ランタイム統
計量の処理ができます。
SAS Visual Process Orchestration Server は、Design Server と Run-time Server を提
供し、企業のオーケストレーションジョブの開発と実行を調整します。Design Server
は、異なるスレッド、ファイルのロック機能、テスト実行を使用してオーケストレーシ
ョンジョブの開発をサポートします。Run-time Server は、許可された SOAP/HTTP ク
ライアントがサブミットする要求に応えて、オーケストレーションジョブの実行をトリ
ガします。

SAS Visual Process Orchestration 157



158 6 章 / データ管理と統合



7
SAS Customer Intelligence

SAS Marketing Automation . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 159
SAS Marketing Automation 6.4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 159
SAS Marketing Automation 6.3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 160

SAS Marketing Optimization . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 160
SAS Marketing Optimization 6.4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 160
SAS Marketing Optimization 6.3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 161

SAS Real-Time Decision Manager . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 161
SAS Real-Time Decision Manager 6.4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 161
SAS Real-Time Decision Manager 6.3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 161

SAS Marketing Automation

SAS Marketing Automation 6.4
SAS Marketing Automation 6.4 は、次の領域で変更と拡張が行われました。
n キャンペーンのパブリッシュ
n 出力の絞り込み
n ステージングトリートメント
n サポート対象のデータベースの追加
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詳細については、SAS Marketing Automation のソフトウェア製品ページを参照してく
ださい。

SAS Marketing Automation 6.3
SAS Marketing Automation 6.3 は、次の領域で変更と拡張が行われました。
n 中間層クラスタリングを介したフォールトトレランス
n 複数の SAS Customer Intelligence Studio ウィンドウ
n ビジネスコンテキストデータベースのアップロードオプション
n レポートワークスペース
n ダイアグラムノード
n エクスポートファイルのプレビュー
n ダイアグラムドキュメントの生成

SAS Marketing Optimization

SAS Marketing Optimization 6.4
SAS Marketing Optimization 6.4 は、次の領域で変更と拡張が行われました。
n SAS Marketing Optimization LASR Analytic Server への Solution テーブルのパブ

リッシュ
n 編集可能な事前作成された制約
n 一部の種類のシナリオに対するスコアコードの生成
n 優先順位付けシナリオの最適化
n 最適化アルゴリズムの実装の向上
詳細については、SAS Marketing Optimization のソフトウェア製品ページを参照してく
ださい。
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SAS Marketing Optimization 6.3
SAS Marketing Optimization 6.3 は、次の領域で変更と拡張が行われました。
n 入力データテーブルのダブルバイト文字のサポート
n シナリオのエージェントスケーラビリティオプションの拡張
n レポートデータ出力オプションの拡張
n 感度分析の一貫したスケーリング
n SAS Visual Analytics レポートサービス

SAS Real-Time Decision Manager

SAS Real-Time Decision Manager 6.4
SAS Real-Time Decision Manager 6.4 は、次の領域で変更と拡張が行われました。
n キャンペーン配置
n ランタイムサービスの構成
n ドキュメントとレポート
n トリートメント
n 変数とカスタムプロセス
詳細については、SAS Real-Time Decision Manager のソフトウェア製品ページを参照
してください。

SAS Real-Time Decision Manager 6.3
SAS Real-Time Decision Manager 6.3 は、次の領域で変更と拡張が行われました。
n 中間層クラスタリングを介したフォールトトレランス
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n 複数の SAS Customer Intelligence Studio ウィンドウ
n ダイアグラムノード
n キャンペーン
n トリートメント
n 集計変数
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SAS Financial Management

SAS Financial Management . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 163
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SAS Financial Management 5.4 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 163

SAS Financial Management

SAS Financial Management 5.5
SAS Financial Management 5.5 では、スタンバイの活用やフェイルオーバーサポート
などの複数のパフォーマンス改善が行われています。このサポートは、SAS Web Server
によって、高可用性構成を実装するために提供されています。
SAS Financial Management 5.5 には SAS Visual Analytics Viewer が含まれ、そこから
レポートを起動できるようになりました。コンテンツプロモーションが拡張されて、複
数の新しいオブジェクトのプロモーションがサポートされています。このリリースに
は、予測の拡張と、拡張自動割り当て機能が含まれています。
詳細については、SAS Financial Management のソフトウェア製品ページを参照してく
ださい。

SAS Financial Management 5.4
SAS Financial Management 5.4 には、プロセス管理サポート、データ検証、拡張され
たデータエントリとレポートオプションが加えられました。新しい SAS Financial 
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Management フレームワークであるプロセス管理では、管理者やユーザーが次のタスク
を実行できます。
n 企業特有のビジネスプロセスの定義と管理
n 重要な Financial Management タスクの自動化
n プロセスとタスクのステータスを表示し、遅延やその他の問題を識別して解決
プロセス管理には、ビジネスプロセスやタスクレベルでのユーザー通知、コメント、監
査履歴も含まれます。

164 8 章 / SAS Financial Management



9
SAS Fraud and Compliance 製品

SAS Anti-Money Laundering . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 165
SAS Anti-Money Laundering 7.1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 165
SAS Anti-Money Laundering 6.3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 166
SAS Anti-Money Laundering 6.2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 167
SAS Anti-Money Laundering 6.1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 167

SAS Customer Due Diligence . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 168
SAS Customer Due Diligence 6.3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 168
SAS Customer Due Diligence 6.2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 168
SAS Customer Due Diligence 6.1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 168

SAS Peer Group Analysis 6.1 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 169

SAS Social Network Analysis Server 6.2 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 169

SAS Anti-Money Laundering

SAS Anti-Money Laundering 7.1
SAS Anti-Money Laundering 7.1 は、2016 年 7 月に出荷されました。このリリースで
は、新しい銀行をアプリケーションに迅速に追加できるように、スクリプトが用意され
ています。銀行ごとの別々のスキーマに加えて、別々のアラート生成プロセスもありま
す。新規の改善されたユーザーインターフェイスを使用すると、より効率的かつ効果的
にエンティティをトリアージできます。アラートの全種類が、現在はエンティティにロ
ールアップされています。トリアージは現在はエンティティレベルで実行されています
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が、より詳細なレベルのアラート配置も引き続き提供されています。資金追跡では、現
在は調査のグラフィック表示が提供されています。
詳細については、SAS Anti-Money Laundering のソフトウェア製品ページを参照してく
ださい。

SAS Anti-Money Laundering 6.3
SAS Anti-Money Laundering 6.3 には、SAS Visual Analytics Administrator and 
Reporting,が含まれます。これにより、すぐに使用が可能なアラートレポートが有効に
なります。このリリースから、規制対応レポートに対象情報が事前設定され、電子申告
レポートの処理が自動化されます。さらに、ユーザーインターフェイスの拡張によって、
すべてのデータグリッドのページング、取引の CSV ファイルへのエクスポート、メモ入
力のために再設計されたインターフェイスでの処理、複数カラム並べ替えの実行が可能
になります。また、Apache Solr の統合によって、検索機能が拡張されます。
2016 年 1 月に、SAS Anti-Money Laundering 6.3M1 が出荷されました。
ここでは、このリリースの新機能の一部を説明します。
n エンティティのトリアージと呼ばれる新しい効率化されたユーザーインターフェイ

スを使用すると、エンティティによってアラートのレビューと配置を行えます。
n 新しい Currency Transaction Reporting シナリオをアラート生成プロセスで使用で

きます。このシナリオは、24 時間以内のキャッシュモニタリングのためのものです。
n Currency Transaction Reporting レポートと免税者の指定レポートを作成できま

す。どちらのレポートでも電子申告がサポートされています。
n 規制対応レポート 90D レビューにより、規制対応レポートの初回申告後(90 日後)の

必須連続レビューに対するケースが自動的に作成されます。
n Visual Scenario Designer は、現在は SAS Anti-Money Laundering と統合されてい

ます。Visual Scenario Designer でシナリオの開発とテストを行い、そのシナリオを
SAS Anti-Money Laundering にインポートして、アラート生成プロセスで使用でき
ます。
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SAS Anti-Money Laundering 6.2
SAS Anti-Money Laundering 6.2 には、SAS Anti-Money Laundering データモデルの拡
張を活用するためのコルレス銀行用の新しいサンプルシナリオがあります。このリリー
スには、コルレス銀行の行動に関連付けられた顧客の詳細を迅速に評価するための新し
い関係グリッドも含まれています。

SAS Anti-Money Laundering 6.1
SAS Anti-Money Laundering 6.1 は SAS 9.4 で稼動し、次の新機能が追加されています。
n アプリケーションのポートフォリオと向上した統合における一貫したユーザーエク

スペリエンスを提供する、効率化されたユーザーインターフェイス。
n シナリオとその関連ヘッダーのエクスポートとインポート、ローカルマシンへの.spk 

(SAS パッケージ)ファイルのダウンロード、別システムへのインポートが可能なシナ
リオプロモーション。

n 使用可能な遷移が載ったタスクリストと、ワークフローの状態と遷移の視覚的なダイ
アグラムを表示する構成可能なワークフロー。ワークフローでは、Investigator と
Manager のホーム画面に表示されるタスクリスト、更新と作成されたルールを示す
完了レポートも提供されます。

n FinCEN、FinTRAC、AUSTRAC 規制機関のフォームの選択に対応した、追加規制対応
レポートのサポートを可能にする関連エンティティ視覚化。

n SAS Customer Due Diligence ソリューションとの統合。この機能によって、機関に
おける SAS Anti-Money Laundering と Customer Due Diligence のアクティビティ
間の透過性が提供されます。
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SAS Customer Due Diligence

SAS Customer Due Diligence 6.3
SAS Customer Due Diligence 6.3 には、新しい戦略ルールが追加され、規制対応レポー
トのスコアリングが組み込まれています。また、Apache Solr の統合によって、検索機
能が拡張されます。さらに、ユーザーインターフェイスの拡張によって、すべてのデー
タグリッドのページング、取引の CSV ファイルへのエクスポート、メモ入力のために再
設計されたインターフェイスでの処理、複数カラム並べ替えの実行が可能になります。
SAS Customer Due Diligence 6.3M1 には、拡張ユーザーインターフェイスが組み込ま
れています。
詳細については、SAS Customer Due Diligence のソフトウェア製品ページを参照して
ください。

SAS Customer Due Diligence 6.2
SAS Customer Due Diligence 6.2 には、新しい戦略ルールが追加され、新しい顧客のス
コアリングが組み込まれました。このリリースには、改善された手動ケース作成処理と、
事前に作成された関係者へのケースリンクも含まれています。

SAS Customer Due Diligence 6.1
SAS Customer Due Diligence を使用すると、顧客のプロファイルを理解し、顧客の行
動を予測できます。SAS Customer Due Diligence では、データが収集され、不正、マ
ネーロンダリング、またはその他の違法行為への関与リスクがある顧客のリスクレーテ
ィングとプロファイリングが実行されます。リスクレーティングは、金融機関が、政府
と規制機関によって規定されるコンプライアンス要件を満たす上で役立ちます。
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SAS Peer Group Analysis 6.1

SAS Peer Group Analysis は、エンティティ(アカウントまたはパーティ)の現在の動作
と、そのエンティティの過去の動作とそのピアの動作も比較します。SAS Peer Group 
Analysis は、SAS Peer Group Analysis のヘッダーとシナリオで使用される Prep データ
セットを作成するプロセスを提供します。SAS Peer Group Analysis シナリオが生成す
るアラートは、ユーザーインターフェイスで表示でき、アラートの詳細画面に SAS Peer 
Group Analysis 特有のフィールドが挿入されます。
SAS Peer Group Analysis は、SAS High-Performance Anti-Money Laundering のアド
オン製品です。
詳細については、SAS Anti-Money Laundering のソフトウェア製品ページを参照してく
ださい。

SAS Social Network Analysis Server 6.2

SAS Social Network Analysis Server 6.2 では、パフォーマンス拡張と更新が行われまし
た。ここでは、このリリースの更新の一部を説明します。
n ソーシャルネットワーク分析ダイアグラムのパフォーマンス拡張
n 管理者に対応した、ソーシャルネットワーク分析ダイアグラムのネットワーク凡例
SAS Social Network Analysis Server 6.2M1 では、ユーザーがアラートウィンドウから
直接アラートと指定した列をエクスポートできるエクスポート機能が追加されました。
このリリースでは、アナリスト、管理者、インストーラ向けの開発機能と構成機能も拡
張されました。ここでは、これらの機能の一部を説明します。
n プラグイン開発の新しい方法
n 構成と管理の簡易化を促進するための SAS 管理コンソールの構成マネージャと SAS

プリファレンスの統合、ユーザーエクスペリエンスをコントロールする新しい構成パ
ラメータの追加
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n インストール後のプロセスと構成プロセスの効率化
SAS Social Network Analysis Server 6.2M1 では、カスタム URL を使用して、定義され
たアラートシリーズ内の特定のアラートの詳細ウィンドウにユーザーがアクセスするよ
うにできます。
SAS Social Network Analysis Server 6.2M2 には、次の拡張と操作変更が含まれていま
す。
n すべてのテーブルデータの列幅を容易に調整できます。
n アラートウィンドウでは、特定のアラートシリーズに関連する複数のカスタムビュー

を保存できます。ソリューションインターフェイスを介してビューを管理すること
もできます。

n エクスポート機能にアラートの詳細が含まれるようになりました。
詳細については SAS Social Network Analysis のソフトウェア製品ページを参照してく
ださい。
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SAS 9.4 In-Database 製品
SAS 9.4 から、SAS In-Database Code Accelerator が追加されて、In-Database 処理が
拡張されました。SAS In-Database Code Accelerator を使用して、DS2 スレッドプログ
ラムをデータベースにパブリッシュし、データベース内で並列にスレッドプログラムを
実行できます。
Netezza の In-Database スコアリングは SAS Embedded Process の追加により拡張さ
れました。SAS Embedded Process は、Netezza 内で実行されてデータを読み書きする
SAS サーバープロセスです。
2013 年 7 月のリリースでは、SAS Scalable Performance Data Server の In-Database
スコアリングがサポートされています。
2013 年 9 月のリリースでは、Hadoop の In-Database 処理が SAS Scoring Accelerator 
for Hadoop の追加により拡張されました。また、2013 年 9 月のリリースでは、パブリ
ッシュマクロを初期化していた自動呼出しマクロは、いずれの DBMS でも不要になりま
した。ただし、自動呼出しマクロは引き続きサポートされています。
2013 年 12 月のリリースでは、SAS In-Database Code Accelerator for Teradata が、デ
ータベース内部のスレッドプログラムだけでなく、DS2 データプログラムを実行できる
ようになりました。また、SAS In-Database Code Accelerator のデフォルトの動作が
9.4 リリースから変更されました。デフォルトでは、データベース内部では DS2 コード
は実行されません。DS2ACCEL システムオプションと PROC DS2 DS2ACCEL オプショ
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ンがこの動作を制御します。Hadoop での DATA ステップ処理は現在プリプロダクショ
ン版のため、制限付き DATA ステッププログラムが Hadoop 内で実行されてスコアリン
グされます。
2014 年 8 月のリリースでは、SAS Scoring Accelerator for SAP HANA が使用可能にな
り、Hadoop での制限付き DATA ステップスコアリングプログラムの実行がプロダクシ
ョン版になりました。また、SAS Embedded Process for Hadoop のインストールおよ
び構成スクリプトに多数の変更が加えられました。
2015 年 2 月のリリースでは、SAS In-Database Code Accelerator for Hadoop は
HCatalog を使用して複雑な非区切りファイルを処理しています。HCatalog を使用す
ると、SAS In-Database Code Accelerator for Hadoop で Avro、ORC、RCFile、Parquet
などのファイルの種類のサポートが可能になります。さらに、現在では
DBCREATE_TABLE_OPTS テーブルオプションを使用して、出力 SerDe、Hive テーブル
の出力区切り記号、出力 ESCAPED BY 文字、および Hive で許可されたその他の CREATE 
TABLE 構文を指定できます。
2015 年 7 月のリリースでは、SAS In-Database Scoring Accelerator for Hadoop が、
SPD Engine HDFS ファイル形式をサポートするようになりました。すべての SAS In-
Database Code Accelerators で、埋め込み SQL を使用した SET ステートメント、複数
の入力テーブルを使用した SET ステートメント、および MERGE ステートメントがサポ
ートされています。SAS Scoring Accelerator for Hadoop のモデルの実行およびパブリ
ッシュマクロで、SAS_HADOOP_CONFIG_PATH 環境変数がサポートされるようになり
ました。このサポートによって、マージ済み構成ファイルが不要になります。SAS 
Scoring Accelerator for Hadoop、SAP HANA、および Teradata は、アイテムストアを
使用してモデルスコアリングをサポートします。
SAS Embedded Process for Hadoop のインストールと構成の改善と単純化が行われま
した。
n Cloudera および Hortonworks については、SAS Embedded Process および SAS 

Hadoop MapReduce JAR ファイルのインストールに Cloudera Manager および
Ambari が使用されます。

n IBM BigInsights、MapR、および Pivotal HD については、In-Database 配置パッケ
ージが、SAS Install Depot からクライアントに配布されます。
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さらに、SAS Embedded Process と SAS Hadoop MapReduce の JAR ファイルは、2 つ
の別々のスクリプトではなく 1 つのスクリプトでインストールされます。新しいプロ
セスでは、クライアントフットプリントが小さくなり、インストールが高速化されます。
SAS Embedded Process for Hadoop は書き直されたので、今後は Linux サービスとし
て実行されることはありません。SAS Embedded Process for Hadoop では、IBM 
BigInsights、MapR、および Pivotal HD Hadoop の配布がサポートされるようになりま
した。SAS Embedded Process for Teradata のインストールと構成の改善と単純化が
行われました。In-Database 配置パッケージが、SAS Install Depot からクライアントに
配布されます。新しいプロセスでは、クライアントフットプリントが小さくなり、イン
ストールが高速化されます。
SAS 9.4M4 (2016 年 11 月に出荷)から、次の新機能が追加されます。
n SAS Deployment Manager を使用して、Base SAS および SPD Engine を Hadoop

用に構成する際に Hadoop JAR および構成ファイルをプルできるようになりまし
た。以前は、これらのファイルのプルは手動プロセスでした。

n SAS Embedded Process for Aster、DB2、Greenplum、SAP Hana、Oracle、Netezza
のインストールと構成の改善と単純化が行われました。In-Database 配置パッケー
ジが、ZIP ファイルで SAS Install Depot からクライアントに配布されます。新しい
プロセスでは、クライアントフットプリントが小さくなり、インストールプロセスが
高速化されます。

n SAS Data Loader for Hadoop、SAS Data Quality Accelerator for Teradata、または
SAS Contextual Analysis In-Database Scoring for Hadoop のライセンスがある場
合、そのコンポーネントが、Hadoop と Teradata のそれぞれに対して In-Database
配置パッケージに含められます。

n In-Database 処理用に拡張された Base SAS プロシジャが、PostgreSQL、Redshift、
および Microsoft SQL Server 内で実行できるようになりました。

n PROC RANK と PROC SORT では、Hadoop 上の Hive 0.13 以降での In-Database 処
理がサポートされるようになりました。

n SAS In-Database Code Accelerator for Hadoop を使用する場合、SPD Engine 
SerDe を使用して Hive テーブルにアクセスできます。

n パフォーマンスの調整を可能にする複数の新しい構成プロパティが、SAS 
Embedded Process 用に追加されました。
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n SAS Embedded Process については、配置時にインストールされる JAR ファイルの
数が 6 から 1 に減少しています。

n SAS In-Database 処理では、Kerberos 認証による Teradata へのシングルサインオ
ンがサポートされています。

詳細については、What’s New in the SAS 9.4 In-Database Products (SAS In-Database 
Products: User’s Guide)を参照してください。

174 10 章 / SAS In-Database 製品

http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=en&alias=indbug&pubcode=69750&id=indbugwhatsnew94


11
SAS Integration Technologies

SAS 9.4 Integration Technologies . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 175

SAS vylòšKËŽ Studio 1.3 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 176

SAS 9.4 Integration Technologies

SAS Integration Technologies では、次の拡張が行われました。
n SAS Stored Process には、全般的な拡張に加え、STP プロシジャと SAS Stored 

Process Web Application の新しい機能が実装されました。詳細については、SAS 
Stored Processes: Developer’s Guide を参照してください。

n SAS BI Web Services では、RESTful Web サービスが更新されました。
n SAS Publishing Framework には、循環整合性定数と拡張属性のサポートが追加され

ました。SharePoint や WebDAV へパブリッシュする場合は、TKESSL を使用して
SSL 設定ができます。また、イベントのパブリッシュはサポートされなくなり、イベ
ントのパブリッシュに関するドキュメントは削除されました。

n ディレクトリサービスでは、TLS_MODE_ON オプションと TLS_MODE_OFF オプシ
ョンが LDAPS_OPEN CALL ルーチンに新しく追加されました。
SAS 9.4M1 Integration Technologies では、LDAPS_SEARCH CALL ルーチンの新し
い PagedResults 引数を使用して、出力ページあたりの結果件数を指定できます。

n アプリケーションメッセージングに、新しい ACTIVEMQ ファイルアクセス方式と、
CLOSEQUEUE CALL ルーチンに対する 2 つの新しい引数が提供されました。
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n SAS Foundation Services のイベントブローカサービスが使用できなくなりました。
詳細については、SAS Integration Technologies のソフトウェア製品ページを参照して
ください。

SAS w<fiœ`�C� Studio 1.3

SAS w<fiœ`�C� Studio 1.3 では、次の拡張が行われました。
n SAS Web Infrastructure Platform の権限と役割、Web 層の権限をサポートします。

ランタイムアクセス制御は SAS メタデータに依存せず、より細分化された権限をサ
ポートするように更新されました。

n ワークフローテンプレートの所有者が個々のテンプレートの権限を指定できるダイ
アログボックスが新たに追加されました。

n 必須ポリシ―プロパティの検証など、ワークフローテンプレート検証が向上しまし
た。

n 2 つのバージョンのテンプレートのワークフローツリーを並べて表示するダイアロ
グボックスが新たに追加されました。このダイアログボックスによって、2 つのバー
ジョンのテンプレートの違いを容易に評価できます。

n 新しいポリシー、JES ジョブのサブミットを使用すると、SAS Job Execution Service
に登録されたコードを実行できます。

n 新しいポリシーアクション、REST Web サービスの起動が追加されました。
n Web サービスの起動ポリシーの 2 つの新しいプロパティ、エラーコードとエラーメ

ッセージは、潜在的なエラー条件に基づくビジネスロジックをサポートします。
n タイマー式で日付データオブジェクトをサポートします。日付データオブジェクト

を使用すると、ランタイムでの日時値の動的な使用ができます。さらに、日付データ
オブジェクトを使用することで、負の相対オフセットを入力して、そのデータオブジ
ェクトが示す日付より前のアクションをトリガにすることが可能になります。

n 意思決定ゲートウェイ式で新しい TODAY 関数をサポートします。この関数は現在
の日時システム値を取得します。また、この関数では、現在の日付からの特定の日付
オフセットを指定できます。
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SAS Environment Manager

SAS Environment Manager について
SAS Environment Manager は、SAS 配置の新しいモニタリングと管理システムです。
リソースの自動検出、リモートシステムのモニタリング、個人用ダッシュボードと役割
ベースダッシュボード、アラート、視覚化などの機能が実装されています。中間層と
SAS Server 層の両層のサーバーに対する、Web ベースの管理、操作、事前予防型のモ
ニタリングを提供します。SAS Environment Manager には、エンタープライズレベル
の操作機能を提供するために、VMware の Hyperic テクノロジの一部が組み込まれてい
ます。

SAS Environment Manager 2.5
SAS Environment Manager 2.5 は SAS 9.4M3 上で稼働します。SAS Environment 
Manager 2.5M1 は、2016 年 11 月に出荷され、SAS 9.4M4 上で稼働します。
ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。
n SAS ユーザー、サーバー、およびライブラリに対するメタデータ定義を管理するため

に、SAS Environment Manager Administration にサポートが追加されました。ユ
ーザー定義の表示、作成、および編集を行えます。サーバーおよびライブラリ定義は
表示が可能で、SAS LASR ライブラリおよびサーバー、ならびに Base SAS ライブラ
リは、作成と編集が可能です。

n Report Center の Stored Process レポートは、Stored Process プロンプトに置き換
えられました。Stored Process を使用すると、選択した基準に基づいてレポートを
生成し、レポートパラメータのより大きなカスタマイズに備えることができます。

n SAS Environment Management データマートでは、フェデレーションデータマート
がサポートされるようになりました。フェデレーションデータマートを使用すると、
複数の SAS 配置のデータマートのメトリックデータを収集し、そのデータを単一コ
レクタ配置にコピーして、収集したメトリックデータを一箇所に表示できます。
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n ログの収集と検出が改善されました。メタデータに保存されたログの場所に頼るの
ではなく、ETL 処理で、SAS 配置のディレクトリ構造を調べてログファイルを見つけ
ます。

n SAS グリッドからメトリックデータを収集するためのサポートが追加されました。
グリッドおよび個々のグリッドノードに対してメトリックデータが収集され、レポー
トされます。

n 新しい SAS Backup Manager は、管理タブで使用可能です。詳細については、“新し
いバックアップツール” (181 ページ)を参照してください。

詳細については、What’s New in SAS Environment Manager 2.5 (SAS Environment 
Manager: User’s Guide)を参照してください。

SAS Environment Manager 2.4
SAS Environment Manager 2.4 は SAS 9.4M2 上で稼働します。
ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。
n SAS Environment Manager サービス管理アーキテクチャでは、SAS Environment 

Manager のサービス指向アーキテクチャ(SOA)への適合を可能にする機能や能力が
提供されます。この機能には、SAS Environment Manager 拡張モニタリング、監
査、パフォーマンス、および測定(APM) ETL、エージェント収集メトリック(ACM) 
ETL、ソリューションキットフレームワークがあります。

n SAS Environment Manager では、イベントデータのインポートとエクスポートを可
能にするサービスが提供されます。

n 環境スナップショットには、SAS Environment Manager データベースのシステム情
報の総合リストが含まれます。このスナップショットでは、システムに関する有益な
情報が提供されます。

n SAS Environment Manager 2.4 には、SAS メタデータのユーザー定義の管理を可能
にする機能も含まれています。SAS Environment Manager のユーザー管理機能を
使用すると、ユーザー、グループ、および役割の作成と管理を行えます。メンバシッ
プ、ログイン、および内部アカウントも管理できます。

詳細については、What’s New in SAS Environment Manager 2.4 (SAS Environment 
Manager: User’s Guide)を参照してください。
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SAS Environment Manager 2.3
SAS 9.4M1 では、SAS Environment Manager にフォルダの管理機能、SAS メタデータ
の権限設定の表示と変更の機能が実装されました。
SAS 9.4M2 では、SAS Environment Manager に、アクセスコントロールテンプレート
(ACT)の作成および更新機能が追加されました。ACT を使用することで、同じ ID への同
じ明示的コントロールの追加を複数のオブジェクトで繰り返することが避けられます。
オブジェクトに ACT を適用すると、ACT のパターン設定がオブジェクトの直接コントロ
ールに追加されます。
詳細については、What’s New in SAS Environment Manager 2.3 (SAS Environment 
Manager: User’s Guide)を参照してください。

SAS 9.4 Intelligence Platform

SAS Web Server と SAS Web Application Server
SAS 9.4 から中間層ソフトウェアとして含まれる SAS Web Server は HTTP サーバーと
SAS Web Application Server として使用されるため、サードパーティ製の Web アプリ
ケーションサーバーは必要ありません。SAS Web Application Server は、SAS Web 
Applications の実行にエンタープライズレベルの機能を提供する軽量サーバーです。
SAS Deployment Tool はこれらのサーバーを自動的に構成できます。ツールによって、
垂直クラスタリングと水平クラスタリング、HTTP ロードバランシングの構成が簡易化
されます。
SAS 9.4M3 から、多数の変更が行われた結果、SAS Web Application Server の起動時間
の 40%から 50%程度の減少が期待できます。

Metadata Server クラスタリング
SAS インフラストラクチャのコアコンポーネントである新しい Metadata Server クラ
スタリング機能により、Metadata Server の冗長性と高可用性が提供されます。サーバ
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ーのホストマシンに障害が起こった場合でも、クラスタリングによってサーバーは動作
を継続できます。
SAS 9.4M2 から、Metadata Server クラスタリングが z/OS 上でサポートされます。以
前の SAS 9.4 リリースでは、UNIX および Windows 上でのみサポートされていました。

新しいバックアップツール
新しい Deployment Backup and Recovery Tool は、複数の階層やマシンにまたがる
SAS コンテンツをバックアップや復元するための統合された方法を提供します。
SAS 9.4M3 には、統合されたバックアップをスケジュール、構成、モニタ、実行するた
めの使いやすいインターフェイスである、SAS Backup Manager が含まれます。このイ
ンターフェイスには、Deployment Backup and Recovery Tool のバッチコマンドの多く
の機能が組み込まれています。SAS Backup Manager は、SAS Environment Manager
の管理タブからアクセスできます。

リレーションシップレポートの新しいバッチツール
SAS 9.4M1 には、リレーションシップレポート用の新しいバッチツールが追加されまし
た。このツールを使用すると、SAS フォルダツリーのコンテンツオブジェクト間のリレ
ーションシップを識別できます。
SAS 9.4M2 には、SAS 管理コンソールで使用可能なメタデータ分析ツールとメタデータ
修復ツールの実行に使用できる新しいバッチコマンドが追加されました。
SAS 9.4M3 には、SAS Metadata Bridges を使用してサードパーティの Lineage 情報を
SAS Relationship Service にロードできるようにする新しいバッチコマンドが追加され
ました。

セキュリティ拡張
SAS 9.4 では、次のセキュリティ拡張が行われました。
n SAS 管理コンソールまたは AUTHLIB プロシジャを使用して、SAS データをメタデー

タにバインドできます。SAS からメタデータバインドデータへのすべてのアクセス
は、メタデータレイヤのアクセス権限に従います。
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n SAS 9.4M1 では、SAS Server をロックダウン状態にする機能を提供し、プロセスが
ホスト動作環境で指定リソースにのみアクセスできるようになりました。詳細につ
いては、“ロックダウン状態” (25 ページ)を参照してください。

n SAS 9.4M2 では、Linux システム上の統合 Windows 認証で Quest Authentication 
Services を使用する必要はなくなりました。SAS では、サポート対象のオペレーテ
ィングシステムに同梱されるライブラリや、ほとんどのサードパーティ認証ソリュー
ションで提供されるライブラリを活用できます。

n SAS 9.4M3 では、次の拡張が提供されます。
o 中間層の内部アカウントを監査する機能
o SAS Web アプリケーションへのリンクが許可されたサイトのホワイトリストを

指定する機能
o トランスポートレイヤセキュリティの向上
o プロキシ認証の Windows Challenge/Response (NTLM)サポート

n SAS 9.4M4 では、次の拡張が提供されます。
o 拡張された WebSEAL の情報
o 証明書の管理
o TLS 構成での新しいデフォルト最小暗号化レベル

詳細については、“SAS と SAS アプリケーションについての詳細な監査とレポート” (28
ページ)を参照してください。

SAS Web アプリケーション用の小さい WAR ファイル
SAS 9.4M3 から、一部の SAS Web アプリケーションに JAR ファイルが含まれなくなり
ました。これにより、対応する WAR ファイルが小さくなります。この機能をサポート
する Web アプリケーションでは、WAR ファイルにファイルのコピーを含めるかわり
に、SASHome ディレクトリのセントラルリポジトリから共通 JAR ファイルをロードす
るようになりました。この変更の結果、構成領域が小さくなっています。
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DataFlux 統合
SAS は、2012 年初め、データ品質、データ統合、データガバナンス、マスタデータ管
理ソリューションから成る DataFlux スイートを完全に統合しました。SAS データ管理
オファリングには、Data Management Studio などの DataFlux 名を持つ製品や他の
SAS 製品(Base SAS、SAS/ACCESS Interfaces、SAS Metadata Server など)が含まれるよ
うになりました。
DataFlux 製品ラインが SAS オファリングに統合された際、SAS MDM や SAS 
Federation Server などの一部の製品は拡張されて名前が変更されました。他の製品は
DataFlux 名を維持していますが、拡張と SAS への適応は継続されています。SAS 
Metadata Server のサポートは、インクリメンタルに DataFlux Data Management 
Studio に追加されています。たとえば、DataFlux Data Management Studio 2.5 と 2.6
は、DataFlux Authentication Server または SAS Metadata Server をユーザー認証に使
用できます。
包括的な SAS Data Management Advanced and Standard オファリングなどの新しい
SAS オファリングで、SAS Enterprise Data Integration Server などのオファリングが置
き換えられます。これらのオファリングにより顧客が広範なデータ管理製品から選択で
き、SAS LASR Analytic Server や SAS Visual Analytics Administration and Reporting
などの SAS 製品を追加できます。

移行と配置の変更
SAS 9.4M1 では、SAS Migration Utility を使用して SAS 9.4 に直接移行できないバージ
ョンの SAS オファリングを特定する機能が追加されました。移行ユーティリティ分析
レポートでは、移行の準備のために更新が必要な製品を特定します。
SAS 9.4M2 では、SAS Deployment Wizard により、ユーザーとワークロードの数に基
づいて Web アプリケーションのサイズを指定できます。さらに、SAS Deployment 
Wizard では、新しくリリースされたドキュメントのみインストールするオプションも提
供されます。
SAS 9.4M3 では、複数の機能が SAS Deployment Wizard に追加されました。
n ウィザードがインストールフェーズ中に中断されて再起動する場合、すでにインスト

ールされていない SAS 製品のみインストールします。
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n ウィザードを使用すると、必須の SAS 内部アカウント、メタデータベースのサーバ
ーアカウント、SAS Web Infrastructure Data Server アカウントのパスワードプロン
プト数を削減できます。

SAS 9.4M3 では、SAS Software Depots の圧縮と検証のサポートも追加されました。さ
らに、SAS Migration Utility も拡張され、移行パッケージ内のパスワードが表示されな
いように保護します。
SAS 9.4M4 では、新しい移行ユーティリティプロパティを使用すると、SAS Content 
Server リポジトリの Java ヒープサイズを増やせます。このユーティリティでは、TLS 構
成のカスタマイズも保持されます。

構成フォルダの処理
SAS 9.4M4 から、新しい USERCONFIG システムオプションを使用して、ユーザーのホ
ームディレクトリの.sasv9.cfg および sasv9.cfg 構成ファイルを処理するかどうかを指
定できます。

全般的な拡張
n SAS 9.4 では、SAS Mobile BI を使用して、SAS Web Report Studio リレーショナル

レポートの一部をモバイルデバイスで表示できます。また、デバイスのホワイトリス
トやブラックリストを使用することで、モバイルのアクセス許可を管理できます。

n 2014 年 10 月から、SAS Add-In 7.1 for Microsoft #Ø\!ã´ と SAS Enterprise Guide 
7.1 の新しい役割と機能が提供されています。

n SAS 9.4M3 と SAS Visual Analytics 7.2 リリースから、Visual Analytics Hub は、
Visual Analytics の兄弟となり、SAS Application Infrastructure の直下に配置されて
います。ソフトウェアアーキテクチャのこの調整は、SAS 管理コンソールのプラグイ
ンタブに反映されています。

追加情報
詳細については、次の新機能トピックを参照してください。
n What’s New in Installation and /ÑT.é¶\�mlA=V for the SAS 9.4 Intelligence 

Platform (SAS Intelligence Platform: Installation and /ÑT.é¶\�mlA=V Guide)
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n What’s New in Migration for the SAS 9.4 Intelligence Platform (SAS Intelligence 
Platform: Migration Guide)

n What’s New in Application Server Administration for the SAS 9.4 Intelligence 
Platform (SAS Intelligence Platform: Application Server Administration Guide)

n What’s New in System Administration for the SAS 9.4 Intelligence Platform (SAS 
Intelligence Platform: System Administration Guide)

n What’s New in Desktop Application Administration for the SAS 9.4 Intelligence 
Platform (SAS Intelligence Platform: Desktop Application Administration Guide)

n What’s New in Security Administration for the SAS 9.4 Intelligence Platform (SAS 
Intelligence Platform: Security Administration Guide)

n What’s New in Middle-Tier Administration for the SAS 9.4 Intelligence Platform 
(SAS Intelligence Platform: Middle-Tier Administration Guide)

n What’s New in Data Administration for the SAS 9.4 Intelligence Platform (SAS 
Intelligence Platform: Data Administration Guide)

n What’s New in Web Application Administration for the SAS 9.4 Intelligence 
Platform (SAS Intelligence Platform: Web Application Administration Guide)

SAS Information Retrieval Studio 1.53

SAS Information Retrieval Studio 1.53 では、検索のための SSL サポートが提供されま
す。
詳細については、“Updates to SAS Information Retrieval Studio for SSL” (SAS 
Intelligence Platform: Middle-Tier Administration Guide)を参照してください。
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SAS Theme Designer for Flex

SAS Theme Designer 4.7 for Flex
サインイン画面から SAS Theme Designer 4.7 for Flex にアクセスできるようになりま
した。SAS Theme Designer 4.7 for Flex に SAS Visual Analytics 7.2 ホームページから
アクセスする際、ホームバナーから SAS Theme Designer (クラシック)オプションを選
択できます。このオプションを選択すると、SAS Theme Designer for Flex が開きます。

SAS Theme Designer 4.2 for Flex
SAS Theme Designer 4.2 for Flex では、ユーザーインターフェイスコンポーネントペイ
ンとプロパティペインは 1 つのペインに統合されました。ユーザーインターフェイスコ
ンポーネントペインには、テーマを作成/変更するためのコンポーネントがすべて含まれ
るようになりました。さらに、テーマのフォントスタイルをカスタマイズできるように
なりました。ユーザーインターフェイスコンポーネントペインのグローバル設定オプシ
ョンにフォントの設定が含まれるようになりました。
テーマの名前は、テーマを保存または保存して配置するときに割り当てられるようにな
りました。SAS Theme Designer 4.2 for Flex でテーマが配置、配置解除、または削除さ
れる場合、使用可能なテーマのリストは、Flex テーマを使用するアプリケーションで即
時に更新されます。
詳細については、What’s New in SAS Theme Designer 4.2 for Flex (SAS Theme Designer 
for Flex: User’s Guide)を参照してください。

SAS Theme Designer 4.1 for Flex
SAS Theme Designer 4.1 for Flex では、SAS Corporate テーマがデフォルトテーマにな
りました。SAS Corporate テーマは更新され、新しいカラーパレットは濃紺色パレット
ベースになりました。
SAS Visual Analytics Hub から SAS Theme Designer for Flex をアクセスしてカスタム
テーマを作成できます。さらに、カスタムアプリケーションテーマが SAS Theme 
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Designer for Flex で作成されるとき、レポートテーマが自動的に作成されます。これら
のカスタムレポートテーマは SAS Visual Analytics レポートで使用されます。
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SAS IT Resource Management

SAS IT Resource Management 3.8
SAS IT Resource Management 3.8 は、2017 年 2 月に使用可能になり、SAS 9.4M4 上
で稼働します。このリリースでは、新機能によって、ソリューションでネイティブにサ
ポートされていない MXG ソフトウェアのテーブルや列を IT Resource Management
のメタデータやステージングジョブに追加できます。また、このリリースでは、MXG 
34.08 用の MXG ソフトウェアと VMware 6.5 用の VMware vCenter アダプタ更新に基
づくアダプタの更新が新たに追加されました。さらに、SAS IT Resource Management: 
Administrator’s Guide の付録 14 で説明されている、VMware vCenter 用の Visual 
Analytics レポートを含むパッケージが提供されています。
詳細については、SAS IT Resource Management の製品ドキュメントページを参照して
ください。
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SAS IT Resource Management 3.7
SAS IT Resource Management 3.7 は、2016 年 2 月に提供されました。このリリース
では、Amazon CloudWatch と Ganglia という 2 つの新しいアダプタが提供されていま
す。すべてのリリースで該当しますが、複数のアダプタの更新が行われました。

SAS IT Resource Management 3.6
SAS IT Resource Management 3.6 は、2015 年 5 月に提供されました。このリリース
では、SAS Environment Manager と ASG TMONDB2 V5 という 2 つの新しいアダプタ
が提供されています。すべてのリリースで該当しますが、複数のアダプタの更新が行わ
れました。さらに、ITRM Report Center のコピー機能が拡張されました。

SAS IT Resource Management 3.5
SAS IT Resource Management 3.5 は、2014 年 9 月に提供されました。このリリース
では、依頼に基づき、SAS Visual Analytics と In-Memory SAS LASR Analytic Server を
このソリューションに含められます。SAS 中間層を使用しない SAS IT Resource 
Management のインストールと構成についてのリファレンスドキュメントは、Guide to 
Operating SAS IT Resource Management 3.5 without a Middle Tier で利用できます。こ
のリリースでは、バージョンの更新とサポート機能の拡張が複数のアダプタで行われま
した。すべてのリリースで該当しますが、複数のアダプタの更新が行われました。

SAS IT Resource Management 3.4
SAS IT Resource Management 3.4 は、2013 年 12 月に提供されました。このリリース
では、例外分析処理を使用して、IT データマートの例外条件の定義、評価、検出、レポ
ートを行えます。また、このリリースでは、新たに Web アプリケーションの ITRM 
Report Center が提供され、SAS IT Resource Management のパフォーマンスと例外レ
ポートを表示、編成、フィルタ、共有できます。マクロを介した SAS Visual Analytics
との統合が追加されました。このマクロを使用すると、ITRM テーブルを SAS LASR 
Analytic Server にロードして更新できます。既存のステージング変換にドメインカテ
ゴリを追加する新しいウィザードが提供されました。すべてのリリースで該当します
が、複数のアダプタの更新が行われました。
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SAS Enterprise GRC 6.1

SAS Enterprise GRC 6.1 は 2014 年 10 月に出荷されました。
このリリースでは複数の新機能が追加されました。新機能には以下のものが含まれます
が、これですべてではありません。
n SAS Enterprise GRC とその依存製品をインストールするための手順が単純化されま

した。
n SAS Enterprise GRC 6.1 は現在 SAS Visual Analytics と統合されています。ユーザ

ーは、レポートの管理と実行のために、SAS Enterprise GRC と SAS Visual Analytics
のユーザーインターフェイス間を移動できるようになりました。さらに、デフォルト
で 2 つの新しい SAS Visual Analytics レポートが提供されます。

n 悪意のある Webt トラフィックからサーバーを保護するために、新しいセキュリティ
機能が追加されました。

n 添付ファイルは、名前およびファイルの種類によってフィルタにかけられます。
n ユーザビリティおよびパフォーマンスを向上させるために、画面定義およびワークフ

ローに更新が加えられました。
n 複数の新しいデータローダーが追加されました。
詳細については、SAS Enterprise GRC のソフトウェア製品ページを参照してください。
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SAS Firmwide Risk for Solvency II

SAS Firmwide Risk for Solvency II について
SAS Firmwide Risk for Solvency II では、保険会社のリスク分析およびリスクベースの
資本算出が実行されます。保険固有データモデルを含むデータ管理およびレポートプラ
ットフォームでは、リスクベースの資本を計算するためのソルベンシー II 標準モデルア
プローチを実装できます。このソリューションは、他の規制制度をサポートするための
拡張可能なリスク分析フレームワークを基盤としています。また、リスク分析のための
内部モデルアプローチをサポートし、保険会社に追加のビジネス利益を提供します。
SAS Firmwide Risk for Solvency II は、すべての保険会社のリスク分析およびリスクベ
ースの資本算出を実行するように設計されています。ソロエンティティおよび保険グル
ープレベルでのソルベンシー II コンプライアンスの標準モデルアプローチがサポート
されています。
SAS Firmwide Risk for Solvency II では、次のタスクも実行されます。
n ストレステストとシナリオ分析
n リスクマージンの計算
n リスク資本負担の集計
n ソルベンシー資本要件(SCR)と最低資本要件(MCR)の計算
n 規制および内部リスクレポート
SAS Firmwide Risk for Solvency II の現在のリリースは 3.2 です。

SAS Firmwide for Solvency II コンテンツリリース
SAS Firmwide Risk for Solvency II ソリューションは、SAS Infrastructure for Risk 
Management プラットフォーム上で実行されるコンテンツリリースとして提供されま
す。SAS Infrastructure for Risk Management に基づくソリューションは、同じアーキ
テクチャとレイアウトを共有しています。ソリューション間の違いは、ソリューション
のコンテンツリリースで提供される計算コンテンツです。SAS Infrastructure for Risk 
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Management をインストールした後、SAS Firmwide Risk for Solvency II コンテンツリ
リースを個別にダウンロードしてインストールし、インストールを完了する必要があり
ます。
最新の SAS Firmwide for Solvency II コンテンツリリースの新機能および拡張機能の詳
細については、SAS Firmwide Risk for Solvency II 製品ページを参照してください。
注: SAS Firmwide Risk for Solvency II のドキュメントは、本製品のライセンスを取得し
た顧客のみ使用可能です。

SAS Market Risk Management for Insurance

SAS Market Risk Management for Insurance について
SAS Market Risk Management for Insurance により、保険会社は柔軟で構成可能なハ
イパフォーマンス環境で資産評価、ポートフォリオ配分およびリスク管理分析を実行で
きます。データの統合、管理および分析、複数のモデルの実行、ならびに市場ポートフ
ォリオの基になるリスクの定量化が可能です。
SAS Market Risk Management for Insurance は、IT マネージャが企業のリスクデータ
管理プロセスを管理したり、リスクアナリストがリスクエクスポージャを定量化してシ
ミュレーションと what-if 分析を実行したり、上級管理者がリスクレベルをモニタして
リスクベースの戦略的な経営意思決定を下したりできるように設計されています。
このソリューションでは、次の機能が提供されます。
n 柔軟なリスク分析フレームワーク
n リスクデータ管理およびガバナンス
n リスク評価とモニタリングをマークする
n 金融商品モデリング
n ストレステストと what-if 分析
n ビジュアル化とレポート
n ハイパフォーマンス機能
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SAS Market Risk Management for Insurance の現在のリリースは 7.2 です。

SAS Market Risk Management for Insurance コンテンツリリース
SAS Market Risk Management for Insurance ソリューションは、SAS Infrastructure 
for Risk Management プラットフォーム上で実行されるコンテンツリリースとして提
供されます。SAS Infrastructure for Risk Management に基づくソリューションは、同
じアーキテクチャとレイアウトを共有しています。ソリューション間の違いは、ソリュ
ーションのコンテンツリリースで提供される計算コンテンツです。SAS Infrastructure 
for Risk Management をインストールした後、SAS Market Risk Management for 
Insurance コンテンツリリースを個別にダウンロードしてインストールし、インストー
ルを完了する必要があります。
最新の SAS Market Risk Management for Insurance コンテンツリリースの新機能お
よび拡張機能の詳細については、SAS Market Risk Management for Insurance 製品ペ
ージを参照してください。
注: SAS Market Risk Management for Insurance のドキュメントは、本製品のライセ
ンスを取得した顧客のみ使用可能です。

SAS Model Implementation Platform

SAS Model Implementation Platform について
SAS Model Implementation Platform により、規制基準を満たすために必要とされる信
用モデリングシステムの種類を金融機関が作成できます。
SAS Model Implementation Platform では、次の処理が可能です。
n シナリオまたは確率的経済シミュレーションを使用して、ストレステスト、予想信用

損失の計算、ローン評価などのモデル実装アクティビティを実行します。
n 組み込みモデル実装ロジックを使用して、信用リスクモデルの複雑かつ計算量の多い

システムを効率的に実装します。
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n モデルを管理された集中リポジトリに保存して、透過性を高め、監査機能とモデルガ
バナンスを向上させ、モデルを手動でトラッキングする必要性を排除します。

n 任意の集計レベルで分析結果を対話的に探索します。
詳細については、SAS Model Implementation Platform のソフトウェア製品ページを参
照してください。

SAS Model Implementation Platform 2.4
SAS Model Implementation Platform 2.4 は、2017 年 6 月に出荷されました。このリ
リースは SAS 9.4M4 上で稼働します。
このリリースで実行できる新しいアクションの一部を次に示します。
n モデルの結果に対するポートフォリオまたは経済入力の摂動の影響を探索します。
n モデルグループのユーザー定義ロジックとモデルメソッドを暗号化します。
n 計算メソッド、計算ロールアップメソッド、関数パッケージ、リスクデータオブジェ

クトを分析実行に追加します。
n 動的モデルオーバーライドが提供されます。
n 新しいモデルフォームの transitionMatrix、custom および code を使用します。
n すべての成果物を削除できない場合でも、進行中の実行をキャンセルし、実行を強制

的に削除します。

SAS Model Implementation Platform 2.3
SAS Model Implementation Platform 2.3 は、2016 年 11 月に出荷されました。このリ
リースは SAS 9.4M4 上で稼働します。
このリリースで実行できる新しいアクションの一部を次に示します。
n ポートフォリオ分析オブジェクトのコレクション(実行ロジック)を、単一のバージョ

ン付きシステムとして一緒にパブリッシュします。
n モデルやモデリングシステムに正式な承認プロセスを実装します。
n 新しいモデルフォームの pdCurves および emModel を使用します。
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n Windows 環境でワークグループを使用します。
n 複数の分析実行を同時に削除します。
n モデルグループ内のモデルを置き換えます。
n ユーザー定義ロジックのテンプレートを作成および管理します。
n 分析実行のために SAS Risk Dimensions 環境をカスタマイズします。
n ポートフォリオデータセットのエクスポージャを相殺します。

SAS Model Risk Management

SAS Model Risk Management について
SAS Model Risk Management は SAS 9.4M2 上で稼働します。ユーザーフレンドリな
Web ベースのアプリケーションであり、統計モデル関連の情報の記録とライフサイクル
管理を容易にします。この情報を使用して、ガバナンスを始めとする、モデルリスク管
理をすべての側面を実施します。特に、SAS Model Risk Management は、組織の複数
の部門から得られるモデルの入力、収集、転送、保存、トラッキング、レポートを容易
にします。また、SAS W�Ë¾D8ôˆ Engine や SAS Visual Analytics などの他の SAS 製品と
統合もされています.

SAS Model Risk Management を使用すると、次の操作を実行できます。
n モデルライフサイクルでのモデルインベントリの作成、更新、トラッキング
n フルスコープの検証や他の種類のレビューなどの、モデルレビューの実施
n モデル候補の評価の実行
n 調査結果(有効なチャレンジ)の作成とトラッキング、アクションプランの開発
n モデルライフサイクルのすべての側面に関係する変更管理の実施
n モデルの使用トラッキングの実施
n モデルリスク評価の測定、管理、モニタ
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n モデルの廃止
n "インシステム"アドホック通信の開始と管理
n ドキュメントとワークフローの管理
n モデルガバナンスポリシーの作成と管理
n ソリューションで提供されるすべての機能の拡張
n インタラクティブダッシュボードからのモデルの集計ビューへのアクセス
n 入力データと収集データに基づくレポートの生成
これらのアクティビティは、システム内の他のアクティビティに結び付けられます。こ
のため、SAS Model Risk Management は、モデル情報の収集、管理、保存し、同時に
モデルライフサイクル中のすべての変更、通信、インタラクションをすべて記録するフ
レームワークを提供します。
また、SAS Model Risk Management では、ユーザーインターフェイスの広範なカスタ
マイズ、新しいフィールド、リンク、ユーザーインターフェイス要素の追加、ウィンド
ウとラベルの名前変更、新しい画面の追加などもできます。

SAS Model Risk Management 7.2
SAS Model Risk Management 7.2 は、2016 年 11 月に出荷されました。このリリース
は SAS 9.4M4 上で稼働します。
ここでは、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。
n モデル関連情報の保存と分類のためにモデルメタデータを SAS Model 

Implementation Platform と統合する機能
n モデルを SAS Model Implementation Platform にインポートして使用するために

エクスポートする機能
n すべてのビジネスオブジェクトにわたって検索を行う機能など、検索機能の大幅な改

善
n フィールドのリッチテキスト書式設定のサポート(例: コメントフィールド)。
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n 新しい関数およびコンポーネントをプログラミングするための組み込み Groovy エ
ディタ

n 電子メール通知テンプレートの更新
n 多数のカスタムフィールドやリンクが含まれているビジネスオブジェクトのパフォ

ーマンスの向上
n モデルを選択して、そのモデルの添付ファイルをユーザーの PC にダウンロードする

機能
n 画面定義の更新
n レポートの改善
詳細については、SAS Model Risk Management のソフトウェア製品ページを参照して
ください。

SAS Model Risk Management 7.1
SAS Model Risk Management 7.1 は、2016 年 7 月に出荷されました。このリリースは
SAS 9.4M3 上で稼働します。ここでは、このリリースの新機能と改善の一部を説明しま
す。
n 完全に再設計されてナビゲーションとユーザビリティが向上したユーザーインター

フェイス
n 次の機能を含む大幅なコンテンツ更新

o モデルリスク評価機能の追加
o インベントリ証明機能の追加
o データソース機能の追加
o モデルインベントリ、モデルレビュー、結果、アクションプラン機能のオーバー

ホール
n 一連の新しいレポートと Microsoft xÛÄOufi との統合を含む、大幅なレポートの改善
n ビジネスオブジェクトのデフォルトのインテリジェントプロビジョニング
n 最大 25 のカスタムビジネスオブジェクトのサポート
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n 移行のために改善されたオートメーションとサポート
n モデル間の関係(アップストリーム/ダウンストリーム、親/子、前のバージョンなど)

をサポートするための豊富かつ広範なオプションセット
n 検索機能の改善

SAS OpRisk VaR 6.1

SAS OpRisk VaR 6.1 では、ユーザーインターフェイスではなく Web サービスを使用し
て、増分データロード、増分 VaR 計算、およびレポートを実行できます。このリリース
の新しいレポートとして、FFIEC – Schedule 5 や COREP – Operational Risk などがあり
ます。
ここでは、このリリースの拡張分析を示します。
n 巨額損失が 1 つ追加される場合の VaR への影響を計算する機能
n 2 つの対数正規分布を組み合わせ、損失の重要度をモデル化する機能
SAS OpRisk VaR 6.1M2 は、2015 年 5 月に出荷され、SAS 9.4M3 上で稼働します。ここ
では、このリリースの新機能と拡張の一部を説明します。
n カスタムスケーリングを使用して、内部データに独自のスケールファクタを定義でき

ます。
n VaR に単一の損失による近似を使用することで、VaR への各種モデリング選択の影響

をすばやく学習できます。
n 追加された依存構造オプションにより、依存構造をシミュレーションに指定する際の

柔軟性が強化されました。
詳細については、SAS OpRisk VaR のソフトウェア製品ページを参照してください。
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SAS Risk and Finance Workbench

SAS Risk and Finance Workbench について
SAS Risk and Finance Workbench は、分類、測定、およびレポートアクティビティを
含む規制リスクと財務プロジェクトのための効率的で協調的な環境を提供します。次の
規制および標準が、該当するプロジェクトの一般的なテーマになります。
n IFRS 第 9 号金融商品(IFRS 9)

n 現在予想引用損失(CECL)モデル
n ドッド・フランク法ストレステスト(DFAST)

n 包括的資本分析およびレビュー(CCAR)

n EU 全体のストレステストおよび監督報告(FINREP および COREP)

SAS Risk and Finance Workbench 2.3
SAS Risk and Finance Workbench 2.3 は、2016 年 11 月に出荷されました。このリリ
ースは SAS 9.4M4 上で稼働します。次のリストには、新機能と拡張の一部が記載されて
います。
n ワークグループを使用したオブジェクトのセキュリティ
n 集約データ値の詳細データへの配分
n 集約データのドリルダウンサポート
n タスクアクションからの SAS スクリプトの起動機能
n バージョン管理サポート
n プロジェクトのロック機能
n 拡張されたログ情報
n プロジェクトのワークシートテンプレートの選択
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n SAS Risk and Finance Workbench API の強化
詳細については、SAS Risk and Finance Workbench のソフトウェア製品ページを参照
してください。

SAS Risk Dimensions

SAS Risk Dimensions 6.1、6.2、6.3、6.4、6.5、6.6、6.7、6.8 は、SAS 9.4 上で稼働し
ます。ここでは、このリリースの重要分をいくつか説明します。
n SAS Risk Dimensions 6.1 には、SAS High-Performance Risk 3.1 と SAS Risk 

Management for Banking 3.2 をサポートするためのインフラストラクチャの変更
が含まれています。

n SAS Risk Dimensions 6.5 には、SAS High-Performance Risk 3.5 と SAS Model 
Implementation Platform 2.1 をサポートするためのインフラストラクチャの変更
が含まれています。

n SAS Risk Dimensions 6.6 は SAS 9.4M3 上で稼働します。これには、SAS High-
Performance Risk 3.6 と SAS Risk Management for Banking 3.4 をサポートする
ための変更が含まれています。

n SAS Risk Dimensions 6.7 は SAS 9.4M4 上で稼働します。
n SAS Risk Dimension 6.8 は、2017 年 6 月に出荷され、SAS 9.4M4 上で稼働します。

SAS Risk Dimensions では、デルタ、ガンマ、およびベースケース値に対して事前に
計算された値を、感度解析またはデルタノーマル分析に適用する方法が提供されま
す。これらの値を感度データセットで指定し、それらを SAS Risk Dimensions の
MARKETDATA ステートメントで使用するために登録します。

最新リリースは SAS Risk Dimensions 6.8.です。詳細については、SAS Risk Dimensions
のソフトウェア製品ページを参照してください。
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SAS Risk Management for Banking

SAS Risk Management for Banking 3.4
SAS Risk Management for Banking 3.4 は、2016 年 7 月に出荷されました。このリリ
ースでは、欧州銀行監督機構(EBA)の規制対応レポート体制でタクソノミー 2.4.1.1 がサ
ポートされています。
詳細については、SAS Risk Management for Banking のソフトウェア製品ページを参照
してください。

SAS Risk Management for Banking 3.3
SAS Risk Management for Banking 3.3 は、銀行が評価、モニタ、最適化、金融リスク
の規制レポートの作成を行う機能を拡張します。SAS Risk Management for Banking
内の各種分析は、SAS Risk Dimensions に加えて SAS High-Performance Risk でも実行
されます。分散環境の SAS High-Performance Risk 上で大規模なポートフォリオの計
算を実行することは、かなりのパフォーマンスの利点があります。SAS High-
Performance Risk のマルチスレッド機能によっても、ソロモードであってもパフォーマ
ンスが拡張されることになります。
新しいモンテカルロシミュレーション法が複数の分析タスクに提供されています。
規制の LCR (Liquidity Coverage Ratio)と NSFR (Net Stable Funding Ratio)の計算が、
Contingent cash 9M¤d の分類領域と担保計算で拡張されました。担保管理ツールを使
用して、次のタスクを実行できます。
n 担保ショートフォールの推定
n 担保資産の格下げの影響の予測
n 銀行の格下げの影響の予測
n デリバティブボラティリティの影響の予測
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SAS Underwriting Risk Management for P&C 
Insurance

SAS Underwriting Risk Management for P&C 
Insurance について
SAS Underwriting Risk Management for P&C Insurance により、保険会社は、単一の
柔軟なハイパフォーマンス分析環境内で損失推定、積み立て、およびリスク管理分析を
実行できます。アナリストは、保険統計と金融の手法を融合させ、内部モデルアプロー
チを使用して損害保険負債を評価できます。
SAS Underwriting Risk Management for P&C Insurance は、保険統計および投資アナ
リスト、リスクアナリストおよびマネージャ、損害保険会社の IT マネージャおよび上級
管理職が使用するように設計されています。
このソリューションでは、次の機能が提供されます。
n 統合データ管理
n 事故年度ベースと引受年度ベースの両方で損害保険を評価するための保険統計と金

融の手法の融合
n 柔軟なリスク分析およびレポートのフレームワーク
n ハイパフォーマンス機能
SAS Underwriting Risk Management for P&C Insurance の現在のリリースは 3.2 で
す。

SAS Underwriting Risk Management for P&C 
Insurance コンテンツリリース
SAS Underwriting Risk Management for P&C Insurance ソリューションは、SAS 
Infrastructure for Risk Management プラットフォーム上で実行されるコンテンツリ
リースとして提供されます。SAS Infrastructure for Risk Management に基づくソリ
ューションは、同じアーキテクチャとレイアウトを共有しています。ソリューション間
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の違いは、ソリューションのコンテンツリリースで提供される計算コンテンツです。
SAS Infrastructure for Risk Management をインストールした後、SAS Underwriting 
Risk Management for P&C Insurance コンテンツリリースを個別にダウンロードして
インストールし、インストールを完了する必要があります。
最新の SAS Underwriting Risk Management for P&C Insurance コンテンツリリース
の新機能および拡張機能の詳細については、SAS Underwriting Risk Management for 
P&C Insurance 製品ページを参照してください。
注: SAS Underwriting Risk Management for P&C Insurance のドキュメントは、本製
品のライセンスを取得した顧客のみ使用可能です。
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SAS Visual Analytics

SAS Visual Analytics について
SAS Visual Analytics は、Web ベースの製品です。SAS High-Performance Analytics テ
クノロジを使用して、パターンやトレンドを検出するために大容量のデータを短時間で
探索します。

SAS Visual Analytics 7.4
SAS Visual Analytics 7.4 は、2017 年 4 月に出荷され、SAS 9.4M4 をサポートしていま
す。
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ここでは、このリリースの全般的な拡張の一部を説明します。
n SAS Visual Analytics Designer (デザイナ)には、動的テキスト、計算の改善、および

プロンプトフィルタコントロール、パラメータ、レポートリンク、セクションリンク
の拡張機能があります。

n モダン SAS Visual Analytics Viewer (ビューア)には、クラシックビューアのほとんど
の機能が含まれているので、多くのユーザーがモダンビューアに切り替えられます。

n 印刷機能を強化することで、リスト表の PDF に改ページを設定し、フィルタコント
ロールのフィルタコンテキストを表示できます。もう 1 つの新機能により、レポート
のすべてのページに同じフッターを印刷できます。たとえば、会社のすべてのレポー
トの各ページに同じリーガルステートメントを入れられます。カスタマイズされた
フッターは、デザイナを使用して配信されるレポートにも表示されます。(この機能
は、SAS 管理者が SAS 管理コンソールを使用して有効にする必要があります。)詳細
については、SAS Visual Analytics: Administration Guide を参照してください。

n 今後は Teradata からのデータのインポートにユーザー名とパスワードは必要あり
ません。

詳細については、What’s New in SAS Visual Analytics 7.4 (SAS Visual Analytics 7.4: 
User’s Guide)を参照してください。

SAS Visual Analytics 7.3
SAS Visual Analytics 7.3 は、2015 年 8 月に出荷され、SAS 9.4M3 をサポートしていま
す。SAS Visual Analytics 7.3 には、次の更新が含まれています。
n サンプルテーブル、サンプルレポート、およびサンプル探索(SAS Visual Analytics 

Explorer がある場合)が使用可能です。サンプルがインストールされている場合は、
SAS Home (ホームページ)からアクセスできます。

n Pivotal HAWQ データベースからデータをインポートできるようになりました。
n SAS Visual Analytics Designer には、PDF への出力に使用可能なクリップコンテン
ツを展開するオプションが新しく追加されています。このオプションを使用すると、
レポートセクションのレイアウトで部分的にのみ使用可能なコンテンツを含む、テー
ブル、クロス集計表、ゲージ、コンテナのコンテンツ全体を出力できます。

208 15 章 / SAS Visual Analytics

http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=ja&alias=vaag&pubcode=69958&id=titlepage
http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=en&alias=vaug&pubcode=69957&id=vaugwhatsnew74


n SAS Visual Analytics Viewer には、デフォルトで、モダンと呼ばれる新しい表示形式
が設定されています。プリファレンスを使用すると、ビューアのデフォルト表示にモ
ダンまたはクラシックを指定できます。モダン表示には、レポートの更新設定が含ま
れており、これを使用して更新確認間の待機分数を指定できます。

詳細については、What’s New in SAS Visual Analytics 7.3 (SAS Visual Analytics 7.3: 
User’s Guide)を参照してください。

SAS Visual Analytics 7.2
SAS Visual Analytics 7.2 は、2015 年 5 月に出荷され、SAS 9.4M2 をサポートしていま
す。SAS Visual Analytics 7.2 では、次を始めとする多くの更新が行われました。
n SAS Visual Statistics がビジュアル的および機能的に SAS Visual Analytics Explorer

と統合されました。SAS Visual Statistics では、新たに、予測モデルの予測値を派生
できる機能が提供されます。(SAS Visual Statistics は、引き続き、個別にライセンス
される製品です。)

n ディシジョンツリービジュアルに、ツリーのノードのつららプロットが含まれます。
n Google Analytics、Facebook、MapR からデータをインポートできます。1 つのス

プレッドシートまたは区切りテキストファイルを含む ZIP ファイルをインポートで
きます。

n 新しいレポートテーマの SAS Snow は、レポートのクリーンで整理されたデフォルト
の表示を提供します。

n PDF にレポートを出力する際に新しいオプションを使用できます(ページ番号の追加
など)。

n レポートをメールで送信する際に、レポートの PDF を添付できます。
n 計算データアイテムとグループ化されたカテゴリデータアイテムを地理データアイ

テムに変更し、ジオマップに使用できます。
n デザイナやビューアのレポートにリンクした URL にパラメータと値のペアを挿入で

きます。たとえば、次のようになります。
http://abc.com/SASVisualAnalyticsViewer/...&Origin=Europe&Cost=3

SAS Visual Analytics 209

http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=en&alias=vaug&pubcode=68648&id=vaugwhatsnew73


詳細については、What’s New in SAS Visual Analytics 7.2 (SAS Visual Analytics 7.2: 
User’s Guide)を参照してください。

SAS Visual Analytics 7.1
SAS Visual Analytics 7.1 は、2014 年 10 月に出荷され、SAS 9.4M2 をサポートしていま
す。SAS Visual Analytics 7.1 では、次を始めとする多くの更新が行われました。
n Pivotal HD と Cloudera Impala からのデータのインポートがサポートされます。
n 新しいサンキーダイアグラムビジュアルを使用してパス分析を行えます。パス分析

は、一連のパスとして、イベント(値)間のデータのフローを表示します。
n ゴール探索を使用して、予測メジャーのターゲット値を指定して、ターゲット値の達

成に必要な要因の値を設定できます。
n ワードクラウドビジュアルのテキスト分析により、ドキュメントコレクションのセン

チメントを分析できます。また、選択した特定のドキュメントを新しいビジュアルと
して探索することもできます。

n レポートコントロールのパラメータがサポートされ、計算、フィルタ、ランク、表示
ルールに使用できます。

n 新しい PDF 出力オプションがレポートに使用できます。カテゴリデータアイテム、
カテゴリである計算アイテム、カスタムカテゴリをカスタム並べ替えに使用できま
す。スケジュールに基づき、他のユーザーにレポートを配信できます。レポートデザ
イナはレポートの一部であるラベル、ツールチップ、他の説明テキストをローカライ
ズ(または翻訳)できます。

n 事前定義されたレポートから、サイトでの SAS Visual Analytics の使用を洞察できま
す。監査の有効化後にレポートは生成され、管理者のみに表示されます。

詳細については、What’s New in SAS Visual Analytics 7.1 (SAS Visual Analytics 7.1: 
User’s Guide)を参照してください。
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SAS Visual Analytics 6.4
SAS Visual Analytics 6.4 は、2014 年 3 月に出荷され、SAS 9.4M1 をサポートしていま
す。SAS Visual Analytics 6.4 では、次を始めとする多くの更新が行われました。
n 次のサードパーティベンダデータベースサーバーからデータをインポートできるよ

うになりました。
o Aster

o BigInsights

o Cloudera

o DB2

o Greenplum

o Hortonworks

o MySQL

o Netezza

o ODBC

o Oracle

o PostgreSQL

o Salesforce

o SAP HANA

o SQL Server

o Teradata

o Vertica

n 大規模並列処理データベースからのデータのインポートが拡張されました。
n ビジュアルの操作ユーザビリティが向上しています。
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n レポートのデザインユーザビリティが向上しています。
詳細については、What’s New in SAS Visual Analytics 6.4 (SAS Visual Analytics 6.4: 
User’s Guide)を参照してください。

SAS Visual Analytics 6.3
SAS Visual Analytics 6.3 は、2013 年 12 月に出荷され、SAS 9.4M1 をサポートしていま
す。SAS Visual Analytics 6.3 には、次を始めとする多くの新機能が実装されました。
n 単純化されたセルフサービス機能により、データの探索中であってもレポートの設計

中であっても、迅速かつ簡単に独自のデータをロードできます。
n データの探索時やレポートの設計時に、ESRI マッピングテクノロジを使用できます。
n ネットワークダイアグラムにより、チャート上のノードを含む要素間や、ジオマップ

内の関係と貢献を参照できます。
n 式に基づくアラートが、メトリクスが指定値に達するとレポートサブスクライバに通

知します。
n レポートのカスタムグラフテンプレートを作成できます。
n ログイン ID やパスワードが不要なゲストアクセスを、探索、レポート、ダッシュボ

ードの表示に使用できます。
n 新しいテキスト分析機能により、Twitter ストリームや"お客様コメント"などのテキ

ストフィールドでの最頻出語やトピックを把握できます。
SAS ñv!Åñ¶ Analytics との統合により、SAS Visual Analytics のコンテンツを Microsoft 
Excel、PowerPoint、Word、Outlook、SharePoint に表示できます。
詳細については、What’s New in SAS Visual Analytics 6.3 (SAS Visual Analytics 6.3: 
User’s Guide)を参照してください。

SAS Visual Analytics 6.2
ここでは、SAS Visual Analytics 6.2 での更新の一部を説明します。

212 15 章 / SAS Visual Analytics

http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=en&alias=vaug&pubcode=67270&id=vaugwhatsnew64
http://support.sas.com/documentation/cdlutility/cdlredirect.htm?locale=en&alias=vaug&pubcode=66720&id=vaugwhatsnew63


n SAS Visual Analytics のホームページでは、テーブルを表示するようになりました。
検索が拡張され、レポート、探索、Stored Process 以外に、登録された種類の SAS
アイテムも対象となりました。

n SAS Visual Data Builder は、SAS LASR Analytic Server の入力テーブルをサポートす
るようになりました。Greenplum Data Computing Appliance によるパフォーマン
スの向上が実現しました。

n SAS Visual Analytics Explorer では、要因とシナリオ分析をサポートするように予測
が拡張されました。集計メジャーの作成や、ディシジョンツリー分析の実行ができる
ようになりました。また、集計値の最大/最小値に基づいてデータをランク付けする
こともできます。

n SAS Visual Analytics Designer の機能が拡張され、テーブルとグラフの新しい集計計
算アイテムの作成、集計値の最大/最小値に基づいたデータへのフィルタ適用とラン
ク付け、レポートのテーマの変更ができるようになりました。ターゲットレポート内
の特定のセクションへのリンクを追加したり、レポートオブジェクト、テキストまた
はイメージから別のレポートへのリンクを追加したりできます。レポートでの 5 つ
を超えるゲージをグループ化できます。

n SAS Visual Analytics Administrator を使用して、アクセス権限の条件を対話型エデ
ィタで定義できます。ブラックリストまたはホワイトリストを使用して、モバイルデ
バイスを管理できます。テーブルを登録できます。

詳細については、What’s New in SAS Visual Analytics 6.2 (SAS Visual Analytics 6.2: 
User’s Guide)を参照してください。

SAS Visual Statistics

SAS Visual Statistics は、SAS LASR Analytic Server の In-Memory 機能を使用して、使
用が簡単な Web ベースのインターフェイスから強力な統計モデルの作成と比較を行い
ます。SAS Visual Statistics は SAS Visual Analytics で検出されたパターンに基づきモ
デルを作成、テスト、比較することで、SAS Visual Analytics の機能を拡張します。SAS 
Visual Statistics ではモデルのスコアコードをエクスポートして、モデルを新しいデータ
に適用できます。
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SAS Visual Statistics は SAS Visual Analytics に統合され、2 つのソリューション間のシ
ームレスな移行が実現されています。SAS Visual Statistics 7.2 以降のドキュメントは
SAS Visual Analytics.のドキュメントに含まれています。

214 15 章 / SAS Visual Analytics



付録 1
ドキュメントの拡充

概要 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 216

2017年 6月(SAS 9.4, Rev. 940_17w25) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 217

2017年 5月(SAS 9.4, Rev. 940_17w21) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 217

2017年 4月(SAS 9.4, Rev. 940_17w16) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 217

2017年 2月(SAS 9.4, Rev. 940_17w08) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 218

2016年 11月(SAS 9.4, Rev. 940_16w48) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 218

2016年 8月(SAS 9.4, Rev. 940_16w33) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 220

2016年 7月(SAS 9.4, Rev. 940_16w30) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 220

2016年 4月(SAS 9.4, Rev. 940_16w17) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 220

2016年 2月(SAS 9.4, Rev. 940_16w08) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 221

2016年 1月(SAS 9.4, Rev. 940_16w04) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 221

2015年 11月(SAS 9.4, Rev. 940_15w47) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 222

2015年 10月(SAS 9.4, Rev. 940_15w42) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 222

2015年 8月(SAS 9.4, Rev. 940_15w33) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 222

2015年 7月(SAS 9.4, Rev. 940_15w31) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 223

2015年 7月(SAS 9.4, Rev. 940_15w29) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 223

215



2015年 5月(SAS 9.4, Rev. 940_15w20) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 224

2015年 4月(SAS 9.4, Rev. 940_15w16) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 225

2015年 3月(SAS 9.4, Rev. 940_15w12) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 225

2015年 2月(SAS 9.4, Rev. 940_15w08) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 226

2015年 1月(SAS 9.4, Rev. 940_15w04) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 226

2014年 11月(SAS 9.4, Rev. 940_14w47) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 227

2014年 10月(SAS 9.4, Rev. 940_14w41) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 227

2014年 9月(SAS 9.4, Rev. 940_14w36) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 228

2014年 8月(SAS 9.4, Rev. 940_14w32) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 228

2014年 6月(SAS 9.4, Rev. 940_14w23) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 229

2014年 5月(SAS 9.4, Rev. 940_14w19) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 230

2014年 4月(SAS 9.4, Rev. 940_14w14) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 230

2014年 3月(SAS 9.4, Rev. 940_14w11) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 230

2013年 12月(SAS 9.4, Rev. 940_13w51) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 231

2013年 11月(SAS 9.4, Rev. 940_13w45) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 232

2013年 10月(SAS 9.4, Rev. 940_13w40) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 233

2013年 9月(SAS 9.4, Rev. 940_13w36) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 233

2013年 7月(SAS 9.4, Rev. 940_13w30) . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 234

概要
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2017 年 6 月(SAS 9.4, Rev. 940_17w25)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n SAS High-Performance Risk 3.8。詳細については、“SAS High-Performance Risk” 

(84 ページ)を参照してください。
n SAS Model Implementation Platform 2.4。詳細については、“SAS Model 

Implementation Platform” (195 ページ)を参照してください。
n SAS Risk Dimensions 6.8。詳細については、“SAS Risk Dimensions” (202 ページ)を

参照してください。
DataFlux Data Management Studio 2.7 では、データストレージと DataFlux リポジト
リ用の追加データベースがサポートされています。詳細については、“DataFlux Data 
Management Studio 2.7” (134 ページ)を参照してください。

2017 年 5 月(SAS 9.4, Rev. 940_17w21)

SAS Event Stream Processing 4.3 が出荷されました。詳細については、“SAS Event 
Stream Processing 4.3” (72 ページ)を参照してください。

2017 年 4 月(SAS 9.4, Rev. 940_17w16)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS Add-In 7.14 for Microsoft ””
Sß!� (118 ページ)

n “SAS Business Data Network 3.2” (140 ページ)

n “SAS Data Remediation 2.3” (149 ページ)

n “SAS Lineage 3.2” (153 ページ)
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n “SAS MDM 4.3” (154 ページ)

n “SAS Visual Analytics 7.4” (207 ページ)

次の製品は、メンテナンスリリースが出荷されました。
n “SAS Energy Forecasting 3.2M1” (70 ページ)

n SAS Job Monitor 2.2M1。詳細については、“SAS Job Monitor 2.2” (152 ページ)を参
照してください。

2017 年 2 月(SAS 9.4, Rev. 940_17w08)

SAS IT Resource Management 3.8 が出荷されました。詳細については、“SAS IT 
Resource Management 3.8” (189 ページ)を参照してください。

2016 年 11 月(SAS 9.4, Rev. 940_16w48)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS Add-In 7.13 for Microsoft Ił�çí,; (118 ページ)

n “SAS Business Rules Manager 3.2” (58 ページ)

n “SAS Contextual Analysis 14.2” (60 ページ)

n “SAS Data Loader 3.1” (142 ページ)

n “SAS Data Integration Studio 4.902” (144 ページ)

n “SAS Decision Manager 3.2” (62 ページ)

n “SAS Enterprise Guide 7.13” (121 ページ)

n “SAS Enterprise Miner 14.2” (65 ページ)

n “SAS/ETS 14.2” (74 ページ)

n “SAS Factory Miner 14.2” (83 ページ)
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n “SAS High-Performance Risk 3.7” (85 ページ)

n “SAS/IML 14.2” (87 ページ)

n “SAS Model Manager 14.2” (90 ページ)

n “SAS Model Risk Management 7.2” (198 ページ)

n “SAS/OR 14.2” (93 ページ)

n “SAS/QC 14.2” (97 ページ)

n “SAS Risk and Finance Workbench” (201 ページ)

n SAS Risk Dimensions 6.7。詳細については、“SAS Risk Dimensions” (202 ページ)を
参照してください。

n “SAS/STAT 14.2” (100 ページ)

n “SAS Studio 3.6” (50 ページ)

n “SAS Text Miner 14.2” (105 ページ)

次の製品は、SAS 9.4M4 の一部として出荷されました。
n “Base SAS 9.4” (13 ページ)

n “SAS/ACCESS” (34 ページ)

n “SAS 9.4 Data Quality Accelerator for Teradata” (146 ページ)

n “SAS 9.4 Data Quality Server” (148 ページ)

n “SAS/GRAPH 9.4” (43 ページ)

n “SAS 9.4 Intelligence Platform” (180 ページ)

n “SAS 9.4 OLAP Server” (127 ページ)
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2016 年 8 月(SAS 9.4, Rev. 940_16w33)

SAS Event Stream Processing 4.1 が出荷されました。詳細については、“SAS Event 
Stream Processing 4.1” (73 ページ)を参照してください。

2016 年 7 月(SAS 9.4, Rev. 940_16w30)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS Anti-Money Laundering 7.1” (165 ページ)

n “SAS Model Risk Management 7.1” (199 ページ)

n “SAS Risk Management for Banking 3.4” (203 ページ)

2016 年 4 月(SAS 9.4, Rev. 940_16w17)

SAS/ACCESS 9.4 for Amazon Redshift は、このリリースの新機能です。詳細について
は、“SAS/ACCESS 9.4 to Amazon Redshift” (35 ページ)を参照してください。
次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS High-Performance Risk 3.6” (85 ページ)

n “SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 27” (137 ページ)

n SAS Risk Dimensions 6.6.詳細については、“SAS Risk Dimensions” (202 ページ)を参
照してください。
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2016 年 2 月(SAS 9.4, Rev. 940_16w08)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS/ACCESS 9.4 Interface to the PI System” (39 ページ)

n “SAS Add-In 7.12 for Microsoft ´ÍãÅ¶Õ£ (119 ページ)

n “SAS Enterprise Guide 7.12” (122 ページ)

n “SAS IT Resource Management 3.7” (190 ページ)

n “SAS Studio 3.5” (51 ページ)

2016 年 1 月(SAS 9.4, Rev. 940_16w04)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “DataFlux Data Management Server 2.7” (133 ページ)

n “DataFlux Secure 2.7” (136 ページ)

n “SAS Data Loader 2.4 for Hadoop” (142 ページ)

n “SAS Federation Server 4.2” (151 ページ)

次の製品は、メンテナンスリリースが出荷されました。
n DataFlux Authentication Server 4.1M1。詳細については、“DataFlux 

Authentication Server 4.1” (132 ページ)を参照してください。
n SAS Anti-Money Laundering 6.3M1。詳細については、“SAS Anti-Money 

Laundering 6.3” (166 ページ)を参照してください。
n SAS Customer Due Diligence 6.3M1。詳細については、“SAS Customer Due 

Diligence 6.3” (168 ページ)を参照してください。
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2015 年 11 月(SAS 9.4, Rev. 940_15w47)

SAS Event Stream Processing 3.2 が現在使用可能です。詳細については、“SAS Event 
Stream Processing 3.2” (73 ページ)を参照してください。
SAS Contextual Analysis 14.1M1 が現在使用可能です。詳細については、“SAS 
Contextual Analysis 14.1” (60 ページ)を参照してください。

2015 年 10 月(SAS 9.4, Rev. 940_15w42)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS High-Performance Risk 3.5” (85 ページ)

n “SAS Risk Dimensions” (202 ページ)

Social Network Analysis Server 6.2M2 が現在使用可能です。詳細については、“SAS 
Social Network Analysis Server 6.2” (169 ページ)を参照してください。

2015 年 8 月(SAS 9.4, Rev. 940_15w33)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 26。詳細については、“SAS 

Quality Knowledge Base for Contact Information 26” (137 ページ)を参照してくだ
さい。

n SAS Visual Analytics 7.3。詳細については、“SAS Visual Analytics 7.3” (208 ページ)
を参照してください。
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2015 年 7 月(SAS 9.4, Rev. 940_15w31)

SAS Data Loader 2.3 for Hadoop が現在使用可能です。詳細については、“SAS Data 
Loader 2.3 for Hadoop” (143 ページ)を参照してください。

2015 年 7 月(SAS 9.4, Rev. 940_15w29)

SAS Factory Miner 14.1 が新しい製品です。詳細については、“SAS Factory Miner” (82
ページ)を参照してください。
次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS Business Rules Manager 3.1” (58 ページ)

n “SAS Contextual Analysis 14.1” (60 ページ)

n “SAS Data Integration Studio 4.901” (144 ページ)

n “SAS Decision Manager 3.1” (63 ページ)

n “SAS Enterprise Miner 14.1” (65 ページ)

n “SAS Environment Manager 2.5” (178 ページ)

n “SAS/ETS 14.1” (75 ページ)

n “SAS Forecast Server 14.1” (83 ページ)

n “SAS High-Performance Analytics Infrastructure 3.1” (111 ページ)

n “SAS/IML 14.1” (88 ページ)

n “SAS 9.4 In-Database 製品” (171 ページ)

n “SAS Model Manager 14.1” (91 ページ)

n “SAS/OR 14.1” (94 ページ)
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n “SAS/QC 14.1” (97 ページ)

n “SAS/STAT 14.1” (101 ページ)

n “SAS Studio 3.4” (51 ページ)

n “SAS Text Miner 14.1” (105 ページ)

n “SAS Theme Designer 4.7 for Flex” (186 ページ)

次の製品は、SAS 9.4M3 の一部として更新されました。
n “Base SAS 9.4” (13 ページ)

n “SAS/ACCESS” (34 ページ)

n “SAS 9.4 Data Quality Server” (148 ページ)

n “SAS/GRAPH 9.4” (43 ページ)

n “SAS Grid Manager 9.4” (47 ページ)

n “SAS 9.4 Intelligence Platform” (180 ページ)

n “SAS 9.4 OLAP Server” (127 ページ)

2015 年 5 月(SAS 9.4, Rev. 940_15w20)

SAS Model Risk Management が新しい製品です。詳細については、“SAS Model Risk 
Management” (197 ページ)を参照してください。
次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS Add-In 7.11 for Microsoft øÔNÉw-m (119 ページ)

n “SAS Enterprise Guide 7.11” (123 ページ)

n “SAS Event Stream Processing 3.1” (73 ページ)

n “SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.94” (111 ページ)

n “SAS High-Performance Risk 3.4” (86 ページ)
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n “SAS IT Resource Management 3.6” (190 ページ)

n “SAS Risk Management for Banking 3.3” (203 ページ)

n “SAS Visual Analytics 7.2” (209 ページ)

2015 年 4 月(SAS 9.4, Rev. 940_15w16)

SAS Scalable Performance Data Server 5.2 が提供されています。詳細については、
“SAS Scalable Performance Data Server 5.2” (49 ページ)を参照してください。

2015 年 3 月(SAS 9.4, Rev. 940_15w12)

次の製品が、新たに追加されました。
n SAS Data Loader for Hadoop。詳細については、“SAS Data Loader for Hadoop” 

(142 ページ)を参照してください。
n SAS Energy Forecasting。詳細については、“SAS Energy Forecasting 3.1” (71 ペー

ジ)を参照してください。
次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS Data Remediation 2.2” (149 ページ)

n “SAS Job Monitor 2.2” (152 ページ)

n “SAS Marketing Automation 6.4” (159 ページ)

n “SAS Marketing Optimization 6.4” (160 ページ)

n “SAS MDM 4.2” (155 ページ)

n “SAS Real-Time Decision Manager 6.4” (161 ページ)

n “SAS Task Manager 2.2” (155 ページ)

n “SAS Visual Process Orchestration 2.2” (156 ページ)
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2015 年 2 月(SAS 9.4, Rev. 940_15w08)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS Data Quality Accelerator 2.6 for Teradata” (147 ページ)

n “SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 25” (138 ページ)

n “SAS Studio 3.3” (52 ページ)

次の製品が拡張されました。
n DS2 言語。SAS In-Database Code Accelerator for Hadoop では現在、HCatalog を

使用して複雑な非区切りファイルを処理しています。詳細については、“DS2 言語” 
(13 ページ)を参照してください。

n SAS 9.4 In-Database Code Accelerator for Hadoop。詳細については、“SAS 9.4 In-
Database 製品” (171 ページ)を参照してください。

2015 年 1 月(SAS 9.4, Rev. 940_15w04)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS Anti-Money Laundering 6.3” (166 ページ)

n “SAS Customer Due Diligence 6.3” (168 ページ)

n “SAS Financial Management 5.5” (163 ページ)

SAS Social Network Analysis Server 6.2M1 が出荷されました。詳細については、“SAS 
Social Network Analysis Server 6.2” (169 ページ)を参照してください。
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2014 年 11 月(SAS 9.4, Rev. 940_14w47)

次の製品が、新たに追加されました。
n “SAS Business Data Network 3.1” (141 ページ)

n “SAS Lineage 3.1” (154 ページ)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “DataFlux Data Management Server 2.6” (133 ページ)

n “SAS Event Stream Processing Engine 2.3” (74 ページ)

n “SAS High-Performance Analytics Infrastructure 2.91” (111 ページ)

n “SAS High-Performance Risk 3.3” (86 ページ)

n “SAS LASR Analytic Server 2.5” (113 ページ)

n “SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 24” (138 ページ)

n “SAS Quality Knowledge Base for Product Data 5” (140 ページ)

2014 年 10 月(SAS 9.4, Rev. 940_14w41)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “DataFlux Data Management Studio 2.6” (135 ページ)

n “SAS Add-In 7.1 for Microsoft Cå6ÉGâ� (120 ページ)

n “SAS Enterprise GRC 6.1” (192 ページ)

n “SAS Enterprise Guide 7.1” (123 ページ)

n “SAS Environment Manager 2.4” (179 ページ)

n “SAS Information Retrieval Studio 1.53” (185 ページ)
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n “SAS Visual Analytics 7.1” (210 ページ)

2014 年 9 月(SAS 9.4, Rev. 940_14w36)

SAS IT Resource Management 3.5 が新しいリリースです。詳細については、“SAS IT 
Resource Management 3.5” (190 ページ)を参照してください。

2014 年 8 月(SAS 9.4, Rev. 940_14w32)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS Contextual Analysis 12.3” (61 ページ)

n “SAS Business Rules Manager 2.2” (59 ページ)

n “SAS Data Integration Studio 4.9” (145 ページ)

n “SAS Decision Manager 2.2” (64 ページ)

n “SAS Environment Manager” (178 ページ)

n “SAS Enterprise Miner 13.2” (66 ページ)

n “SAS/ETS 13.2” (76 ページ)

n “SAS/IML 13.2” (89 ページ)

n “SAS Model Manager 13.1” (91 ページ)

n “SAS/OR 13.2” (95 ページ)

n “SAS/QC 13.2” (97 ページ)

n “SAS/STAT 13.2” (102 ページ)

n “SAS Studio 3.2” (52 ページ)

n “SAS Text Miner 13.2” (107 ページ)
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次の製品が、新たに追加されました。
n SAS/ACCESS Interface to Impala

n SAS/ACCESS Interface to the PI System

次の製品は、SAS 9.4M2 の一部として出荷されました。
n “Base SAS 9.4” (13 ページ)

n “SAS/ACCESS 9.4 Interface to Hadoop” (36 ページ)

n “SAS/ACCESS 9.4 Interface to Oracle” (37 ページ)

n “SAS/ACCESS 9.4 Interface to PC Files” (37 ページ)

n “SAS/CONNECT 9.4” (42 ページ)

n “SAS/GRAPH 9.4” (43 ページ)

n “SAS Grid Manager 9.4” (47 ページ)

n “SAS 9.4 Integration Technologies” (175 ページ)

n “SAS 9.4 Intelligence Platform” (180 ページ)

n “SAS 9.4 OLAP Server” (127 ページ)

2014 年 6 月(SAS 9.4, Rev. 940_14w23)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS OpRisk VaR 6.1” (200 ページ)

n “SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 23” (138 ページ)
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2014 年 5 月(SAS 9.4, Rev. 940_14w19)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “DataFlux Authentication Server 4.1” (132 ページ)

n “SAS Federation Server 4.1” (151 ページ)

SAS DataFlux Secure 2.5 が更新されました。詳細については、“DataFlux Secure 2.7” 
(136 ページ)を参照してください。

2014 年 4 月(SAS 9.4, Rev. 940_14w14)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS Anti-Money Laundering 6.2” (167 ページ)

n “SAS Data Quality Accelerator 2.5 for Teradata” (147 ページ)

次の製品は、メンテナンスリリースが出荷されました。
n “SAS Data Remediation 2.1” (150 ページ)

n “SAS MDM 4.1” (155 ページ)

n “SAS Task Manager 2.1” (156 ページ)

2014 年 3 月(SAS 9.4, Rev. 940_14w11)

次の製品が、新たに追加されました。
n “SAS In-Memory Statistics” (110 ページ)

n “SAS Studio 3.1” (53 ページ)
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次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS LASR Analytic Server 2.3” (115 ページ)

n “SAS Visual Analytics 6.4” (211 ページ)

SAS Data Surveyor 5.1 for SAP に対応するようにドキュメントが更新されました。詳
細については、“SAS Data Surveyor for SAP” (150 ページ)を参照してください。

2013 年 12 月(SAS 9.4, Rev. 940_13w51)

SAS 9.4M1 は 2013 年 12 月に出荷されました。このメンテナンスリリースでは複数の
製品が更新されました。
n “SAS/ACCESS 9.4 Interface to PC Files” (37 ページ)

n “Base SAS 9.4” (13 ページ)

n “SAS/CONNECT 9.4” (42 ページ)

n “SAS 9.4 In-Database 製品” (171 ページ)

n “SAS 9.4 Integration Technologies” (175 ページ)

n “SAS 9.4 Intelligence Platform” (180 ページ)

n “SAS 9.4 OLAP Server” (127 ページ)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS Data Integration Studio 4.8” (145 ページ)

n “SAS Enterprise Miner 13.1” (67 ページ)

n “SAS/ETS 13.1” (79 ページ)

n “SAS Financial Management 5.4” (163 ページ)

n “SAS Forecast Server 13.1” (84 ページ)

n “SAS High-Performance Computing Management Console 2.4” (113 ページ)

n “SAS High-Performance Risk 3.2” (86 ページ)
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n “SAS/IML 13.1” (88 ページ)

n “SAS LASR Analytic Server 2.1 と 2.2” (116 ページ)

n “SAS/OR” (93 ページ)

n “SAS/QC” (97 ページ)

n “SAS/STAT 13.1” (103 ページ)

n “SAS Theme Designer 4.2 for Flex” (186 ページ)

n “SAS Text Miner 13.1” (108 ページ)

n “SAS Visual Analytics 6.3” (212 ページ)

次の製品は、メンテナンスリリースが出荷されました。
n SAS Add-In 6.1M1 for Microsoft =kQ[û{ が使用可能です。詳細については、“SAS 

Add-In 6.1 for Microsoft =kQ[û{� (121 ページ)を参照してください。
n SAS Enterprise Guide 6.1M1 が使用可能です。詳細については、“SAS Enterprise 

Guide 7.1” (123 ページ)を参照してください。

2013 年 11 月(SAS 9.4, Rev. 940_13w45)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “SAS Anti-Money Laundering 6.1” (167 ページ)

n “SAS Quality Knowledge Base for Contact Information 22” (139 ページ)

次の製品が、新たに追加されました。
n “SAS Customer Due Diligence 6.1” (168 ページ)

n “SAS Peer Group Analysis 6.1” (169 ページ)
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2013 年 10 月(SAS 9.4, Rev. 940_13w40)

次の製品が、新たに追加されました。
n “DataFlux Data Management Server 2.5” (134 ページ)

n “DataFlux Data Management Studio 2.5” (135 ページ)

n “SAS Contextual Analysis 12.3” (61 ページ)

n “SAS Data Management Console” (146 ページ)

n “SAS Data Remediation 2.1” (150 ページ)

n “SAS Job Monitor 2.1” (153 ページ)

n “SAS MDM 4.1” (155 ページ)

n “SAS Visual Process Orchestration 2.1” (157 ページ)

次の製品は、新しいリリースが出荷されました。
n “DataFlux Authentication Server 3.2” (132 ページ)

n “DataFlux Secure 2.5” (136 ページ)

n “SAS Data Quality Accelerator 2.4 for Teradata” (148 ページ)

2013 年 9 月(SAS 9.4, Rev. 940_13w36)

SAS Data Quality Accelerator for Teradata 2.4 は新しい製品です。詳細については、
“SAS Data Quality Accelerator 2.4 for Teradata” (148 ページ)を参照してください。
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2013 年 7 月(SAS 9.4, Rev. 940_13w30)

In-Database 製品が更新されました。詳細については、“SAS 9.4 In-Database 製品” 
(171 ページ)を参照してください。
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推奨資料
各製品の新機能や拡張の詳細については、それぞれの製品ドキュメントの新機能トピッ
クを参照してください。製品ドキュメントは次から入手できます。
n 製品ドキュメントページ - http://support.sas.com/documentation

n 製品内で使用できるヘルプ
注: このドキュメントに掲載されている製品すべてに対してライセンスされている
とは限りません。この場合、すべての SAS 製品のヘルプにアクセスできない可能性
があります。

SAS ナレッジを深めるために、次の書籍をお勧めします。これらの書籍には、エキスパ
ートユーザーからの実例が紹介されています。
n The Little SAS Book: A Primer (http://go.sas.com/read001)

n The Little SAS Book for SAS Enterprise Guide (http://go.sas.com/read002)

n Output Delivery System: The Basics and Beyond (http://go.sas.com/read003)

n Custom Tasks for SAS Enterprise Guide Using Microsoft .NET (http://go.sas.com/
read004)

n Data Quality for Analytics Using SAS (http://go.sas.com/read005)

n Statistical Graphics Procedures by Example: Effective Graphs Using SAS (http://
go.sas.com/read006)

n Decision Trees for Analytics Using SAS Enterprise Miner (http://go.sas.com/
read007)
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SAS 刊行物の一覧については、 sas.com/store/books から入手できます。必要な書籍に
ついての質問は SAS 担当者までお寄せください:

SAS Books
SAS Campus Drive
Cary, NC 27513-2414
電話: 1-800-727-0025
ファクシミリ: 1-919-677-4444
メール: sasbook@sas.com
Web アドレス: sas.com/store/books
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